本 製品 を ご 使用 に な る 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 


この 度 は 、 株 式 会 社 メ ッ ツ の ソフ トウ ェ ア を お 求め いた だ きま し て 、 あり が と う ご ざ いま す 。 本 ソフ 
トウ ェ ア を ご 使用 に な る 前 に 、 使 用 許諾 契約 書 を よく お 読み に な り 各 事項 に ご 同意 いた だ きま し た ら 、 
添付 の 登録 カー ド に 記入 、 控 印 し 、 弊 社 まで ご 返送 くだ さい 。 

登録 カー ド は お 客 様 と 弊社 を 結ぶ 大 切な チャ ネル で す 。 

・ ソ フト ウェ ア の 保証 

・ ユ ー ザ ー サ ポー ト 

・ バ ー ジ ョ ン ア ッ プ サー ビス な どの お 知ら せ 
・ 新 製品 の お 知ら せ 

な ど は すべ て この 登録 カー ド が 基 に な り ま す の で 、 正確 に ご 記入 くだ さる よう お 願い いた し ます 。 ま 
た 、 登 録 後に 内 容 に 変更 が あっ だ 場合 は 、 弊 社 ま で ご 連絡 くだ さる よう お 願い いた し ます 。 

本 製品 に 関す る 質問 は 、 文書 と 電話 で お 受け いた し ます 。 サ ポー ト 窓 口 ま で お 問い 合せ くだ さい 。 な 
お 登録 カー ド を 返送 いた だ いて いな い 場 合 や 、 お 客 様 固有 の 運用 上 の 問題 に 関し て は 、 お 答え で き な い 
こと も あり ます の で 、 ご 了承 くだ さい 。 ま た だ 窓口 が 混み あい ご 迷惑 を お か け す る こと も あり ます が 、 何 
卒 ご 理解 くだ さる よう お 願い いた し ます 。 


ソフ トウ ェ ア 使 用 許諾 契約 書 


1. 使 用 許諾 の 箇 だ 囲 
お 客 様 は 、 本 製品 を 用 法 に 従っ て 、 お 客 様 ご 自身 に 限り 使用 する こと が で きま す 。 

2. 複 写 ・ 改 変 の 制限 
本 製品 の 複写 に つい て は 、 マ ニュ アル に 規定 し て ある 条件 に 従う っ も の と し ます 。 複写 が 許可 され 
だ 場合 で も 、 複 写し た 製品 を 第 三 者 に 使用 させ は る こと は で きま せん 。 本 製品 の 内 容 全部 また は 一 
部 を 改造 する こと は で きま せん 。 

3. 製品 の 保証 
万 一 、 磁 気 媒体 の 不良 な どの 為 、 本 製品 が 購入 時 に 正常 に 動作 し な い 場 合 、 あ る い は 梱包 内 容 に 
不足 が あっ た だ 場合 は 購入 され だ 販売 店 に お 申し 出 く だ さい 。 無償 で 交換 いた し ます 。 

4. ア フタ ー サ ービス 
本 製品 の 運用 上 特に 注意 すべ き 問 題 が 生じ だ 場合 、 登 録 カー ド を ご 返送 いた だ いた お 客 様 に は そ 
の 旨 ご 通知 いた し ます 。 た だ し 、 こ の サー ビス は 本 製品 の 購入 日 より 1 年 以内 と させ て いた だ き 
ます 。 

5. 免責 
本 製品 に 関し て の 弊社 の 責任 は 、 前 記 「3. 製 品 の 保証 」 と 「4. ア フタ ー サ ービス 」 に 限り ます 。 お 
客 様 が 本 製品 を 運用 され た 結果 の 影響 に つい て は 、 弊 社 は 免責 と させ て いた だ きま す 。 

6. 修 理 交換 
本 製品 が 運用 上 支障 を きた す 状 態 に な つっ だ 場合 、 登 録 カ ー ド が 返送 され て いる 場合 は 修理 を 行い 
ます 。 故障 の 原因 が お 客 様 あ る い は お 客 様 側 の ハー ドウ ェ ア に ある 修理 作業 は 、 有償 と な り ま す 。 

7. バ パー ジョ ン ア ッ プ 交換 
本 製品 が バー ジョ ン ア ッ プ され た だ 場合 、 お 客 様 は 社 が 別途 定め る 料金 を 支払 うこ と に よっ て 本 
製品 の バー ジョ ン ア ッ プ 品 を 受取 り 、 使 用 する こと が で きま す 。 た だ し 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 交換 
は 、 登 録 カ ー ド を 返送 し た お 客 様 に 限ら れ ま す 。 

8. 契 約 の 成立 
本 契約 は 、 お 客 様 が 本 製品 を 受領 し た 日 か ら 成 立 し ます 。 

9. そ の 他 
本 製品 は 、 将来 予告 な し に 変更 され る こと が あり ます 。 そ の 他 、 別段 定め の な い 事 項 に つい て は 、 
著作 権 法 お よび 関連 法規 に 従う っ も の と し ます 。 
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商品 構成 に つい て 
MET's Filedriver 4 の バッ ケー ジ 内 容 は 以下 の 通り で す 。 
@ シ ステ ム デ ィ ス ク 
@ 操 作 マ ニュ アル 
人 @ 保 証 登録 カー ド 


商品 の 梱包 に 関し まし て は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 が 一 以上 の 内 容 に 不足 が あり まし 
た ら 、 下 記 ま で ご 連絡 下さ い 。 


帆 メ ッ ツ 大 阪 営業 所 サポ ー ト セン ター 
TEL O6 - 245 - 2089 


で MET 's Filedriver 4 と は 


MET's Filedriver 4 と は いま まで 当社 が 発売 し て きた 、 ハ ー ド ディ スク メニ ュー ユー テ 
イリ ティ の MET's Filedriver シ リー ズ の 後継 の ソフ ト で す 。 


今 まで 1 台 の ハー ド デ ィ スク で 1 つの アブ リケーション ソフ ト を 使う 場合 は 、 そ の アプ ブリ 
ケー ショ ン ソ フト が 持つ 環境 で 使用 すれ ば 問題 は あり ませ ん で し た 。 

と ころ が 最近 は 1 台 の ハー ド デ ィ スク で 、 複 数 の アプ リケーション ソフ ト を 使う こと が 多 
く な っ て きま し た 。 こ うな る と アプ リケーション ソフ ト の 互い の 環境 が ぶつ か ゆい 動作 し な く 
な る 場合 が 増え て きま す 。 

特に 日 本 語 入力 FEP の 場合 、 あ る 日 本 語 入力 FEP に 対応 し て いる アプ リケーション ソフ 
ト は いい の で す が 、 対応 し て いな い 場 合 「CONFIG.SYS」 を それ 用 に 書き 換え 、 リ セッ ト 
し て 立ち 上 げ る と いう 作業 が 必要 に な っ て きま す 。 

最近 の MS 一 DOS は 「ADDDRV」「DELDRV」 と いう コマ ンド を 用 いて 
の 切り 換え 作業 が 可能 で す が 、 定 義 フ ァイル の 作成 な どか な り の 技術 を 要 し ます 。 

いずれ の 作業 も や さ し い と は 言い 難い も の が あり ます 。 

この 様 な 作業 を 代行 する の が MET's Filedriver 4 で す 。 

MET's Filedriver 4 の MET's Filedriver 4 は この 様 な 作業 を 極力 避け 、 複 数 の アプ リ 
ケー ショ ン ソ フト や 日 本 語 入 力 FEP、 その他 の デバ イス ドラ イ バ ー を 混在 し 使用 する 事 が 可 
能 で す 。 


代 MET s Filedriver 3 か ら 、MET's Filedriver 4 へ の 
変更 点 


いさ 


この MET's Filedriver 4 は 、 弊社 が 平成 3 年 1 1 月 に 発売 し た 、MET's Filedriver 3 の 後 
に 当たる バー ジョ ン で す 。 
以下 は 、MET's Filedriver 3 か ら 、MET's Filedriver 4 へ の 変更 点 で す 。 


議 


@@ 日 本 語 入力 FEP、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト が 使用 し た EMS 領 域 の 開放 
MET's Filedriver 3 まで は 、 日 本 語 入力 FEP、 アプ リケーション ソフ ト が 使用 し た EMS 
領域 を 終了 時 に は 開放 し ませ ん で し た 。 
MET's Filedriver 4 で は 、 こ れ を 開放 する よう に し まし た 。 


@ 各 ファ イラ ー ご と の ヘル プ 表 示 機 能 

日 本 語 入力 FEP、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の ファ イラ ー に 、 そ れ ぞ れ の ヘル プ 表 示 機 能 
を も うけ まし た 。 

これ は 、 日 本 語 入 力 FEP や アプ リケーション ソフ ト 固 有 の 注意 事項 を 表示 する 機能 で 、 
MET's Filedriver 3 で も 、 一 部 の ファ イラ ー で は 存在 し て いま し た が 、 イ ンス トー ル 終 
了 直 後 し か 表示 で きず 、 不 便 で し た の で 、 機 能 の 1 つと し まし た 。 

これ に より 、 イ ンス トー ル を 実行 は ば ず 、 事 前 に 目的 の ファ イラ ー の 注意 事項 を 参照 する 
こと が で きま す 。 


価 MSーDOS Ver5.0 へ の 対応 
MET's Filedriver 3 まで は MS- DOS Ver5.0 に は 未 対 応 で 、 無理 に 動作 させ た だ 場合 、 ア 
プリ ケー ショ ン 起 動 時 に 暴走 し て し まい まし た 。 
MET's Filedriver 4 で は 、 日 本 電気 株 式 会 社 と エプソン 販売 株 式 会 社 の MS - DOS 
Ver5.0 に 対応 し て いま す 。 
た だ し 、DOS シェ ル (ドス シェ ル ) か ら の MET's Filedriver 4 の 起動 と 、MET's 
Filedriver 4 か ら の DOS シェ ル 起 動 は 出来 ませ ん 。 
また 、MET's Filedriver 4 で は 、MS - DOS Ver5.0 の SETVER.EXE の 使用 は で き 
ませ ん 。 
MS- DOS Ver5.0 を 正式 に サポ ー ト し て いな い 日 本 語 入 力 FEP、 ア プリ ケー ショ ン ソ 
フ ト を 、MET's Filedriver 4 か ら 起 動 さ せ て も 動作 は 保証 し ませ ん 。 
「MS - DOS Ver5.0 へ の 対応 」 と いう の は 、MET's Filedriver 4 の シス テム が 、MS 
ーDOS Ver5.0 へ 対応 し た 、 と いう 意味 で す 。 
各 日 本 語 入力 FEP、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の MS- DOS Ver5.0 へ の 対応 確認 は 、 そ 
れ ぞ れ の メー カー 様 に お 問い 合せ 下さ い 。 


⑱ ス ケ ジ ュ ー ラ の 搭載 
198O 年 1 月 1 日 か ら 、2079 年 12 月 31 日 の 範囲 で 10OO 件 の 登録 が で きま す 。 


久 力 レン ダー の 搭載 
198O 年 1 月 1 日 か ら 、2079 年 12 月 31 日 まで の カレ ンダ ー を 搭載 し まし た 。 
また 、 お 客 様 サ イド で の 休日 設定 に も 対応 し て いま す 。 


信 実 行 情 報 フ ァイル 、SETUP.BAT を MFD.BAT に 変更 
MET's Filedriver シ リー ズ は 、 アプ リケーション ソフ ト 起 動 時 に 、 SETUP.BAT と いう 
ファ イル を 使用 し 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 起動 させ ます が 、 同 じ デ ィ レ クト リ に 、 
SETUP.COM、SETUP.EXE が 存在 し た 場合 、 そ らら を 起動 し て いま し た 。 
MET's Filedriver 4 で は 、 起動 ファ イル 名 を MFD.BAT に 変更 し 、 この 症状 を 解消 し 
まし た 。 
また 、MET's Filedriver シ リー ズ か ら 、MET's Filedriver 4 に 変更 し た 場合 、 SETUP. 
BAT は 、MET's Filedriver 4 か ら 、 そ の アプ リケーション ソフ ト を 1 回 起動 する こと 
で 、MFD.BAT に リネ ー ム され ます 。 


人 @ CRT 保護 機能 
MFD4 で は 、 1 分 か ら 6O 分 の 範囲 内 で 設定 で きる 、CRT 保護 機能 を 搭載 し て いま す 
設定 し た 時 間 が 過ぎ る と 、 画 面 が 消え 、 右 上 に 時 計 の み が 表 示さ れ ま す 。 


@ | ペー ジ 当 り の メニ ュー 数 の 増加 
MET's Filedriver 3 まで は 、1 ベー ジ 当 り 8 個 の メニ ュー タイ トル し か 、 登 録 で きま せ 
ん で し た が 、MET's Filedriver 4 で は 、1O 個 の メニ ュー タイ トル が 登録 で きま す 。 
従来 の MET's Filedriver シ リー ズ で 構築 され た メニ ュー は 、MET's Filedriver 4 起動 
時 に 自動 的 に コン バー ト さ れ ま す 。 
た だ し 、 い っ た ん MET's Filedriver 4 仕様 の メニ ュー に 変っ た メニ ュー デー タ は 、 以 
前 の MET's Filedriver シ リー ズ で の 使用 は で きま せん 。 


借 日 本 語 入力 FEP 自動 登録 時 の 、EMS 登録 の 廃止 
MET's Filedriver 3 で は 、 日 本 語 入 力 FEP 自 動 登録 時 、EMS ドラ イ バ の み を 登録 し て 
きま し た が 、MET's Filedriver 4 で は 、 こ れ を 廃止 し まし た 。 


廃止 の 理由 は 、 い まま で の 方 法 で は EMS ドラ イ バ 、 そ れ も ハ ー ド ウェ ア EMS 対 応 の ド 
ライ バ し か が 登録 で きず 、 多 種 多 様 に ひつ て きた 、 メ モリ 環境 の 設定 に 対応 で き な く な っ 
た 為 で す 。 

また 、MET's Filedriver 4 で は 、 日 本 語 入力 FEP な ど が 使用 し た EMS 領 域 を 開放 す 
る よう に し まし た の で 、 メ モリ 環境 の 設定 は 、 各 メモ リド ライ バ の 取り 扱い 説明 書 に し 
だ た が っ て 、 ル ー ト ディ レク トリ の 、CONFIG.SYS に 記述 する よう に し て 下さ い 。 

た だ し 、 こ こ で 日 本 語 入力 FEP を 設定 し 、 な お か つ MET's Filedriver 4 の 標準 使用 
FEP を 設定 し た 場合 、 日 本 語 入 力 FEP の 2 重 起 動 と な り ま す の で 、 ご 注意 下さ い 。 


代 日 本 語 入力 FEP、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 自動 登録 時 の 、 デ ィ レ クト リ 階 層 の 変更 
MET's Filedriver 3 まで は 、 日 本 語 入力 FEP と アプ リケーション ソフ ト を 自動 登録 し た 
場合 、 サ ブ デ ィ レ クト リ \MFD の 下 に 階層 を 作成 し 、 必要 ファ イル を コピ ー し て いま し 
だ 
し か し 、 階 層 が わか り に くい ケー ス が あり 、 こ れ を 変更 し 、 全 て ルー トディ レク トリ の 
直下 に ディ レク トリ を 作成 し 、 必 要 フ ァイル を コピ ー す る よう に 変更 し まし た 。 

し た が っ て 、 従来 の MET's Filedriver シ リー ズ の よう に 、 サブ ディ レク トリ \ 半 MFD の 下 
に アプ リケーション ソフ ト の サブ ディ レク トリ を 作成 する こと は あり ませ ん 。 

た だ し 、 以 前 の MET's Filedriver シ リー ズ で 、 構 築 さ れ た ディ レク トリ 構造 は その まま 
と な り ま す 。 


@ イ ンス トー ル 時 の 、 単 一 デイ レク トリ 構造 の 廃止 
MET's Filedriver 3 で は 、 イ ンス トー ル 時 「 プ ND」 を 入力 する こと に より 、 ア プリ ケー 
ショ ン フ ァ イ ラ ー を ジャ ン ル 分 け せ すず 、 すべ て サブ ディ レク トリ \MFD\ HCA 内 に イ 
ンス トー ル し て いま し た が 、 分 り に くい 為 、 こ れ を 廃止 し 、 ジ ャ ン ル 分 け の み と し まし 
法 


人 @ 使 用 可能 な 機器 構成 


朝 パ ソコ ン に つい で 
MET's Filedriver 4 は 以下 の コン ピュ ー タ で 動作 し ます 


5 ら イ ンチ 2HD 内 蔵 型 

PC 一 98O1VX、PC - 98O1 RX、PC - 98O1 RA、PC - 980O1 RS 
PC 98O1VM1 1 、PC 一 98O1VM21、PC - 980O1 DA、 

PCー 9801DS、PC 一 98O1 DX、PC - 98O1FA、PC - 9801 FS 
PC 一 98O1 FX 


3.5 イ ンチ 2HD 内 蔵 型 

PC 98O1EX、PC 98O1 ES、PC-ー98O1LX、PC - 98O1LS 
PC 98O1UR、PC 一 98O1 UF、PC - 98O1T、PC - 98O1UV ソ 21 、 
PC 98O1UV1 1 、PC 一 98O1UX、PC 一 98O1US 

PC 98O1CV、PC - 98O1 DA プ U、PC - 98O1DS プ U 

PC 98O1DXU、PC - 98O1CS、PC 一 98O1FA プ U、 

PC 一 98O1 FS プ U、PC 一 98O1 FXU 

PC 98O1N、PC 一 98O1NS、PC - 98O1 NSE、PC - 98O1NC 
PC 98O1NV、PC - 98O1NS プ T、PC - 98O1NL 

PC- 98O1NS プ L 


お よび 上 記 コ ンピュータ の 互換 機 。 
注 ) 現在 の 互換 機 は 完全 互換 で は あり ませ ん 。 
この 為 、 そ の 部 分 に お ける 動作 は 保証 で きま せん の で ご 注意 下さ い 。 


条件 付 動作 可能 コン ビュ ー タ 

PC 一 98O1VM2、PC 一 98O1VF、PC 一 98XL、 
PC - 98RL 、 

PC- H98 シ リー ズ 


注 1) MET's Filedriver 4 は 、 シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ フロ ッ ピ ー と し て 、 
2HD を 使用 し ます 。 
し た が いま し て PC-ー98O1VF の 場合 、 内 蔵 の フロ ッ ビ ピー ディ スク ユニ ッ ト で シス 
テム ディ スク の バッ クア ッ プ を 行なう こと は で きま せん 。 
外部 に 2HD の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 し て お 使い 下さ い 。 


注 2) PC じ ー98O1VM、PC 一 98O1VF、 メ イン メモ リ が 64OKB まで 搭載 され て い 
ませ ん 。 
メイ ン メ モリ を 64OKB まで 増設 され て か ら ご 使用 下さ い 。 
また 、 上 記 機 種 で MET's Filedriver 4 を ご 使用 に な る 場合 、16 色 ボー ド が 必要 と 
な り ま す 。 


注 3) PC - 98XL、PC- 98RL、PC 一 H98 シリ ー ズ の ハイ レゾ リュ ーション モー ド 
に は 対応 し て いま せん 。 ノ フー マル モー ド で ご 使用 下さ い 。 


@ 動 作 不可 能 コ ンピュータ 
PC- 98O1、PCー9801U、PC 一 98LT、PCー 98HA 
PC 一 98XA、PCー 98O1E、PC 一 98O1F、PC - 98O1 UV2 


@ ス イン メモ リ に つい て 


MET's Filedriver 4 を 動作 させ る た め に は 、64OKB 以上 の メイ ン メ モリ が 必要 で す 。 


但 MSー DOS に つい て 


MET's Filedriver 4 は 、MS 一 DOS Ver3.1 か ら 、 Ver5.0 ま で の OS の 下 で 動作 し ます 。 
た だ し 、Ver5.0 の タス クス ワッ ゴブ プ 機 能 、DOS シェ ル に は 対応 し て いま せん 。 


また 、MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク に は 、MS 一 DOS の シス テム は 含ま れ て 
いま せん 。 ご 了承 下さ い 。 


@ ハ ー ド ディ スク に つい て 


MET's Filedriver 4 は 、 以 下 の ハ ー ド ディ スク を サポ ボ ポー ト し て いま す 。 
また 、MET's Filedriver 4 は ハー ド デ ィ スク 専用 の メニ ュー ソフ ト で す 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で の 使用 は で きま せん 。 
・ PCー98O1 一 27 互換 ハー ド デ ィ スク (SAS1 型 ) 
・PC- 98O1 55 グ 55L 互換 ハー ド デ ィ スク (SCST1 型 ) 
・ PC-98O1 一 FAO2 (SCS1 型 ) 
その ハー ド デ ィ スク の オリ ジ ナ ル の フォ ー マ ッ トコ ユー ティ リティ を 使用 する 場合 、 対 応 で 
き な い 場合 が あり ます 。 
ご 使用 に な つて いる ハー ド デ ィ スク が 互換 機 か どう か は 、 ハ ー ド ディ スク を お 買い 求め に 
な っ だ 販売 店 様 か 、 そ の ハー ド デ ィ スク メー カー 様 に お 問い 合せ 下さ い 。 


念 改造 され た コン ビュ ー タ で の 動作 に つい て 


この MET's Filedriver 4 を 改造 され た コン ピュ ー タ で 動作 させ 、 な ん ら か の 支障 が 発生 
し て も 、 弊 社 は いつ さい サポ ー ト を 行い ませ ん 。 

この 場合 の 改造 と は 、 コ ン ビ ュー タ 本 体 に 添付 され て いる 保証 書 の メー カー 規定 に 準拠 し 
ます 。 

し た が っ て 、 コ ンピュータ 本 体 の CPU を 、 メ ー カ ー 工 場 出 荷 時 以外 の 、 互 換 CPU に 交換 
し 、 な ん ら か の 動作 異常 が 発生 し て も 、 そ れ は 保証 書 の メー カー 規定 を 無視 し 、 改 造作 業 
行っ た お 客 様 の 責任 で す 。 

また 、 改 造 業者 、 購 入 店 で 保証 、 改 造 行為 を 行っ た ケー ス も 、 こ れ に 相当 し ます 。 

だ た だ し 、 コ ンピュータ を 出荷 し て いる メー カ が 正式 に 、 オ プシ ョ ン 、 グ レー ドア ッ プ と し 
て サポ ー ト する ケー ス は 除き ます 。 

ご 了承 下さ い 。 


@LAN (ロー カル ・ エ リア ・ ネ ットワーク ) に つい て 


MET's Filedriver 4 は 、 各 社 、 各 種 の LAN に は 対応 し て いま せん 。 
ご 了承 下さ い 。 


@ け ボー ト に つい て 


操作 し て いく 上 で 問題 点 が 生じ た 場合 は 、 以下 の 点 に つい て 、 弊社 ユー ザ サ ボー ト セ ンタ ー 
に ご 連絡 下さ い 。 


MET's Filedriver 4 の 登録 番号 (フロッピ ビー ラベ ル に 記載 ) 

ご 使用 の つの コンビ ュー タ の メー カ と 、 そ の 型番 

ご 使用 の つの ハードディスク の メー カ と その 型番 、 容 量 、 分 割 フ ォ ー マ ッ ト か 、 単 
ーー フォー マット か 、SAS1 形式 が か SCSI 形式 か 

ハー ド デ ィ スク の イン ター フェ イス 以外 に 、 コ ン ビ ュー タ に 接続 され て いる 、 
イン ター フェ イス ボー ド の メー カ 名 、 型 版 

ご 使用 の MS - DOS の 製品 型番 と バー ジョ ン 

MET's Filedriver 4 を イン スト ー ル し た ドラ イブ ゴブ 番号 

MET's Filedriver 4 を 立ち 上 げた ドラ イブ の 、「CONFIG.SYS」 の 設定 内 容 
MET's Filedriver 4 を 立ち 上 げた ドラ イブ の 、「AUTOEXEC.BAT」 の 内 容 
障害 が 発生 し た 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 製品 名 、 バ ー ジ ョ ン 、 名 称 
障害 が 発生 し た 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト に 割り 当て られ た だ 、 日 本 語 入 力 FE ロ 
の 製品 名 、 バ ー ジ ョ ン 

どの 様 な 状態 で 

どの 様 な 症状 が 生じ 

画面 上 の どこ に 

どう いつ だ た メッ セー ジ が 表示 され る の か 


ロ 


お 問い 合せ の 際 は お 手数 で す が 以 下 の 事 項 を お 守り 下さ い 。 


人 @ 当 社 の 他 の 商品 と 混同 する 場合 が ご ざい ます の で 、 正 確 に MET's Filedriver 4 の コー ザ 
で ある こと を お 知ら せ 下 さい 。 

信正 規 コ ユー ザ の 確認 に ご 協力 下さ い 。 
お 名 前 や 、 登 録 番号 を 確認 さば て いた だ け な い 場合 は け サポー ト 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ を お 断 
りす る 場合 が あり ます 。 
ご 連絡 は お 電話 ・ お 手紙 ・ FAX 等 で お 問い 合せ 下さ い 。 

僅 で きる か ぎり 、 症 状 を 要約 し 的 確 に お 伝え 下さ い 。 
いま まで の ケー ス で は 「 動 作 し な い 」、「 動 か な い 」 等 それ だ け の お 問い 合せ が 多く 、 状 況 
が 把握 で き な い こと が あり まし た 。 


この 為 、 お 手数 で す が 上 記 の 項目 に し た が っ て 、 お 客 様 の 動作 環境 を 含ん だ 症状 を 、 的 確 
に お 知ら せ 下 さい 。 


な お 、 ユ ー ザ サポ ー ト は 、 保 証 登録 カー ド を ご 返送 され て いる 方 を 、 対 象 と させ て いた だ 
Em た AREA スス ラー EPS 


また 、 保 証 登録 カー ド に は 必ず 登録 番号 を 記載 し て 下さ い 。 
登録 番号 は フロ ッ ピ ー ラ ベル に 記載 され て いま す 。 ca 
. そ の 登録 番号 が 、 その まま お 客 様 の 登録 番号 に な り ま す の で 、 還 


な お 、 弊 社 の ユー ザ 登 録 シ ステ ム で は お 客 様 に 対し 、 ユ ー ザ 登録 が 終了 し た 旨 の 報告 は お 
送り 致し て お り ま せん が 、 ユ ー ザ 登録 が 完了 し た お 客 様 に 対し て は 、 平均 し て 年 2 回 ほど 
「MET's PRESS」 と いう 、 弊 社 の 会 報 紙 を お 送り 致し て お り ま す 。 


この 会 報 紙 で は 、 弊 社 商品 の バー ジョ ン ア ッ プ や 、 新 商品 の ご 案内 を お 知ら せ 致し て お り 
ます 。 

ユー ザ 登 録 葉書 を 弊社 に 送付 され て も 、「MET's PRESS」 が お 手もと に 届か な い 場 合 は 、 お 
手数 で す が 弊 社 まで ご 一 報 下 さい 。 


また 、 出 張 、 ご 来 社 い た だ いて の サポ ー ト は 行っ て お り ま せん 。 


ご 了承 下さ い 。 
ユー ザ サ ポー ト ご 連絡 先 
@ け ボー ト セ ンタ ー 


株 式 会 社 メッ ツ 大 阪 営業 所 
〒541 大 阪 市 中 央 区 北 久宝寺 町 4ー3ー5 
本 町 サミ ッ ト ピ ル 4F 


TEL O6 一 45 - 2089 
FAX O6 - 245 - 846O 


@ お 問い 合せ 時 間 
月 曜日 一 金曜 日 AM1O : OO 一 PM12 : OO 
PM 2:O0 一 PM 5: OO 


土曜 日 ・ 日 曜日 ・ 祝 祭日 ・ 夏 期 休暇 ・ 年 末年 始 ・ 社 内 行事 ・ フ ェ ア 開 催 時 等 は お 休み させ 
て いた だ きま す 。 


第 1 財 は じ め に 


MET's Filedriver 4 を 使用 する 前 に 、MS - DOS の 簡単 な ファ イル 管理 の 考え 方 や 、 
ハー ド デ ィ スク を より 効率 的 に 使う た め の 考 え 方 を 解説 し て いき ます 。 

初め て ハー ド デ ィ スク を ご 使用 に な る 方 に も 、 ご 理解 いた だ ける よう に で きる 限り 、 や さ 
し く 解 説 し て いま す 。 

初め て の 方 は この 章 か ら お 読み 下さ い 。 

ハー ド デ ィ スク の 使い 方 に 自身 の ある 方 は 読み 飛ば し て 下さ い 。 


7.7 ノ ハハ リー だ ディ ズン を 奇 効 浅 起す ある だ め に だ 


初め て コン ビュ ー タ を 扱わ れる 方 も 最近 は ハー ド デ ィ スク を 購入 され る 方 も 多い と 
思い ます 。 ここ で あら た だ ため て ハー ド デ ィ スク は どう いう も の が を 定義 し て み ま し よう 。 


フロ ッ ピ ビー ディスク に 比べ 、 耐久 製 に すぐ れ 、 大 容量 の デー タ が 高速 で 読み 書き で きる 。 


上 記 の 内 容 を 満た し て いる 物 は ほぼ 、 ハ ー ド ディ スク と 呼ば れ て いま す 。 

例外 と し て は 、 最 近 低 価格 に な っ て きた 、 光 磁気 ディス ク 、 シ リコ ン デ ィ ス ク な ど が 上 げ 
られ ます が 、 大 多数 の 方 は ハー ド デ ィ スク の 持つ 大 容量 と 高速 性 、 容 量 に 対す る コス トバ フ 
オー マン ス に 惹か れ た の で は な いで し よう か が 。 

大 容量 と 高速 性 、 容 量 に 対す る コス トバ パフォーマ ンス は 、 ハ ー ド ディ スク の 持つ 命題 で あ 
り 、 各 メー カ は 、 開 発 努 力 を 行なっ つて いる 部 分 で も あり ます 。 


と ころ で 、 最 近 の ハー ド デ ィ スク は 、PC - 98OO シ リー ズ の 初期 か ら サ ポー ト さ れ て い 
た SAS1 規 格 より 、 高 性 能 で 大 容量 化 が 可能 な SCS1 規 格 に 比重 が うつ り 、 SAS1I 規 格 の ハー 
ド デ ィ スク は 、 ノ ー ト バ ソ コン 用 な ど を 除い て は 、 販 売店 の 店 頭 で は 、 ほ と ん ど 見 か け な く 
な く な っ て し まい まし た 。 


これ は ハー ド デ ィ スク で 多数 の アプ リケーション ソフ ト を 使う 方 に は 福音 で す が 、 何 に も 
計画 も な し に ハー ド デ ィ スク を 使う と 、 必 ず ど こ か で つま ずい て し まい ます 。 

特に 、 何 も や 考え な し に 、 ハー ド デ ィ スク に アプ リケーション ソフ ト を イン スト ー ル し て 、 管 
理 す る と 、 正 常に 動作 し な いな どの 問題 が 出 て くる で し よう 。 


この よう な こと に 陥ら な い 為 に も 、 ハ ー ド ディ スク を 含め た 環境 を ご 使用 され る に あたっ 
て 、 次 の 点 に ご 注意 下さ い 。 


1. ご 使用 に な る ハー ド デ ィ スク で 、 動 作 が 保証 され て いる アプ リケーション ソフ ト を 使 
いま し よう 。 


た と えば 、 一 太郎 Veir3 な ど に バン ドリ ング され て いる 、ATOK6 な ど は 、10OMB 以 
上 の 領域 が 確保 され た SCS1I 規 格 の ハー ド デ ィ スク 、 また は 4OMB 以 上 の ノー トバ パソ 


コン 用 の ハー ド デ ィ スク に は 対応 し て いま せん 。 
また 、 出荷 時 期 が か な り 前 の アプ リケーション ソフ ト は 、 OS を 含め た 、 最新 の 環境 に 
は 対応 し て いな いと 考え て 下さ い 。 


2. どの 様 な アブ リケーション ソフ ト を どの よう な 環境 で 使用 する の か を 、 そ の ハー ド デ 
ィ ス ク を 使わ れる か だ が 事前 に 計画 を た て まし よう 。 


3. で きる 限り 、 階 層 デ ィ レ クト リ で アプ リケーション ソフ ト を 管理 し まし ょ う 。 
4、 デー タ は で きる 限り 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 別に わけ て 管理 し まし よう 。 


5. 重要 な デー タ は 作業 が 終了 し た ら 、 必 ず バ ッ ク ア ッ プ を 取る よう に 心掛け まし よう 。 
ハー ド デ ィ スク は 絶対 で は あり ませ ん 。 い つか 必ず 壊れ ます 。 


6. コン ピュ ー タ ・ ウ イル ス に は 常に 細心 の 注意 を 払 つ て 下さ い 
最近 、PC - 98O1 で 動作 する コン ピュ ー タ ・ ウ イル ス の 被害 が 増加 し て いま す 。 
出来 る こと な ら ば 、 最 新 の ワク チン ソフ ト を 常に 使用 で きる 状態 に し て 下さ い 。 


この よう な 計画 を た て な が ら 、 ハ ー ド ディ スク を 活用 する と より 有効 に 利用 で きる こと で 
し よう 。 

次 の 項 で は ハー ド デ ィ スク を 有効 に 活用 する 方 法 と し て 、 随 層 ディ レク トリ の 概念 に つい 
て 説明 いた し ます 。 


7. グ 族 太 ディ レク ム ソ の 考 そ 方 


フロ ッ ピ ビー ディス ク で 作業 を 行なっ て いた と き 、 あ まり 気 に か け な か つた の が ファ イル の 
保管 場所 で す 。 フ ロッ ビー ディ スク の 1 .2MB の 大 き さ で す と 、 た だ 単に フロ ッ ビ ピー ディ スク 
に 登録 し て いく だ け で 大 丈夫 で し た が 、 ハ ー ド ディ スク の 場合 、 自 分 が 使用 し た い フ ァイル 
が どこ に 存在 する の か が 、 わ か ら な く な る 場合 が あり ます 。 

そこ で 登場 する の が 階層 ディ レク トリ の 考え 方 で す 。 

日 本 の 住所 を 思い 浮 べ て 下さ い 。 

まず 最初 に 、 都 道府県 名 、 次 が 市 また は 郡 名 、 そ し て 町 、 区 名 と な っ て いま す 。 

東京 都 の 場合 ま 例 に 上 げ て み ま し よう 。 

東京 都 と いう ハー ド デ ィ スク が 存在 し て いる と し ます 。 こ の 中 に 「 深 沢 」 と いう ファ イル 
が あり ます が 、 こ れ は どこ 存在 し て いる で し ょ よう ? 何 区 か 何 市 か も わか ら な けれ ば 、「 東 京 の 
深沢 」 だ け で は お 手 上 げ で す 。 

この 時 、 そ の 町 名 の 所 が 何 区 な の か わか れ ば 、 あ る 程度 の 目安 が た ち ま す 。 住所 と 同様 に 
区 分 けし て 管理 し な けれ ば 、 同 じ 町 名 が ある 場合 に 困る 場合 が で て きま す 。 

この よう に 、 そ れ ぞ れ を 区 分 けし て 管理 する こと を 、 階 層 デ ィ レ クト リ と いい ます 。 


区 名 町 名 
ルー エド サブ ファ イル 
東京 都 ーー rー ニ ーー モモ 代 還 区 。 pc 赤坂 

ed: こく 六本木 
トーー で や 洪 谷 区 ト 麻布 十 番 
ーー 世田谷 区 

トーーー テ ーー 新 


宿 区 = 
トーーー 中 野 区 南青山 


上 記 の 例 で は 「 東 京都 」 に あたる 一 番 最初 の 階層 を 「 ル ー ト ディ レク トリ 」 と 呼び ます 。 通 
常 は 「\\」 で 表 さ れ ま す 。 

ルー トディ レク トリ に 対し て その 1 つ 下 の 階層 の ディ レク トリ を 「 サ ブ デ ィ レ クト リ 」 と 
呼び ます 。 上 記 の 例 で は 「 区 」 に 相当 し ます 。 サ ブ デ ィ レ クト リ の 階層 下 に も ディ レク トリ 
を 設け る こと も 可能 で す 。 た だ し 、MS - DOS の 制限 上 、 ルー トディ レク トリ か ら 数 えて バ 
ス 名 が 64 文字 を 越え る ディ レク トリ は 作成 で きま せん 。 

サブ ディ レク トリ の 下 に は 「 フ ァイル 」 が あり ます 。 
プロ グラ ム の 最低 単位 を 「 フ ァイル 」 と 言い ます 。 上 記 の 例 で は 「 町 」 に あたり ます 。 

この よう に 、 一 見 と っ つき に くい 階層 ディ レク トリ の 考え 方 も 、 身 近 な も の に 置き 換え る 
と 、 多 少 は 理解 し や すく な っ つて くる で し よう 。 


7.9 ノ ソス 考 と カレ ルン バム ディレク た ゲ 


ハー ド デ ィ スク 内 の ファ イル が どん な に 多く て も 、 系 統 立て て 区 分 け す れ ば 、 ど の ファ イ 
ル が 何処 に ある か を 認識 する こと は 、 さ ほど 難し く な いこ と は 先ほど 述べ まし た 。 

「 六 本 木 」 と いう ファ イル 正式 に は 「 東 京都 港 区 六本木 」 と 呼び ます 。 こ の よう な 呼び 方 
を 「 バ ス 名 」 と いい ます 。 (ルー トディ レク トリ 東京 の サブ ディ レク トリ で ある 港 区 に ある 六 
本 木 と いう ファ イル ) 

ディ レク トリ の 区 切り を \ 半 マー ク で 表し ます の で 、 


「 東 京都 港 区 六本木 」 
! 
「 東 京都 \\ 港 区 半 六 本 木 」 


表記 する 場合 は 上 記 の 様 に な り ま す 。 


この よう に バス 名 を 指定 すれ ば 、 ど の サブ ディ レク トリ に ある ファ イル も 開く こと が 可能 
GRGo 

た だ 、 い ちい ち 「 東 京都 \ 港 区 \\ 六 本 木 」 と し て いて は 面倒 で す 。 

も し 、 貴 方 が 「 港 区 」 に いて 道 を た ず ね る と き 、「 東 京都 港 区 六本木 は どこ で すか ? 」 と い 
う よ う な 聞き 方 は され な いと 思い ます 。 普 通 「 六 本 木 は どこ で すか ? 」 と 聞く で し よう 。 

階層 ディ レク トリ の 考え 方 そ 同 様 で 、 今 い る ディ レク トリ (ルー ト か サブ ) が わか れ ば 、 そ 
の 中 の ファ イル は バス 名 を 付け な く て も いい こと に な り ま す 。 

この よう な 今 い る ディ レク トリ の 事 を 「 カ レン トディ レク トリ 」 と 呼び ます 。 

た だ し 、 カ レン トディ レク トリ 以外 の サブ ディ レク トリ に 対し て は バス を 指定 し な けれ ば 
な り ま せん 。 


7. プ ノノ ハー が ディ スク 人 奄 契 た の 法 意 


ハー ド デ ィ スク は 、 最低 で も フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 約 10 倍 か ら 20 倍 の 容量 が あり ます 。 
これ は 、 そ れ だ け 多 く の デ ー タ を 一 度 に 扱え る 、 と いう メリ ッ ト と と も に 、 万 が 一 障害 が 発 
生 し た と き 、 そ れ は デー タ 容 量 に 比例 し て 大 きい も の に な る と いう 、 デ メリ ッ ト を 合せ 持っ 
て いま す 。 

フロ ッ ビ ピー ディ スク が 、 デ リ ケ ー ト な 記憶 媒体 で の る こと は ご 存じ だ と 思い ます が 、 ハ ー 
ド デ ィ スク は 、 フ ロッ ピー ディ スク 並み に デリ ケー ト な も の で す 。 

以下 は で きる 限り 避け て いた だ きた い 条 項 で す 。 


ハー ド デ ィ スク に アク セス し て いる 状態 、 ま た は アク セス ラン ブ か 点灯 し て いる 時 は 、 
電源 を 切ら な い 。 


@ 不 安定 な 箇所 に は 設置 し な い 。 
念 極端 に 粉塵 の 多い 場所 で の 使用 は 避け る 。 
@⑱ ハ ー ド ディ スク の 上 に 、 花 瓶 や コッ プ な ど を 置か な い 。 
念 調 子 が 悪い か ら と いつ て 、 ハ ー ド ディ スク を だ た だ た か ない 。 
上 記 の 事 は で きる 限り 避け て 下さ い 。 
また 、 ハ ー ド ディ スク の 機種 に よっ て は 、 マ ニュ アル に 使用 上 の 制限 事項 が 記載 され て い 
る 場合 が あり ます の で 、 そ ちら も ご 一 読 下さ い 。 
MET's Filedriver 4 は ディ スク アク セス 以外 は 、 ハ ー ド ディ スク の ヘッ ド を セー フ テ ィ 
ゾー ン に 退避 させる 、 オ ー ト シッ ピン グ 機 構 を 持っ てい ます 。 
この 為 、 突 然 の 事故 か ら ハ ー ド ディ スク を 守る よう に な っ て いま す 。 
も っ と 、 最近 の 新型 ハー ド デ ィ スク は 、 ほ どん どの 機種 に お いて この 機能 を 持つ て いま す 。 


だ た だ 、 危険 防止 の 意味 か ら も コン ピュ ー タ の 電源 を 切る 際 は 、 必ず [STOPI キ ー を お し て か 
ら 、 電 源 を 切る よう に し て 下さ い 。 


以下 の 手順 で 終了 作業 を 行なっ つて 下さ い 。 
①MET's Filedriver 4 を 終了 させ る 。 
②@ キ ー ボ ー ド の [STOP| キ ー を 押す 。 


ハー ド デ ィ スク の 電源 を 切る 。 
この 時 、 内 蔵 型 の ハー ド デ ィ スク を ご 使用 の か た は 次 に 進ん で 下さ い 。 


コン ビュ ー タ 本 体 の 電源 を 切る 。 


一 度 の 過ち が 、 取 返し の つか な いこ と に な ら な いよ う 、 注 意 し て 下さ い 。 
また 、 重 要 な デー タ は で きる 限り こま め に 、 ハ ー ド ディ スク バッ クア ッ ブ ユー ティ リティ 
で 、 バ ッ ク ア ッ プ を 取る よう に 心掛け て 下さ い 。 


第 2 章 MET's Filedriver 4 の 導入 の 前 に 


ここ で は MET's Filedriver 4 を ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル する 前 に 
行 な つ て お か な けれ ば な ら な い 事 柄 を 説明 し ます 。 


. 7 MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク の バックアップ 


MET's Filedriver 4 の プロ グラ ム が 収め られ て いる フロ ッ ビ ピー ディ スク は 、 世 の 中 に 存 
在 する 磁気 記憶 媒体 の 中 で 、 脆 弱 な 部 類 に 入り ます 。 

この 為 、 万 が 一 に 備え て 以下 の 手順 で 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ ディ スク を 作成 
し て 下さ い 。 

MET's Filedriver 4 は プロ テク ト は 掛け て いま せん 。 


信用 意 す る も の 
MET's Filedriver 4 シス テム ディ スク 
中 に 何 も 入 つっ て いな い フ ロッ ピー ディ スク 


以下 の 説明 で は ハー ド デ ィ スク か ら MS - DOS を 起動 し 、 ハー ド デ ィ スク が A、 フ ロッ 
ビ ピー ドラ イブ が B、C と 仮定 し て 説明 し て いま す 。 


① ハ ー ド ディ スク か ら MS - DOS を 起動 し 、A > の 状態 に し て 下さ い 。 


②A> に な り ま し た ら 、B ドラ イブ に MET's Filedriver 4 の システム ディ スク を 挿入 し て 
下さ い 。 


③ シ ステ ム デ ィ ス ク を 挿入 し まし た ら 、 昌 : と 入力 し 回 キー を 押し て 下さ い 。 


@ 画 面 が B > に な り ま し た ら 、C ドラ イブ に 何 も 入 つて いな い 、 フ ロッ ビー ディ スク を 挿入 
し て 下さ い 。 


⑤C ド ライ ブ に ディ スク を 挿入 し まし た ら 、 以 下 の コ マン ド を 入力 し て 、 回 キー を 押し て 下 
さい 。 
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⑥ 以 下 の 様 な 画面 が 表示 され ます 。 
MET's File Driver IV 
シス テム ディ スク ・ バ バックアップ ・ バ バックアップ ユー ティ リティ 


MET's File Driver IV の 
シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ を 実行 し ます 
B: ド ライ ブ に MET's File Driver IV の シス テム ディ スク を 、 
C: ドラ イブ に 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 挿入 し て 下さ い 
中 止 する 時 は 、STOP*- か 、CTRL キ - を 押し な が ら C キ - を 押し て 下さ い 
準備 が で きた ら ど れ か キー を 押し て くだ さい . 


⑥ 前 記 の 画面 が 表示 され まし た ら 、 フ ロッ ピー ディ スク を 確認 し た 上 で 、 何 か 適当 な キー を 
押し て 下さ い 。 
次 の 画面 が 表示 され ます 。 


MET's File Driver IV シス テム ディ スク バッ クア ッ プ 中 1! 
終了 まで フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 抜か な いで 下さ い 


* 自動 フォ ー マ ッ ト ・ デ ィ ス クコ ピー *version 1.09 


(c) 1992 Userside Software Technology Inc. 
複写 元 [B] 複写 先 [C] タイ プ [2HD1MB] 
複写 後 ベ リフ ァ イ を 行い ます 


@⑦ 前 記 の 画面 の 状態 で は フロ ッ ビ ピー ディ スク は 抜か な いで 下さ い 。 
バッ クア ッ プ が 終了 する と 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


MET's File Driver IY の シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ を 終了 し まし た 
作成 され た ディ スク は バッ クア ッ プ ディ スク と いい ます 


シス テム ディ スク は 大 切 に 保管 し 、 以 後 の 作業 は この ディ スク で 行っ て 下さ い 


⑧ 以 上 で MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ は 終了 で す 。 
フロ ッ ピ ビー ディス ク を 抜き 、 シ ステ ム デ ィ ス ク は 大 切 に 保管 し て 下さ い 。 


作成 し た ディ スク は バッ クア ッ プ ディ スク と いい 、 以 後 の 作業 は この バッ クア ッ ブ ディ 
スク で 行 つ て 下さ い 。 


信 98SNOTE で の バッ クア ッ プ の 取り か た だ 


98NOTE の 場合 、 標 準 で は フロ ッ ピ ビー デ ィ ス ク が 1 基 し か 搭載 され て いま せん 。 

この 様 な 場合 MS - DOS の コマ ンド を も ちい て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 丸ごと コピ ー す る 
の は か なり 難し い 問 題 で す 。 

そこ で 、 こ の ハン ディ を 解消 する た め 98NOTE に は 独自 の コビー 機能 が も うけ られ て い 
ます 。 

以下 は その 説明 で す 。 

な お 、 こ こ で は 標準 構成 の 「PC - 9801NS プ T (98 NOTE _SX ノ T)」 で 説明 を 行 な 
いま す 。 

また 、 以 下 の デ ィ ス ク を 使用 し ます 。 


@MET's Filedriver 4 シス テム ディ スク 
亀 新品 の 3.5 イ ンチ の フロ ッ ピ ビー ディ スク 


①PC- 98O1NS プ T の 「HELP キー」 を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ ま た は 、 本 体 左 側面 
に ある 、 リ セッ ト ボ タン を 押し ます 。 


② リ セッ ト ボ タン を 押し まし た ら 、1 へ 2 秒 た っ て か ら 「HELP キー」 を 放し て 下さ い 。 


③ す る と 以下 の 様 な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


多 98NOTE メニ ュー 例 


メイ ン メ ニュ ー 
人 ! キー で 項目 を 選び 、 リ ター ン キ ー を 押し て 下さ い 


1. モ ー ド 設定 

2.FD っ RAM ドラ イブ コピ ー 
3.RAM ドラ イブ ーFD コピ ー 
4.FD 一 FD コピ ー 

むー ドー ド 

6. 動 作 環境 の 設定 

7. シ ステ ム 起 動 


@④⑳ こ の 中 で 、「4.FDーFD コ ピー」 に カー ソル を 合せ て 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


R AM ドライブ を 作業 領域 に 使用 し て コピ ー を 行ない ます 
よろ し いで すか ? (Y ン N) 


上 記 の 画面 が 表示 され まし た ら 、「N」 を 押し て 下さ い 。 
も し 、RAM ドラ イブ を 設定 され て いる 状態 で 「Y」 を 押す と 、RAM ドラ イブ を ディ スク 
コピ ー の 作業 領域 と し て 、 使 用 する た め RAM ドラ イブ の 内 容 は 消え て し まい ます 。 
どちら か の キー を 押す と 、 以 下 の 様 な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


フォ ー マ ッ ト し な が ら コ ピー し ます か ? (Y ン N) 


⑥ 上 記 メ ッ セ ー ジ が 表示 され まし た ら 、「Y」 を 入力 し て 下さ い 。 
次 の 様 な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


コピ ー 元 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 挿入 し て 下さ い 


(準備 が で きた ら リ ター ン キ ー を 押し て 下さ い ) 


⑦ 上 記 の メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク を 、 フ 
ロッ ピー ドラ イブ に 挿入 し 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
この 時 、MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト を 確認 し て 下さ い 。 
以下 の 様 な 画面 が 表示 され ます 。 


読み 込み 中 で す 


し ば らく する と 画面 上 部 に 以下 の 様 な メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 フ ロッ ピー ドラ イ 
ブ か ら コ ピー 元 の MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク を 取り 出し 、 新 品 の 3.5 イン 
チ の フロ ッ ピ ビー ディス ク を 挿入 し て 下さ い 。 


コピ ー 元 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り 出し 、 コ ピー 元 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


を 挿入 し て 下さ い 


⑨ こ れ を 何 回 か 繰り 返し まし た ら 、 画面 上 部 に 「FDーFD コ ピー を 終了 し まし た 」 と 表示 さ 
れ ま す 。 


これ で MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ は 終了 で す 。 


フロ ッ ピ ー ド ライ ブ か ら MET's Filedriver 4 の バッ クア ッ プ ディ スク を 抜き 、 大 切 に 保 
管 し て 下さ い 。 

回 キー を 押す と 「98NOTE メニ ュー」 に 戻り ます の で 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 
何 も な いこ と を 確認 し た 上 で 、「Q. 終 了 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
ハー ド デ ィ スク が 接続 され て いて 、MS -- DOS の シス テム が 存在 する 場合 は ハー ド デ ィ ス 
ク か ら MS - DOS が 立ち 上 が っ て きま す 。 


第 3 童 MET's Filedriver 4 の 導入 、 


2.7 /7's 万 7egr7ve/ 2 の 旗 成 ファ イブ ん 


MET's Filedriver 4 の マス ター ディ スク に は 以下 の ファ イル が 収納 され て いま す 。 


@ ル ー ト ディ レク トリ 
MFD.COM 
MFD.EXE 
MFD.SYS 
MFD.HLP 
MFD.ALG 
MSDRV.COM 
FDRV.EXE 
ME.EXE 
HDINST.BAT 
$ INS $.BAT 
CHKFILE.EXE 
CONFIG.MFD 


AUTOEXEC.MFD 


BACKUP.BAT 


MNCFDC.COM 


HOLIDAY.DAT 
ACLAMP.COM 


MET's Filedriver 4 シス テム プロ グラ ム 

MET's Filedriver 4 シス テム プロ グラ ム 

MET's Filedriver 4 シス テム プロ グラ ム 

MET's Filedriver 4 ヘルプ ファイ ル 

MET's Filedriver 4 画面 色 デ ー タ 

MET's Filedriver 4 マ ワ ウス ファ イル 

MET's Filedriver 4 添付 ファ イル 管理 プロ グラ ム 

MET's Filedriver 4 添付 エディ タ 

MET's Filedriver 4 ハー ド デ ィ スク イン スト ー ル 用 ファ イル 
MET's Filedriver 4 ハー ド デ ィ スク イン スト ー ル 用 ファ イル 
イン スト ー ル 用 プロ グラ ム 

MET's Filedriver 4 用 「CONFIG.SYS」 

イン スト ー ル 時 に 「CONFIG.SYS」 に リネ ー ム 

MET's Filedriver 4 用 「AUTOEXEC.BAT」 

イン スト ー ル 時 に 「AUTOEXEC.BAT」 に リネ ー ム 

MET's Filedriver 4 用 の シス テム ディ スク バッ クア ッ プ ブロ グ 
ラム 

前 記 、「BACKUP.BAT」 内 で 使用 する 、 フロ ッ ビ ピー コビー ユー テ 
イリ ティ 

休日 設定 用 テキ スト ファ イル 

ハー ド デ ィ スク アク セス 状態 表示 ユー ティ リティ 


@ け ブ デ ィ レ クト リ \HCA の 各 デ ィ レ クト リ 内 


ファ イル 名 .HCA 
ファ イル 名 .HCM 


MET's Filedriver 4 用 アプ リケーション ソフ ト 登 録 用 ファ イル 
MET's Filedriver 4 用 マニ ュ ア ル 登 録 専用 ファ イル 


@ け ブ デ ィ レ クト リ \HCF 


ファ イル 名 .HCF 


MET's Filedriver 4 用 日 本 語 入力 FEP 登録 用 ファ イル 


@ け ブ デ ィ レ クト リ \ MENUDATA 


ファ イル 名 .CNF 
ファ イル 名 .ALG 


各 ド ライ ブ 用 の MET's Filedriver 4 環境 ファ イル 
MET's Filedriver 4 用 画面 色 デ ー タ 


以上 の ファ イル が MET's Filedriver 4 の マス ター ディ スク の 内 容 と な り ま す 。 
また ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル され た 後 、 以 下 の フ ァイル が 作成 され ます 。 


僅 け ブ デ ィ レ クト リ \ MFD 


MENU.IDX アプ リケーション ソフ ト 用 メニ ュー イン デック ス フ ァ イル 
FEP.ITDXX 日 本 語 入力 FEP 用 メニ ュー イン デック ス フ ァ イル 
MFD.CNF MET's Filedriver 4 の 環境 ファ イル 


代 ル ー ト ディ レク トリ 
AUTOEXEC.BAT 
CONFIG.SYS 


@ け ブ デ ィ レ クト リ HCF 


@ け ブ デ ィ レ クト リ HCA 


@ 前 記 の ファ イル の 内 、「MENU.IDX」 と 「FEP.IDX」 は ハー ド デ ィ スク の サブ ディ レク ト 
リ 半 MFD に 同名 の ファ イル が ある 場合 、 新 規 作成 は 行なわ ず 、 そ の ファ イル を 使用 し ま 
gk に 
し た が いま し て 、MET's Filedriver シリ ー ズ が イン スト ー ル され て いる ハー ド デ ィ スク 
に 、MET's Filedriver 4 を イン スト ー ル し た 場合 、 新 規 作 成 は 行ない ませ ん が 、 メ ニュ ー 
デー タ は 使用 する こと が で きま す 。 
また 、「AUTOEXEC.BAT」 と 「CONIFG.SYS」 は 、 ルー トディ レク トリ に 同名 の ファ 
イル が 存在 し た 場合 、 そ れ ぞ れ 「AUTOEXEC.BAK」、「CONFIG.BAK」 に 書き 換え ま 
(9 
も し 、 す で に 「AUTOEXEC.BAK」、「CONFIG.BAK」 も 存在 し た 場合 は 、 そ れ ぞ れ 、 
「AUTOEXEC.BAC」、「CONFIG.BAC」 に 変更 し ます 。 


依 参 考 事 項 MET's Filedriver 4 の 使用 メモ リ 


MET's Filedriver 4 は 約 2.5KB が メイ ン メ モリ 常駐 し ます 。 


以下 に その 状態 を 示し ます 。 
例 1 
使用 MS -- DOS MS - DOS3.3D (91 一 11 一 08) 
人 @ 計 測 条件 
CONFIG.SYS FILES=30 
BUFFERS=10 
SHELL=A:\COMMAND.COM A:\ /P 
AUTOEXEC.BAT CD A:\MFD 
MFD 
CD A:\ 
計測 使用 バフ ト VMAP.COM Ver2.01 


1. メニ ュー 表示 時 


VMAP Version 2.01 Copyright (C) 1989-91 by c.mos 


addr PSP blks size owner/Dparameters hooked vectors 


1047 sys く config> 

15A4 <-- COmmand 

168F 1693 mfd 

1729 172D command 22 23 24 
1814-A000 556720 <free> 


@⑥ MET's Filedriver 4 の 標準 使用 の FEP は 使用 し な い に 設 定 。 
その 後 、 メ イン メニ ュー 内 の 「9 :She11 (Command. com) の 起動 」 か ら MS - DOS に 入っ て 
計測 。 
また 、 上 記 の 値 は 出荷 バー ジョ ン に よっ て 変化 する 場合 が あり ます 。 


2. アプ リケーション 起動 時 
弊社 の MET's File Contro] Cute Ver2.5 を 、MET's Filedriver 4 に 登録 、 起動 し 、「MS 
ー DOS コマ ンド 実行 」 か ら 、VMAP.COM を 実行 
日 本 語 入力 FEP は 使用 せ ず 


VMAP Version 2.01 Copyright (C) 1989-91 by c.mos 


addr PSP blks size owner/parameters hooked vectors 
1047 sys 1 21952 <config> 
15A4 <-- 3 3712 command 2E 
168F 1694 2 2448 mfd 
172A 172F 4 3792 command 
181B 1822 3 44960 mfc EXE 
2318 231F 3 3760 command 22 23 24 
1 


2406-A000 


507792 <free> 


上 記 の 値 は 出荷 バー ジョ ン に よっ て 変化 する 場合 が あり ます 。 


例 2 

使用 MS - DOSMS - DOS5.O (91 一 11 一 18) 

@ 計 測 条件 

CONFIG.SYS FILES=30 
SHELL=A:\COMMAND. COM 
DEVICE=A:\DOS\HIMEM. SYS 
DEVICE=A:\DOS\EMM386. SYS /P=160 /UMB 
DEVICEHIGH=A:\DOS\SMARTDRV. SYS 1280 128 
DEVICEHIGH=A:\DOS\PRINT.SYS /U 
DEVICEHIGH=A:\DOS\RSDRV. SYS 
DEVICEHIGH=A:\DOS\KKCFUNC. SYS 
DOS=HIGH, UMB 


AUTOEXEC.BAT CD A:\MFD 
MFD 
CD A:\ 


計測 使用 ソフ ト VMAP.COM Ver2.01 


1. メニ ュー 表示 時 


VMAP Version 2.01 Copyright (C) 1989-91 by c.mos 


PSP blks size owner/parameters hooked vectors 


ーー- UMB total : 

himem 

emm386 1F 4B 67 
く config> 


13D2 
146B 
1522-9FFF 


mfd 
command 22 23 24 
568768 <free> 


1 
1 
4 
く -- 3 Command 2E 2F 
2 
3 
1 


EMS ver4.0 (frame: CO00h) XMS ver2.00 
handle pages Size name HMA used: 59 KB by DOS 
EMB free: 1020 KB 
free 160 2560k 
total 160 2560k 


2. アプ リケーション 起動 時 
弊社 の MET's File Control Cute Ver2.5 を 、MET's Filedriver 4 に 登録 、 起動 し 、「MS 
ー DOS コマ ンド 実行 」 か ら 、VMAP.COM を 実行 
日 本 語 入力 FEP は 使用 はず 


VMAP Version 2.01 Copyright (C) 1989-91 by c.mos 


addr PSP blks size owner/parameters hooked vectors 
DO001 <-- 1 49120 umb 1B 
DCOO 000A 1 8192 sm OD 
DE01 <-- 1 8176 umb 
ーー- UMB total: 64 KB ---- 
0589 sys 1 3808 himem DC 
0678 sys 1 7808 emm386 1F 4B 67 
0861 sys 4 43728 <config> 
1312 <-- に 2960 command 2E 2F 
13CE 13D2 2 7728 mfd 05 
15B3 15B7 4 3008 command 
1673 167A 3 44960 mfc EXE 
2Z170. 2177、 3 2992 command 22 23 24 
222E-9FFF 1 515328 <free> 
ーー ニー EMS ver4.0 (frame: CO00h) ----- ーーー 'XMS ver2.00 ----- 
handle pages Size name HMA used: 59 KB by DOS 


ーーーーーー ーーーーー ーー ニーーー ーーーーーーーー EMB free: 1020 KB 
free 160 2560k 
total 160 2560k 


う .2 條 7 's 万 /7eg77ver7 イダ の ブン ズム ー ル ん 


前 章 ま で で MET's Filedriver 4 の イン スト ー ル の 準備 が 整い まし た 。 
ここ で は いよ いよ MET's Filedriver 4 を ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル し ます 。 


いま まで MET's Filedriver シ リー ズ を ご 使用 の 場合 、MET's Filedriver 4 を 上 書き の 形 
で イン スト ー ル する と 、 それ まで 構築 され た メニ ュー デー タ は 、 その まま MET's Filedriver 
4 上 で ご 使用 に な れ ま す 。 

た だ し 、1 ページ 当 り の メニ ュー タイ トル 登録 数 が 変っ た 関係 上 、MET's Filedriver 4 
の メニ ュー デー タ は 、 他 の MET's Filedriver シ リー ズ で 使用 する こと は 出来 ませ ん 。 

この 為 、 イ ンス トー ル 先 に MET's Filedriver シ リー ズ の メニ ュー デー タ が 存在 し た 場合 、 そ 
の ファ イル の 拡張 子 を 「.OLD」 に 書き 出し 、 保 存 し ます 。 

準備 する も の 

@ び MSDOS で フォ ー マ ッ ト さ れ 、MS- DOS の シス テム が 転送 され た ハード ディ スク 

(ハー ド デ ィ スク の 初期 化 、 領 域 確保 の 方 法 は 、 お 手数 で す が 、MS - DOS の マニ ュ ア 
ル か 、 ご 使用 の ハー ド デ ィ スク の マニ ュ ア ル を ご 参照 下さ い ) 
@ MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク 


な お 、 以 下 の 説明 は MS - DOS の バー ジョ ン が 3.3D、 ハ ー ド ディ スク が A ドラ イブ で 、 
単 一 の 拡張 フォ オー マッ ト 、 フ ロッ ビー ドラ イブ が 日 、 C と 仮定 し ます 。 


① ハ ー ド ディ スク か ら MS - DOS を 起動 し て 、 画 面 を ヘ > の 状態 に し て 下さ い 。 


②A> の 状態 に な り ま し た ら 、B ドラ イブ に 、MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク を 
入れ て 下さ い 。 


③A > の 状態 か ら 以 下 の コ マン ド を 入力 し て 回 キー を 押し て 下さ い 。 
だ ぷ ( 評 3< 


④B> の 状態 に は り ま す の で 、 以 下 の コ マン ド を 入力 し て 回 キー を 押し て 下さ い 。 


B > HDINST 


A ドラ イブ 以外 の ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル され た い 場 合 は 、 カ レン トド ライ ブ 
を ハー ド デ ィ スク 以外 の ドラ イブ に 変更 し た 後 、「HDISNT」 と 入力 し 、 半角 で スペ ー 
ス を 1 つ 入 れ た 後 、 目 的 先 の ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ 名 を 入力 し て 下さ い 。 


以下 の 例 は ハー ド デ ィ スク を A、B と 分 割 し て いて 、B ドラ イブ に MET's Filedriver3 
を イン スト ー ル する 場合 で す 。 こ の 時 、 フ ロッ ピー ドラ イブ は C、D と な り ま す 。 


C> HDINST B: 


次 の よう な イン スト ー ル プロ グラ ム の 画面 が 立ち 上 が つて きま す 。 


ハー ド デ ィ スク ・ メ ニュ ー・ ユ ー テ ィ リ ティ 
MET'S File Driver IV 
ハー ド デ ィ スク ・ イ ンス トー ル 


B: ドラ イブ の ハー ド デ ィ スク に 
MET'S File Driver IV を 
イン スト ー ル し ます 
中 止 する 時 は 、STOP キ ー か 、CTRL キ ー を 押し な が ら * キ - を 押し て 下さ い 
準備 が で きた ら ど れ か キー を 押し て 下さ い 


⑥ MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク が 、 送 り 先 の ドラ イブ に 入っ て いる 事 を 確認 し 
た 上 で 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 


⑦ 画 面 の 中 ほど に 、 以 下 の 様 に 表示 され ます 。 


MET'S File Driver VY イン スト ー ル 中 1!! 


終了 まで フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 抜か な いで 下さ い 


イン スト ー ル が 終了 し まし た ら 、 次 の 様 な 画面 が 表示 され ます 。 


MET'S File Driver IVY の 、 ハ ー ド ディ スク へ の イン スト ー ル が 終了 し まし た 9 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 抜い て 、 リ セッ ト ボ タン を 押せ ば 、 MET'S File DriverIV が 起動 し ま 
す 

MET'S File Driver シリ ー ズ に 上 書き され た 場合 は 、MET'S File Driver TV 起 動 後 、 標 
準 使用 の FEP を 設定 し 直し て くだ さい 


⑨ 上 記 の メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、 フ ロッ ビー ドラ イブ に 入っ て いる MET's 
Filedriver 4 の シス テム ディ スク を 抜き 、 コ ンピュータ 本 体 の リセ ッ ト ボ タン を 押し て 下 
さい 。 


MS - DOS の 起動 後 、MET's Filedriver 4 が 起動 し ます 。 
また 、MET's Filedriver シ リー ズ に MET's Filedriver 4 を 上 書き し た 場合 、 お 手数 で す が 
標準 使用 の FEP を 設定 し な お し て くだ さい 。 


MET's Filedriver シ リー ズ か ら 、MET's Filedriver 4 に 変更 され た 場合 、 登録 され て 
いる アプ リケーション ソフ ト は 、 必 ず 、1 回 立ち 上 げ て 下さ い 。 

これ は 、MET's Filedriver 4 で は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 実行 情報 ファ イル 名 を 、 
従来 の SETUP.BAT か ら 、MFD.BAT に 変更 し て いる た め 、MET's Filedriver 4 変 
更 直 後に 実行 情報 ファ イル の 編集 を 行っ た 場合 、SETUP.BAT で は な く 、MFD.BAT 
の 存在 を 見 て し まう こと を 防ぐ た めで す 。 

な お 、SETUP.BAT は 、MET's Filedriver 4 か ら 、 そ の アプ リケーション ソフ ト を 
1 回 起動 する こと に より 、 自 動 的 に MFD.BAT に リネ ー ム 、 変 更 さ れ ま す 。 


FT 


@dMET's F3360Riyer 4 の ハー ド デ ィ スク イン スト ー ル 時 の 注意 事項 


1. MET's Filedriver 4 を ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル し た だ 時 、 そ の ルー トディ レク ト 
リ に 、 す で に 「CONFIG.SYS」 と 「AUTOEXEC.BAT」 が 存在 し て いる と 、 それ ぞ れ 
「CONFIG.BAK」、「AUTOEXEC.BAK」 に 書き 換え そえ られ 、「CONFIG.SYS」 と 
「AUTOEXEC.BAT」 は MET's Filedriver 4 用 に 以下 の 様 に 変更 され ます 。 


亀 CONFIG.SYS 


FILES =30 
BUFFERS =10 


人 AUTOEXEC.BAT 


CD 壮 MFD 
MFD 
CD 芝 


また 、 す で に 「AUTOEXEC.BAK」 と 「CONFIG.BAK」 が 存在 し て いた 場合 、 そ の フ 
ァイル は 「AUTOEXEC.BAC」 と 「CONFIG.BAC」 に 変更 され ます 。 


2. MS 一 DOS の 領域 が っ つ 以上 確保 され て いる 場合 や 、2 台 以上 ハー ド デ ィ スク を 接続 さ 
れ て いる 場合 は 、 ど れ か 1 つの 領域 か ドラ イブ に MET's Filedriver 4 を イン スト ー ル 
し て 下さ い 。 
も し 、1 台 の コン ピュ ー タ に MET's Filedriver 4 の シス テム が 複数 存在 し た 場合 、 正常 
な 動作 が で き な く な る 可能 性 が あり ます 。 


3. イン スト ー ル 中 、 以 下 の よ うな メッ セー ジ が 出 だ 場 合 、 以 下 の よ うな 原因 が 考え られ ま 
す 


メッ セー ジ 
ディ レク トリ は 作成 で きま せん 


原因 
ハー ド デ ィ スク の ルー トディ レク トリ に 「MFD」 と いう ファ イル が ある 場合 か 、A ドラ イブ 
以外 に イン スト ー ル し た 場合 の ドラ イブ 指定 が 間違っ て いる の が 原因 で す 


対策 
イン スト ー ル は その まま 終了 し て し まい ます の で 、 ル ー ト ディ レク トリ に 存在 する MFD 関 
係 の ファ イル を 全て 削除 し て イン スト ー ル を 再 実行 し て 下さ い 


Zi セー ジ 
セク タ が 見 つか り ま せん 


原因 
MET's Filedriver 4 の マス ター ディ スク が な ん ら か の 原因 に より 、 破壊 され て いる 可能 性 
が あり ます 


対策 
お 手数 で す が 弊 社 ユ ー ザ サポ ー ト まで ご 連絡 下さ い 


モノクロ 液晶 を ご 使用 の 場合 


MET's Filedriver 4 を モノ クロ 液晶 で ご 使用 に な る 場合 は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 内 の サブ 
ディ レク トリ 、\MENUDATA 内 に 存在 する 、「MFDMONO.ALG」 か 、「MFDMONO2. 
ALG」 を 
ハー ド デ ィ スク 内 の サブ ディ レク トリ 、 \MFD に 「MFD.ALG」 の ファ イル 名 で コピ ビー し て 
下さ い 。 


2 つ あ る の は 、 弊 社 で チェ ッ ク 中 、 同 一 機種 で 、2 種 類 の 液晶 の 存在 を 確認 し た 為 で す 。 
以下 の 手順 で 、 コ ピー し て 下さ い 。 
な お 、 以下 の 説明 は 、 ハー ド デ ィ スク が A ド ライ ブ 、 フロッピー ディスク ドラ イブ は 、 B ド 
ラン 5 
コピ ー す る ファ イル は 、「MFDMONO.ALG」 と 仮定 し ます 。 
① ハ ー ド ディ スク か ら 、MS - DOS を 起動 し 、 画 面 を ヘ 人 > の 状態 に し て 下さ い 。 


②A> に な り ま し た ら 、 日 ドラ イブ に MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク を 挿入 し 、 以 
下 の コ マン ド を 入力 し て 回 キー を 押し て 下さ い 。 


COPY B:\MENUDATA\MFDMONO. ALG A:MFD\MEFD. ALG 


③ コ ピー が 終了 し まし た ら 、 次 章 に 進ん で 下さ い 。 


第 4 凍 MET's Filedriver 4 の 起動 の 前 に …* 


プ . 7 /CO7G.SYS/ と /4 ソ 7 の EX と ど C.547/ に つり ) て 


この 項 は 、MS - DOS に 自信 の ある か た は 、 読 み 飛ば し て くだ さい 


前 項 で 、 ハ ー ド ディ スク に MET's Filedriver 4 を イン スト ー ル する こと が で きま し た 。 
いよ いよ MET's Filedriver 4 を ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 し ます 。 


その 前 に 触れ て お きた い 事 柄 が あり ます 。 

それ は 「CONFIG.SYS」 と 「AUTOEXEC.BAT」 に つい て で す 。 こ の 2 つの ファ イル 
は MET's Filedriver 4 に 限ら ず 、 MS - DOS の 環境 下 で 動作 する アプリケ ーション ソフ ト 
に は 、 な く て は な ら な い 重 要 な ファ イル で す 。 


@ CONFIG.SYS と は 


この ファ イル は MS - DOS の 環境 ファ イル で す 。MS - DOS を 起動 し た と き 、 

「CONFIG.SYS」 が ある と 、MS - DOS は その 内 容 に そっ て 、 以 後 の 使用 で きる 環境 を 
整え ます 。 

例 を あげ ます と 現在 市 販 さ れ て いる 日 本 語 入 力 FEP の 中 に 、 山 ジャ ヤス トシ ステ ム 社 の 
「ATOK7」 と いう 日 本 語 入力 FEP が あり ます 。 

この 日 本 語 入力 FEP が MS - DOS 上 で 使用 で きる よう に する に は 、「CONFIG.SYS」 に 
以下 の よう に 記述 する 必要 が あり ます 。 


DEVICE=ATOK7A. SYS ブリ テ ATOE7. DIC 
DEVICE=ATOK7B. SYS 


上 記 の よう に 「CONFIG.SYS」 に 記述 し て ある と 、MS - DOS は 、 起動 後 の MS - DOS 
の 中 で 「ATOK7」 を 使え る よう に 設定 し ます 。 

も し 、 上 記 の よう な 記述 が な いと ,「ATOK7」 に か ぎら ず 同 じ 様 な 日 本 語 入力 FEP や 、 デ 
バイ フス 形式 で 指定 する ファ イル は 使う 事 は で きま せん 。 

日 本 語 入力 FEP の 場合 、 宣言 が な いと 変換 動作 を 行なっ た と き 、 画面 下 に 本 来 表示 され る 
べき 表示 に か わっ て 、「16 進 」 と 表示 され ます 。 

この よう に 「CONFIG.SYS」 に 「DEVICE =」 の 形式 で 記述 で きる ファ イル を 、「 デ バ 
イス ドラ イ バ 」 と いい ます 。 

また 、 こ の 「 デ バイ ス ド ラ イ バ 」 に も 種類 が 存在 し 、1 つ は 「 キ ャ ラク タ 系 デバ イス ドラ イ 
バ 」、 も う 1 つ を 「 ブ ロッ ク 系 デバ イス ドラ イ バ 」 と いい ます 。 


この 両者 の 違い を 詳し く 解 説 し ます と 、 難 し く な り ま す の で MS - DOS の マニ ュ ア ル や 、 
参考 書 に 譲り ます が 、「 キ ャ ラク タ 系 デバ イス ドラ イ バ 」 が 、 特殊 な コマ ンド を 使っ つて MS 一 
DOS 起 動 後 、MS - DOS の 環境 に 接続 、 切 り 離 し の で きる デバ イス ドラ イ バ で 、「 ブ ロッ ク 
系 デバ イス ドラ イ バ 」 が 接続 、 切り 離し が で きず 、MS -- DOS の 起動 時 に 「CONFIG.SYS」 
に 記述 され て いな いと 、 使 用 で き な い デバ イス ドラ イ バ ー だ と 理解 し て 下さ い 。 


この 特殊 な コマ ンド は 「ADDDRV.EXE」「DELDRV.EXE」 と いう ファ イル で 、MS 一 
DOS Ver3.1 の 後期 の バー ジョ ン か ら サ ボー ト さ れ だ も の で す 。 

「ADDDRV.EXE」 が 接続 を 、「DELDEV.EXE」 が 切り 離し を 行ない ます 。 

この コマ ンド を 使う 場合 、「CONFIG.SYS」 に は 、 こ の コマ ンド で MS - DOS の 環境 に 
接続 する 「 キ ャ ラク タ 系 デバ イス ドラ イ バ 」 を 記述 し て は いけ ませ ん 。 

前 出 の 「ATOK7」 を 例 に あげ まし よう 。 


「CONFIG.SYS」 に 「ATOK7」 が 記述 され た 状態 で 、MS - DOS を 起動 する と 、MS 
ー DOS は 、 そ の 環境 で 「ATOK7」 が 使え る よう に 設定 する こと は 、 す で に 述べ まし た が 、 
この 状態 で 「ADDDRV.EXE」 を 使っ て 、「ATOK7」 を 接続 する と 、「CONFIG.SYS」 に 
よる 「ATOK7」 の 設定 の 後に 、「ADDDRV.EXE」 に よる 「ATOK7」 の 設定 が 来る よう 
に な り 、2 重 に メイ ン メ モリ に 「ATOK7」 が 存在 する 形 に な り ま す 。 

こう な り ま す と 、 メ イン メモ リ の 残り 容量 が わずか と な り 、「ATOK7」 を 入力 シス テム と 
し て 使う 則 ジャ ヤス トシ ステ ム の 「 一 太郎 Ver4.3」 な ど が 起動 し な く な る 可能 性 が あり ます 。 


ここ で MET's Filedriver 4 と 「CONFIG.SYS」 の 関係 で す が 、 後に も 述べ ます よう に 、 
MET's Filedriver 4 は 、「 日 本 語 入 力 FEP」 と 「 デ バイ ス ド ラ イ バ 」 は 、「 ア プリ ケー ショ 
ン ソ フト 」 と は 個別 に 登録 する 形 を と つて いま す 。 

そし て 「 日 本 語 入力 FEP」 の 切り 換え は 、MS 一 DOS の 「ADDDRV.EXE」 や 「DELD 
RV.EXE」 と ほぼ 、 同 じ よ うな 動作 を 行ない ます 。 


し た が っ て 、MET's Filedriver 4 を ご 使用 に な る 際 は 、「CONFIG.SYS」 に 「 キ ャ ラク 


ター 系 デバ イス ドラ イ バ ー」、 特 に 「 日 本 語 入力 FEP」 は 記述 し な いで 下さ い 。 
だ た だ し 、EMS ドラ イ バ ー な どの 記述 は いた し か だ な い 場 合 が あり ます 。 


@ へ AUTOEXEC.BAT と は 


この ファ イル は MS DOS を 起動 し て 「CONFIG.SYS」 を 読み 込ん だ 後 、 ル ー ト ディ レ 
クト リ に この ファ イル が 存在 し て いた 場合 、 そ の 内 容 を 自動 的 に 実行 する ファ イル で す 。 

「MS - DOS3.3D (PS98 - 1002)」 の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク # 1 」 か ら 作 成 し た 、「 運 
用 ディ スク # 1」 の 「AUTOEXEC.BAT」 を 例 に 上 げ て み ま し ょ よう 。 

以下 の よう な 内 容 に な つて いま す 。 


MENU 


これ は 「MENU」 と いう コマ ンド を 実行 し ろう 、 と いう 意味 に な り ま す 。 

試し に 「MS - DOS3.3D (PS98 - 1OO2) の 「 運 用 ディ スク # 1 」 を 、 コ ンピュータ 
本 体 の フロ ッ ピ ビー ドライブ 1 に 入れ て 、 リ セッ ト ボ タン を 押し て み ま し よう 。 

フロ ッ ピ ビー ドライブ か ら MS - DOS が 起動 し 、「CONFIG.SYS」 に 記述 され た デバ イス 
ドラ イ バ ー の 則 言 を 行ない 、「COMMAND.COM」 の バー ジョ ン 表 示 を 行なっ た 後 、 画 面 に 
一 瞬 で す が 「A > MENU」 と 表示 され ます 。 

そし て すぐ に 「MS - DOS3.3D コマ ンド メニ ュー」 と いう メニ ュー が 表示 され る は ず で 
ず 。 

これ は 、「AUTOExXEC.BAT」 に 宣言 され て いる 「MENU」 を 実行 し た 結果 、 こ の よう に 
表示 され た も の で す 。 


MET's Filedriver 4 は 、 ハード ディ スク に イン スト ー ル 時 に 、 ル ー ト ディ レク トリ に 
「AUTOEX EC.BAT」 が 存在 し た 場合 、「AUTOEXEC.BAK」 に 書き 換え る こと は 、「4. 
4 MET's Filedriver 4 の イン スト ー ル 」 で 述べ まし た が 、 これ は MET's Filedriver 4 が MS 
ーDOS 起 動 後 、 すみ や か に 立ち 上 が る た だ ため の も の で す 。 


た だ し 、 後 に も 述べ ます が MET's Filedriver 4 を イン スト ー ル し た 後 、 MET's 
Filedriver 4 の 「 自 動 登録 」 で 対応 で き な い アプ リケーション ソフ ト を 、 そ の ソフ ト の 持 
つ 、 ハ ー ド ディ スク イン スト ー ル ブ ログ ラム で イン スト ー ル し た 場合 、 ハード ディ スク の 
ルー トディ レク トリ 「AUTOEXEC.BAT」 を その ソフ ト 専 用 に 書き 換え て し まう 場合 が あ 
り ま す 。 

この よう な と き は 、「AUTOEXEC.BAT」 と 「CONFIG.SYS」 を MET's Filedriver 4 
用 に 以下 の 様 に 直す 必要 が 出 て きま す 。 


條 へ AUTOEXEC.BAT 


CD \MFD 
MFD 
(21D 学 


借 CONFIG.SYS 


FILES =30 
BUFFERS =10 


以上 の よう に 、「AUTOEXEC.BAT」 と 「CONFIG.SYS」 は 、 ハ ー ド ディ スク か ら 
MET's Filedriver 4 の みな ら ず 、 アプ リケーション ソフ ト を すみ や か に 起動 する た め に 、 必 
要 な ファ イル だ と いう こと を ご 理解 いた だ けた と 思い ます 。 

次 の 項 で いよ いよ MET's Filedriver 4 の MET's Filedriver 4 の 起動 に つい て 説明 いた 
し ます 。 


第 ら 章 MET's Filedriver 4 の 起動 


ら 5. 7 / 在 7's /77eg77ver 2 の 婦 動 


いよ いよ MET's Filedriver 4 を ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 し ます 。 

以下 の 手順 で 起動 し て 下さ い 。 

な お 、 以 下 の 説明 は コン ビ ピュータ 本 体 に 接続 され て いる ハー ド デ ィ スク が 1 台 で 、MS 一 
DOS 3.3D で フォ ー マ ッ ト を 行い 、 確 保 さ れ て いる 領域 が 1 つと 仮定 し て いま す 。 


MET's Filedriver シ リー ズ か ら 、MET's Filedriver 4 に 変更 され た 場合 、 登録 され て 
いる アプ リケーション ソフ ト は 、 必 ず 、1 回 立ち 上 げ て 下さ い 。 

これ は 、MET's Filedriver 4 で は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 実行 情報 ファ イル 名 を 、 
従来 の SETUP.BAT か ら 、MFD.BAT に 変更 し て いる た め 、 MET's Filedriver 4 変 
更 直後 に 実行 情報 ファ イル の 編集 を 行っ た 場合 、 SETUP.BAT で は な く 、MFD.BAT 
の 存在 を 見 て し まう こと を 防ぐ た めで す 。 

な お 、SETUP.BAT は 、MET's Filedriver 4 か ら 、 そ の アプ リケーション ソフ ト を 
1 回 起動 する こと に より 、 自 動 的 に MFD.BAT に リネ ー ム 、 変 更 さ れ ま す 。 


① コ ンピュータ る 本体 の 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ や 、 外 付け の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド 
ライ ブ に フロ ッ ピ ビー ディ スク が 入っ て いな い 状 態 で 、 ハ ー ド ディ スク の 電源 を 入れ て 下さ 
い 。 


この 時 、 内 蔵 型 の ハー ド デ ィ スク を お 使い の 場合 か 、 ハ ー ド ディ スク の 電源 が コン ピ 
ュー タ 本 体 の 電源 と 連動 し て いる 場合 は 、 こ の 限り で は あり ませ ん 。 


②@ コ ンピュータ 本 体 の 電源 を 入れ て 下さ い 。 


③MS - DOS が 立ち 上 が っ て き て 、 そ の 後 MET's Filedriver 4 が 起動 し ます 。 


④③ 以 下 の 画面 が MET's Filedriver 4 の 「 ア プリ ケー ショ ン メ ニュ ー 画 面 」 で す 。 
この 画面 が MET's Filedriver 4 の 全て の 始 り で あり 、 全 て の 終り の 画面 で す 。 
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Ai を MB 使用 可能 
咽 中 中 中 中 貼 由 下 岬 由 由 


この アブ リケーション メニ ュー で は 、1 ベー ジ に 1O タ イト ル ま で の アブ リケーション ソフ 
ト を 登録 で き 、 そ の ベー ジ が 1O ベ ー ジ あり ます 。 し た が っ て 、 合計 10O タ イト ル ま で の 
アブ リケーション ソフ ト を メニ ュー に 登録 する こと が で きま す 。 
た だ し 、 登 録 で きる アプ リケーション ソフ ト は ハー ド デ ィ スク の 容量 に より 、 左 右 され ま 
す 。 


@ メ イン 画面 で 使用 で きる キー 


SPACE 
押す と 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 し ます 。 


HLI 
「 メ イン メニ ュー」 の 名 機能 を 選択 する こと が で きま す 。 


IN 
登録 と た アプ リケーション ソフ ト 、 日 本 語 入力 FEP の タイ トル の 並び を 、 変更 する こと が 
で きま す 。 


包 凡 回 多 過食 久 由 回 加 
数 字 の キー で す が 、 どれ か を 押す と 、 画面 に 表示 され て いる アプ リケーション メニ ュー の 、 
ページ に 登録 され て いる 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 名 の タイ トル に 、 カ ー ソ ル を 移す と こ 
が 可能 で す 。 
だ だ し 、 そ の 位置 登録 さて て いな いと 、 カ ー ソ ル は 移動 し ませ ん 。 


IHELPI 
押し だ 時 の 画面 に 応じ た 「HELP フ ァイル 」 を 表示 し ます 。 


ESCI 
MET's Filedriver 4 の 終了 メニ ュー を 表示 し ます 。 


回 


選択 し た アプ リケーション ソフ ト を 起動 する こと が で きま す 。 


F1 
画面 上 は 「AP」 と 表示 され て いる キー で 、 ア プリ ケー ショ ン 登 録 、 削除 の ウイ ンド が 開き 
ます 。 
スペ ー ス キー を 押し た 時 に 表示 され る 、「 メ イン メニ ュー」 の 「O : アブ リケーション の 登 
録 」「1 : アプ リケーション の 削除 」 と 同じ 機能 で す 。 


2| 
画面 上 は 「DEV」 と 表示 され て いる キー で 、 デ バイ ス ド ラ イ バ 登 録 、 削 除 の ウイ ンド が 開 
きま す 。 
スペ ー ス キー を 押し た 時 表示 され る 、 メ イン メニ ュー の 「2 : デバ イス ドラ イ バ の 登録 」 
「3 : デバ イス ドラ イ バ の 削除 」 と 同じ 機能 で す 。 


画面 上 は 「 変 更 」 と 表示 され て いる キー で 、MET's Filedriver 4 の 画面 上 や 、 登録 され た 
アプ リケーション ソフ ト で 使用 する 日 本 語 入力 FEP や 、 デ バイ ス ド ラ イ バ の 選択 を 行う 、 
ウイ ンド が 開き ます 。 

スペ ベー スキ ー を 押し た 時 表示 され る 、 メイ ン メ ニュ ー の 「4 : 標準 で 使う デバ イス の 選択 」、 
「5 : AP で 使う デバ イス の 選択 」 と 同じ 機能 で す 。 


画面 上 は 「 表 題 」 と 表示 され て いる キー で 、MET's Filedriver 4 に 登録 され た アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト や 、 日 本 語 入力 FEP の タイ トル や 表題 を 変更 する た め の ウ イン ド が 開き ま 
に 

スペ ベー スキ ー を 押し た 時 表示 され る 、 メ イン メニ ュー の 「6 : AP タイ トル ・ 表 題 変更 」 と 
同じ 機能 で す 。 


画面 上 は 「 編 集 」 と 表示 され て いる キー で 、MET's Filedriver 4 に 登録 され た アブ プリ ケー 
ショ ン ソ フト の 「MFD.BAT」 や 「CONFIG.DEV」、 日 本 語 入 力 FEP の 「CONF 1G. 
DEV」、「 任 意 の ファ イル 」 な ど を 編集 する こと が で きる 、「 環 境 フ ァイル 編集 」 の ウイ ン 
ド が 開き ます 。 

スベ ー ス キー を 押し だ 時 表示 され る 、 メ イン メニ ュー の 「7 : AP 環境 ファ イル の 編集 と 同 
じ 機 能 で す 。 


画面 上 は 「FILE」 と 表示 され て いる キー で 、 後述 する 環境 設定 で 設定 し た 、 フ ァイル 管理 
ソフ ト を 起動 する こと が 出来 ます 。 

スベ ペー スキ ー を 押し た 時 に 表示 され る 、 メ イン メニ ュー の 「 十 : ファ イル 管理 の 呼び 出し 」 
と 同じ 機能 で す 。 


7| 
画面 上 は 「 環 境 」 と 表示 され て いる キー で 、MET's Filedriver 4 の 動作 環境 を 設定 する ウ 
イン ド が 開き ます 。 
スペ ー ス キー を 押し た 時 表示 され る 、 メイ ン メ ニュ ー の 「* : MFD IV 実 行 環境 の 設定 」 と 
同じ 機能 で す 。 


IEal 
画面 上 は 「XE り SW」 と 表示 され て いる キー で 、 メ モリ スイ ツチ の 設定 を 行う ウイ ンド が 開き 
ます 。 
スベ ペー スキ ー を 押し だ 時 表示 され る 、 メイ ン メ ニュ ー の 「8 : メモ リス イッ チ の 設定 」 と 同 
じ 機 能 で す 。 


画面 上 は 「SHELL」 と 表示 され て いる キー で 、 メモ リス イッ チ の 設定 を 行う ウイ ンド が 開 
きま す 。 

スベ ー ス キー を 押し た 時 表示 され る 、 メ イン メニ ュー の 「9 : SEHLL (COMMAND. 
COM) 起動 」 と 同じ 機能 で す 。 


属 e 
画面 上 は 「 終 了 」 と 表示 され て いる キー で 、MET's Filedriver 4 を 終了 し 、MS 一 DOS 
に 戻り ます 。 


ROLL UP FROLL DOWM| 


カレ ンダ ー 表 示 を 1 ヵ月 ご と に 変更 する こと が で きま す 。 
で 、 1 ヵ月 先 に すす み 、 で 、1 ヵ月 戻り ます 。 


[SHIFTH [ROLL UP| 、ISHIFT| + IROLL DOWNI 
5 打電 『 補 6D。 
HIFTF で 、1 年 先 に すす み 、 HIFT| + で 、 1 年 戻り ます 。 


HOME CLR 
カレ ンダ ー 表 示 を 元 に 戻し ます 。 
た だ し 、 コ ンピュータ 本 体 の カレ ンダ ー に 連動 し ます 。 


TAB 
スケ ジュ ー ラ の 「 新 規 登録 」、「 更 新 」、「 削 除 」 の メニ ュー を 表示 し ます 。 


外宮 部 の 名 称 


以下 に MET's Filedriver 4 の 各部 名 称 を 説明 し ます 。 
な お 、 表 示さ れ て いな い 箇 所 に 関し て は 、 そ れ ぞ れ の 説明 時 に 紹介 し ます 。 


① ②@ @ @ ③ 
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まま @ 


④① マ ウス 使用 時 の ヘル プア イコ ン 

キー ボー ド の 「HELP」 キ ー を 押し て も 、 同 様 の 内 容 が 表示 され ます 。 
②@ マ ウス 使用 時 の 終了 メニ ュー アイ コン 。 

キー ボー ド の 「ESC」 キ ー を 押し て も 、 同 様 の 内 容 が 表示 され ます 。 
③ 時 計 表 示 

コン ピュ ー タ 本 体 の 内 蔵 時 計 に 連動 し ます 。 
④ カ レン ダー 表示 

コン ピュ ー る 本体 内蔵 の カレ ンダ ー に 連動 し ます 。 
アプ リケーション メニ ュー ベ ペー ジ 表 示 部 

いま 、 ど の ペー ジ の アプ リケーション メニ ュー を 表示 し て いる か 、 を 示し ます 。 
⑥ ア プリ ケー ショ ン メ ニュ ー タイ トル 部 

アプ リケーション の タイ トル を 表示 する 箇所 で す 。 


⑦ ア プリ ケー ショ ン メ ニュ ー 表題 表示 部 
アプ リケーション の 表題 を 表示 する 箇所 で す 。 
サブ タイ トル と 考え て 下さ い 。 

カレ ンダ ー 休 日 内 容 表 示 
カレ ンダ ー 用 の デー タフ ァイル 、「HOLIDAY.DAT」 に 記載 され て いる 休日 の 内 容 を 表示 
し ます 。 
この 「HOLIDAY.DAT」 は テキ スト ファ イル 形式 な の で 、 お 客 様 が 編集 し 、 自分 用 の 休日 
設定 を 行う こと も で きま す 。 

⑨ デ ィ ス ク 残 容量 表示 
MET's Filedriver 4 の 「MFD IV 実 行 環境 の 設定 」 で 設定 され た 、AP 登 録 ド ライ ブ の 残 
いり 容量 を 表示 し ます 。 

⑯ 機 能 フ ァ ン クシ ョ ン 
スペ ベー スキ ー を 押し た 時 に 表示 され る 、「 メ イン メニ ュー」 と 同じ 内 容 が 含ま れ た 、 機 能 フ 
ァ ン クシ ョ ン キ ー で す 。 


5.2 在 7's 7eg/r7ve/ の 大 婚 下 


前 の 項 で MET's Filedriver 4 を 起動 する こと が で きま し た 。 
基本 的 に この まま の 状態 で 、 日 本 語 入力 FEP や アプ リケーション ソフ ト を 登録 する こと が 
で きる の で す が 、 こ こ で MET's Filedriver 4 自身 の 環境 設定 に つい て ふれ て み ま し よう 。 


MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 か ら フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F7「 環 境 」 を 押す か 、 
スペ ー ス キー を 押し 、 メ イン メニ ュー を 表示 し て その 中 の 「* : MFD IV 実 行 環境 の 設定 」 に 
カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 

以下 の よう な が 画面 が 表示 され ます 。 


環境 設定 


マウ ス 使 用 [し する | 
マウ ス 成 度 
AP 登録 7 

起動 Editor [ ] 
起動 File 管 理 [ ] 
CRT 保 護 貴 


上 記 の 画面 が 、MET's Filedriver 4 の 、 環 境 設 定 画面 に かなり ます 。 


ここ で 設定 する 項目 は 、MET's Filedriver 4 の シス テム の 、 動 作 に 関し て の 環境 設定 と 
な り ま す 。 


旬 マ ウス 使用 
MET's Filedriver 4 の 、 画面 上 の 操作 で マウ ス を 使用 する か 、 使 用 し な いか の 設定 で す 。 


な お 、 お 使い に な れる マウ ス の 種類 は バス マウ ス の み に な り ま す 。 
シリ アル マウ ス は ご 使用 に な れ ま せん 。 
以下 の 方 法 で 設定 し て 下さ い 。 

① マ ウス 使用 の 項目 に カー ソル を 合せ ます 。 


②@ カ ー ソ ル を 合せ る と 、「 す る 」 に カー ソル が あっ て 反転 表示 の 状態 に な つっ てい ます 。 
も し 、MET's Filedriver 4 の 画面 上 で マウ ス を ご 使用 に な る の で し た ら 、 
この まま で 結構 で す が 、 ご 使用 に な ら な い 場 合 は 、 キー で 「 し な い 」 に 合せ て 下さ い 。 


③ マ ウス 使用 の 設定 は 以上 で 終了 で す 。 
「 マ ウス を 使用 し な い 」 に 設定 され だ 場合 は 、「AP 登録 ドラ イブ 」 に 移っ て くだ さい 


「 マ ウス を 使用 する 」 に 設定 され だ 場合 は 次 の 項目 の 「 マ ウス 感度 」 も 合せ て 設定 し て 下さ 
(1。 


他 に 何 も 環 境 設定 を 行う 必要 の な い 方 は 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
変更 し た 内 容 で 環境 設定 を 終了 し 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 
また 、ESC キー を 押す と 変更 し た 内 容 を 無効 に し て MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


人 @ マ ウス 感度 
MET's Filedriver 4 の 、 画面 上 で の 上 で の マウ ス の 感度 、 す な わ ち 移動 量 を 決定 し ます 。 
数 値 が 少な い 方 、「1 」 が 一 番 移動 量 が 多く な り 、「4」 が 一 番 移動 量 が 少な く な り ま す 。 
また 、 こ の 移動 量 は お 持ち の マウ ス の 移動 量 に 比例 し ます 。 
つま り 、 移 動 量 が 2OO カ ウン ト の マウ ス と 、8OO カ ウン ト の マウ ス で は 、 同じ 「1」 を 選 
択 し て も 移動 量 は 80O カ ウン ト の マウ ス の 方 が 多く な り ま す 。 


以下 の 方 法 で 設定 し て 下さ い 
① マ ウス 感度 の 項目 に カー ソル を 合せ ます 。 


② カ ー ソ ル を 合せ る と 、「2」 に カー ソル が あっ て 反転 表示 の 状態 に な つて いま す 。 
も し 、 この 感度 で MET's Filedriver 4 の 画面 上 で 、 マ ウス を ご 使用 に な る の で し た ら 、 こ 
の まま で 結構 で す が 、 感 度 を 変更 し た い 場 合 は 、 キー か | キー で 他 の 感度 に カー ソ 
ル を 合せ て 下さ い 。 


③ マ ウス 感度 の 設定 は 以上 で 終了 で す 。 
他 に 何 も 環境 設定 を 行う 必要 の な い 方 は 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
変更 し た 内 容 で 環境 設定 を 終了 し MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 
また 、ESC キー を 押す と 変更 し た 内 容 を 無効 に し て MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


人 @ AP 登録 ドラ イブ 
MET's Filedriver 4 で 、 日 本 語 入 力 FEP や 、 アプ リケーション ソフ ト を 登録 する 場合 の 、 
初期 ドラ イブ を 設定 し ます 。 


ここ で 設定 され た ドラ イブ 番号 は 、 日 本 語 入力 FEP の 自動 登録 、 マ ニュ アル 登録 の 実行 時 
や 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 自動 登録 、 マ ニュ アル 登録 、 ユ ー ザ 登録 の 実行 時 に 、 登 録 
優先 ドラ イブ と し て 認識 され 、 登 録 時 に ドラ イブ 変更 を 行わ な い 限 り 、 有 効 と な り ま す 。 


た と え そば 、 へ ドラ イブ に MET's Filedriver 4 の シス テム が イン スト ー ル され て いて も 、 ご 
の 設定 が B ドラ イブ 指定 に な っ て いた だ 場合 、 日 本 語 入力 FEP や 、 アプ リケーション ソフ ト 
の 登録 は 、B ドラ イブ が 優先 ドラ イブ と な り 、 登 録 時 に 変更 し な い 限 り 、 常 に B ドラ イブ 
に 登録 を 行い ます 。 

ここ で 設定 され た ドラ イブ 番号 は 、 画面 右 下 の 容量 表示 に 残り 容量 と と も に 表示 され ます 。 


また 、 こ の ドラ イブ 番号 の 初期 値 は N、 イ ンス トー ル さ れ た ドラ イブ 番号 に よっ て 異な り ま 
す 。 

これ は 、 AL ドラ イブ まで の ドラ イブ に イン スト ー ル し た 場合 、 そ の ドラ イブ 番号 に 見 あ 
つた 環境 ファ イル 、「MFD.CNF 上 」 を コピ ビー し て いる 為 で す 。 


以下 の 方 法 で 設定 し て 下さ い 
以下 は MET's Filedriver 4 が A へ ドラ イブ に 存在 する 場合 で す 。 


④「AP 登 録 ド ライ ブ 」 の 項目 に カー ソル を 合せ ます 。 


② カ ー ソ ル を 合せ る と 、 す で に 「A : 」 と な っ て いて 、 反 転 表示 の 状態 に は な つて いま す 。 
も し 、 この ドラ イブ に アブ リケーション ソ フト や 、 日 本 語 入力 FEP を 登録 され る の で し た 
ら こ の まま で 結構 で す が 、 変 更 さ れ た だい 場合 は 、 キー か =| キー を 押し て 下さ い 。 
接続 され て いる ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ 番号 が 表示 され ます 。 


③「AP 登 録 ド ライ ブ 」 の 設定 は 以上 で 終了 で す 。 

他 に 何 も 環境 設定 を 行う 必要 の な い 方 は 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 

変更 し た 内 容 で 環境 設定 を 終了 し 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 

また 、ESC キー を 押す と 変更 し た 内 容 を 無効 に し て MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


この 「AP 登 録 ド ライ ブ 」 の 機能 で 、MET's Filedriver 4 が イン スト ー ル され て いる ド 
ライ ブ 以 外 に 、「AP 登 録 ド ライ ブ 」 を 設定 し 、 な ん ら か の 理由 で その ドラ イブ が 無く な 
っ て し まっ た 後 、MET's Filedriver 4 を 起動 し た 場合 、MET's Filedriver 4 は 正常 に 
起動 する こと が で きま せん 。 


た と えば 、 ハ ー ド ディ スク を 2 分 割 し 、A ド ライ ブ に MET's Filedriver 4 を イン スト ー 
ル し 、B ドラ イブ を 「 ん 4 登録 ドラ イブ 」 と し て 設定 し ます 。 

そし て 、MET's Filedriver 4 を 終了 させ 、MS 一 DOS の フォ ー マ ッ トコ マン ド で 
B て リー プ 状 態 に し て 、A ドラ イブ か ら MET's Filedriver 4 を 起動 させ よ 
の EC 

以下 の 様 な メッ セー ジ が 最 下 行 に 表示 され 、 正常 に MET's Filedriver 4 を 立ち 上 げ 
る こと は 出来 ませ ん 。 


ドラ イブ の 準備 が で き て いま せん (B:) [ 中止 


この 場合 は 、 中 止 を 選択 し て 、MS - DOS に 戻り 、A ド ライ ブ の サブ ディ レク トリ 将 
MEFD の 中 の 「MFD.CNF」 を MS 一 DOS の 「DEL」 で 以下 の 様 に 削除 し て か ら 、MET" 
s Filedriver 4 を 再起 動 し て 下さ い 。 


DEL MEFD.CNF 


また 、 こ の 場合 環境 設定 で 設定 され て いた 内 容 は 、 全 て 消え て し まい ます の で 、MET's 
Filedriver 4 が 再起 動 し た 後 、 再 度 設定 し 直し て 下さ い 。 


( 0 


念 起 動 Editor 


この 項目 は 、MET's Filedriver 4 上 で 編集 作業 を 行う た め の 、 エ ディ タ の 起動 ファ イル 
名 を 設定 する 項目 で す 。 

ここ で 設定 され た エディ タ は 、「 ア プリ ケー ショ ン の 登録 」 の 「 ユ ー ザ 登録 」、「AP 環境 フ 
ァイル の 編集 」 の 「 環 境 フ ァイル 編集 」 で 使用 する こと が 出来 ます 。 


この 時 、 何 も 設定 し な い 場 合 は 標準 添付 の 「ME.EXE」 が 立ち 上 が り ま す 。 


以下 に 例 と し て 幌 ビ レッ ジ セ ンタ ー 社 の VZ エ ディ タ を 例 に 上 げ ま す 。 

方 法 と し て は 以下 の 2 つが 考え られ ます 。 

な お 、 以 下 の 例 の 環境 は ハー ド デ ィ スク が A ドラ イブ 、 フ ロッ ピー ディ スク が 日 、C ドラ 
イブ と 仮定 し ます 。 


1. サブ ディ レク トリ \ MFD に ソ Z エ ディタ の ファ イル を 全て コビー する 場合 
① サ ブ デ ィ レ クト リ \ MFD の 中 に 、 ソ エディ タ の 必要 ファ イル を 全て コピ ビー し ます 。 


②MET's Filedriver 4 を 立ち 上 げ 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F7「 環 境 」 を 押す か 、 ま だ は スズ 
ベー スキ ー を 押し て 、「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「* : MFD IV の 実行 環境 の 設定 」 に 
カー ソル を 合せ て キー を 押し て 下さ い 。 
「 環 境 設定 」 の ウイ ンド が 開き ます の で 、「 起 動 Editor」 に カー ソル を 合せ て 下さ い 。 
カー ソル が 点滅 する 状況 に な り ま す の で 、 ここ で VZ エ ディ タ の 起動 ファ イル 名 、「VZ」 を 
半角 で 入力 し て 下さ い 。 


④「 起 動 Editor」 の 設定 は 以上 で 終了 で す 。 
他 に 何 も 環境 設定 を 行う 必要 の な い 方 は 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
変更 し た 内 容 で 環境 設定 を 終了 し 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 
また 、ESC キー を 押す と 変更 し た 内 容 を 無効 に し て 、MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


2. すでに ハー ド デ ィ スク に VZ エ ディ タ が イン スト ー ル され て お り 、 その 中 の ファ イル を 使 
用 する 場合 


この 場合 、 例 と し て VZ エ ディ タ が イン スト ー ル され て いる ディ レク トリ は 、 サブ ディ レク 
トリ VZ と 仮定 し ます 。 


①MET's Filedriver 4 を 立ち 上 げ 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F5 「 編 集 」 を 押す か 、 ま た は ス 
ベー スキ ー を 押し て 、「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「7 : AP 環境 ファ イル の 編集 」 に 
カー ソル を 合せ て 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な 「 編 集 フ ァイル 選択 」 の ウイ ンド が 開き ます 。 


編集 ファ イル 選択 


実行 情報 ファ イル 
任意 の ファ イル 


ここ で 、「 任 意 の ファ イル 」 に カー ソル を 合せ 回 キー を 押し ます 。 
ウイ ンド が 以下 の 様 に 切り 換わり ます 。 


編集 する ファ イル 名 を 入力 し て 下さ い (中 止 :ESC) 


③ 上 記 の ウイ ンド が 開き まし た 、 以 下 の 様 に ファ イル 名 を 入力 し て 回 キー を 押し て 下さ い 。 
な お 、 フ ァイル 名 は あく まで 例 で す の で 、 ユ ー ザ 様 が 、 ご 都合 の いい ファ イル 名 を ご 使用 
下さ つて も 結構 で す 。 


VZ.BAT 


④「③」 で ファ イル 名 を 入力 し 回 キー を 押す と 、MET's Filedriver 4 標準 添付 の 「ME. 
EXE」 が 立ち 上 が っ て きま す 。 
そし て 、 画 面 中 央 に 「 新 し い フ ァイル で す 」 と 表示 され ます 。 
この 状態 か ら 以下 の 文字 列 を 入力 し て 下さ い 。 


CD だ SV 
VZ %1 
CD \MFD 


上 記 の 入力 で 、「CD 壮 MFD」 の 後 は 必ず 、【 剛 キー を 押し て 、 画 面 上 に 表示 され て い 
る 「EOF」 と いう マー ク が 4 行 目 に 来る よう に し て 下さ い 。 
「EOF」 と は 「End Of File」 の 略 で 、 フ ァイル の 終わ り を 意味 し て いま す 。 


入力 が 終わ り ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O に 「 終 了 」 が あり ます の で 、 こ の キー 
を 押し て 下さ い 。 
MET's Filedriver 4 の メイ ン メ ニュ ー の 「7 : AP 環境 ファ イル の 編集 」 か ら こ の 作業 に 
入ら れ だ 場合 に は 、 メ イン メニ ュー に 戻り 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F5「 編 集 」 か ら 、 作 業 
に 入ら れ だ 場合 に は メイ ン 画 面 に 戻り ます 。 


⑥ 前 記 の 状態 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F7「 環 境 」 を 押す か 、 ス ペー スキ ー を 押し て 
「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「* : MFD IV の 実行 環境 の 設定 」 に カー ソル を 合せ て 、 


キー を 押し て 下さ い 。 
「 環 境 設定 」 の ウイ ンド が 開き ます の で 、 キー で 「 起 動 Editor」 ま で カー ソル を 移動 し 


て 下さ い 。 
カー ソル が 点滅 し て 入力 待ち の 状態 に な り ま す 。 


@⑦ 前 記 の 状態 に な り ま し た ら 、「④」 で 作成 し た VZ.BAT の ファ イル 名 「VZ」 を 半角 で 入 
力 し て 下さ い 。 

⑧ 他 に 何 も 環 境 設定 を 行う 必要 の な い 方 は 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
変更 し た 内 容 で 環境 設定 を 終了 し 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 
また 、ESC キー を 押す と 変更 し た 内 容 を 無効 に し て 、MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


以上 で ソン エディ タ を MET's Filedriver 4 の 「 起 動 Editor」 に 設定 する 方 法 は 終了 で す 。 


念 起 動 File 管 理 


この 項目 は 、MET's Filedriver 4 上 で 、 フ ァイル 管理 行う た め の フ ァイル 管理 ソフ ト の 
起動 ファ イル 名 を 設定 する 項目 で す 。 

ここ で 設定 され た ファ イル 管理 は 、 ファ ンク ショ ン キ ー の F6 「FILE」 や 、 メイ ン メ ニュ ー 
の 「+ : ファ イル 管理 の 呼び 出し 」 で 使用 する こと が 出来 ます 。 

この 時 、 何 も 設定 し な い 場 合 は 標準 添付 の 「FDRV.EXE」 が 立ち 上 が り ま す 。 


以下 に 例 と し て 幌 マ イク ロ デ ー タ の 「 エ コロ ジー HI 」、 弊 社 の 「MET's File Control Cute」 
を 例 に 上 げ ま す 。 
「 エ コロ ジー I 」 は 2 つの 方 法 が 、「MET's File Contro1 Cute」 は 1 つの 方 法 が あり ます 。 


な お 、 以 下 の 例 の 環境 は ハー ド デ ィ スク が A ドラ イブ 、 フ ロッ ピー ディ スク が B、C ドラ 
イブ と 仮定 し ます 。 


I. 由 マ イク ロ デ ー タ 「 エ コロ ジー I 」 の 場合 
1. サブ ディ レク トリ \ MFD に エコ ロジ ー I の 必要 ファ イル を コピ ー す る 場合 
① サ ブ デ ィ レ クト リ \ MFD の 中 に 、 エ コロ ジー HI の 必要 ファ イル を 全て コピ ー し ます 。 


@②MET's Filedriver 4 を 立ち 上 げ 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F7「 環 境 」 を 押す か 、 ま た は ス 
ベー スキ ー を 押し て 、「 メ イン メニ ュー」 を 表示 し 、「* : MFDIV の 実行 環境 の 設定 」 に カー 
ソル を 合せ て 回 キー を 押し て 下さ い 。 
画面 中 央 に 「 環 境 設定 」 の ウイ ンド が 開き ます の で 、 ウ イン ド が 開き まし た ら 「 起 動 File 
管理 」 に |!| キー で カー ソル を 移動 せ て 下さ い 。 
カー ソル が 点 減 す る 状況 に な り ま す の で 、 ここ で エコ ロジ ー I の 起動 ファ イル 名 、「EC」 を 
半角 で 入力 し て 下さ い 。 


④「 起 動 File 管 理 」 の 設定 は 以上 で 終了 で す 。 
他 に 何 も 環 境 設定 を 行う 必要 の な い 方 は 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
変更 し た 内 容 で 環境 設定 を 終了 し 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 
また 、ESC キー を 押す と 変更 し た 内 容 を 無効 に し て MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


2. すでに ハー ド デ ィ スク に エコ ロジ ー II が イン スト ー ル され て お り 、 そ の 中 の ファ イル を 
使用 する 場合 


この 場合 、 例 と し て エコ ロジ ー II が イン スト ー ル され て いる ディ レク トリ は 、 サ ブ デ ィ レ 
リト リ 半 EC2 と 仮定 し ます 。 


①MET's Filedriver 4 を 立ち 上 げ 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F5「 編 集 」 を 押す か 、 ま た は ス 
ベー スキ ー を 押し て 、「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、 「7 : AP 環境 ファ イル の 編集 」 に カー 


ソル を 合せ て 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な 「 編 集 フ ァイル 選択 」 の ウイ ンド が 開き ます 。 


編集 ファ イル 選択 


実行 情報 ファ イル 
任意 の ファ イル 


② こ こ で 任意 の ファ イル に カー ソル を 合せ キ ー を 押し ます 。 
ウイ ンド が 以下 の 様 に 切り 換わり ます 。 


編集 する ファ イル 名 を 入力 し て 下さ い (中 止 :ESC) 


③ 上 記 の ウイ ンド が 開き まし た 、 以 下 の 様 に ファ イル 名 を 入力 し て 回 キー を 押し て 下さ い 。 


EC.BAT 


⑨④「③」 で ファ イル 名 を 入力 し 回 キー を 押す と 、MET's Filedriver 4 標準 添付 の 「ME. 
EXE」 か 、 前 項 の 「 起 動 Editor」 で 設定 し た エディ タ が 立ち 上 が っ て きま す 。 
標準 添付 の 「ME.EXE」 の 場合 は 、 画 面 中 央 に 「 新 し い フ ァイル で す 」 と 表示 され ます 。 
この 状態 か ら 以 下 の 文字 列 を 入力 し て 下さ い 。 


CD 全 牙 C2 


EC 
CD \MFD 


この 時 、 画面 上 に 表示 され て いる 「EOF」 と は 「End Of File」 の 略 で 、 フ ァイル の 
終わ り を 意味 し て いま す 。 

また 、 前 項 の 「 起 動 Bditor」 で エディ タ を 設定 し た 場合 は 、 そ の エディ タ ご と に 新規 
ファ イル に 対す る あつ か い 方 、 終了 方 法 が 異な り ま す の で 、 そ の エディ タ の マニ ュ ア 
ル を ご らん 下さ い 

例え ば 、 前 項 で 「 起 動 Bditor」 に 設定 し た VZ エ ディ タ の 場合 、 画面 下部 に 以下 の 様 
に 表示 され ます 。 


A : 壮 MFD 壮 EC.BAT は 見 つか り ま せん 。 新規 ファ イル で すか ? (Y/N) 


上 記 の メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、「Y] を 入力 し て 、 較 キー を 押し て 下さ い 。 
編集 モー ド に 入り ます の で 、「④」 の 文字 列 を 入力 し て 下さ い 


⑤ 入 力 が 終わ り ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F10O に 「 終 了 」 が あり ます の で 、 こ の キー 
を 押し て 下さ い 。 
MET's Filedriver 4 の メイ ン メ ニュ ユー の 「7 : AP 環境 ファ イル の 編集 」 か ら この 作業 に 
入ら れ だ 場合 に は 、 メ イン メニ ュー に 戻り 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F5「 編 集 」 か ら 作業 に 
入ら れ だ 場合 に は メイ ン 画 面 に 戻り ます 。 


@ 前 記 の 状態 か らち 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F7「 環 境 」 を 押す か 、 ス ペー スキ ー を 押し て 「 メ 
イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「* : MFD IV の 実行 環境 の 設定 」 に カー ソル を 合せ て 回 キー 
を 押し て 下さ い 。 

「 環 境 設定 」 の ウイ ンド が 開き ます の で 、 キー で 「 起 動 Fi1e 管 理 」 まで カー ソル を 移動 
し て 下さ い 。 
カー ソル が 点 減 し て 入力 待ち の 状態 に な り ます 。 


⑦ 前 記 の 状態 に は な は り ま し た ら 、「④」 で 作成 し た EC.BAT の ファ イル 名 「EC」 を 半角 で 入 
力 し て 下さ い 。 


⑧ 他 に 何 も 環 境 設定 を 行う 必要 の な い 方 は 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
変更 し た 内 容 で 環境 設定 を 終了 し 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 
また 、ESC キー を 押す と 変更 し た 内 容 を 無効 に し て MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


以上 で エコ ロジ ー II を MET's Filedriver 4 の 「 起 動 File 管 理 」 に 設定 する 方 法 は 終了 で す 。 


II. 弊社 の MET's File Control Cute の 場合 


この 場合 、 例 と し て MET's File Contro1 Cute が イン スト ー ル され て いる ディ レク トリ は 、 サ 
ブ デ ィ レ クト リ \ MFC と 仮定 し ます 。 


①MET's Filedriver 4 を 立ち 上 げ 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F5 「 編 集 」 を 押す か 、 ま た は ス 
ベ ペース キー を 押し て 、「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、 「7 : AP 環境 ファ イル の 編集 」 に カー 


ソル を 合せ て 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な 「 環 境 フ ァイル 編集 」 の ウイ ンド が 開き ます 。 


編集 ファ イル 選択 


実行 情報 ファ イル 
任意 の ファ イル 


②@ こ こ で 任意 の ファ イル に カー ソル を な を 合せ 回 キー を 押し ます 。 
ウイ ンド が 以下 の 様 に 切り 換わり ます 。 


編 信 する ファ イル 名 を 入力 し て 下さ い (中 止 :ESC) 


③ 上 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、 以下 の 様 に ファ イル 名 を 入力 し て 回 キー を 押し て 下さ い 。 


MFCC.BAT 


④「③」 で ファ イル 名 を 入力 し 、 回 キー を 押す と 、MET's Filedriver 4 標準 添付 の 「ME. 
EXE」 か 、 前 項 の 「 起 動 Editor」 で 設定 し た エディ タ が 立ち 上 が っ て きま す 。 
標準 添付 の 「ME.EXE」 の 場合 は 、 画 面 中 央 に 「 新 し い フ ァイル で す 」 と 表示 され ます 。 
この 状態 か ら 以下 の 文字 列 を 入力 し て 下さ い 。 


CD ゞ MFC 
SET PATH= ム A:。 太 :MECr 


MFC 
CD \MFD 


この 時 、 画 面 上 に 表示 され て いる 「EOF」 と は 「End Of File」 の 略 で 、 フ ァイル の 
終わ り を 意味 し て いま す 。 


前 項 の 「 超 動 Editor」 で エディ タ を 設定 し た 場合 は 、 そ の エディ タ ご と に 新規 ファ イ 
ル に 対す る あつ か い 方 が 異な り ま す の で 、 そ の エディ タ の マニ ュ ア ル を ご らん 下さ い 。 


例え ば 、 前 項 で 「 起 動 Editor」 に 設定 し た VZ エ ディ タ の 場合 、 画面 下部 に 以下 の 様 に 
表示 され ます 。 


人 A : 壮 MFD\ MFCC.BAT は 見 つか り ま せん 。 新規 ファ イル で すか ? (Y/N) 


上 記 の メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、「Y」 を 入力 し て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
編集 モー ド に 入り ます の で 、「④」 の 文字 列 を 入力 し て 下さ い 


また 、MET's File Control Cute は 起動 時 に は 約 150KB の メモ リ を 消費 し ます の で 、「 メ 
モリ 不足 で す 」 と 表示 され 、 起 動 し な い 場 合 が あり ま 
この 場合 は 、CONEFIG.SYS、AUTOEXEC.BAT で 消費 し て いる メイ ン メ モリ を 削減 


⑤ 入 力 が 終わ り ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O に 「 終 了 」 が あり ます の で 、 こ の キー 
を 押し て 下さ い 。 
MET's Filedriver 4 の メイ ン メ ニュ ー の 「7 : AP 環境 ファ イル の 編集 」 か ら こ の 作業 に 
入ら れ だ 場合 に は 、 メ イン メニ ュー に 戻り 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F5 「 編 集 」 か ら 作 業 に 
入ら れ だ 場合 に は メイ ン 画 面 に 戻り ます 。 


⑥ メ イン 画面 に 戻り まし た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F7 「 環 境 」 を 押す か 、 ま た は スペ ー ス 
キー を 押し て 、「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「 * : MFD IV の 実行 環境 の 設定 」 に カー 
ル を 合せ て 回 キー を 押し て 下さ い 。 

「 環 境 設定 」 の ウイ ンド が 開き ます の で 、「File 管 理 」 に [! | キー で カー ソル を 合せ て 下さ 
k 

カー ソル が 点滅 する 状況 に と なり ま す の で 、 ここ で 先程 作成 し た ファ イル 名 、「MFCC」 を 半 
角 で 入力 し て 下さ い 。 


⑦「 起 動 File 管 理 」 の 設定 は 以上 で 終了 で す 。 
他 に 何 も 環境 設定 を 行う 必要 の な い 方 は 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
変更 し た 内 容 で 環境 設定 を 終了 し 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 
また 、ESC キー を 押す と 変更 し た 内 容 を 無効 に し て MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


人 @ で CTR 保護 


CRT の 焼き 付け 防止 の 為 の 機能 で す 。 
1 分 間隔 で 、O 分 か ら 6O 分 の 範囲 で 設定 で き 、O 分 に 設定 し た 場合 、CRT 保護 機能 は 動 
作 し ませ ん 。 


以下 の 方 法 で 設定 し て 下さ い 
①④ 環 境 設定 の ウイ ンド 内 の CRT 保護 に カー ソル を 合せ ます 。 


@ 表 示 色 が 変り ます の で 、CRT 保護 を 動作 させ た い 時 間 を 入力 し て くだ さい 。 
入力 で きる の は O へ 6O ま で の 範囲 内 で す 。 


③ 入 力 が 終わ り ま し た ら 、 回 キー を 押し て くだ さい 。 
変更 し た 内 容 で 環境 設定 を 終了 し 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 
また 、ESC キー を 押す と 変更 し た 内 容 を 無効 に し て MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


@② 設 定 さ れ だ 時 間 が くる と 、 画 面 が 消え 、 右 上 に 時 刻 表 時 の み を 表示 し ます 。 
元 に 戻す に は 、 以 下 の キ ー 以 外 の キー を 押し て くだ さい >。 
元 の 画面 に 戻り ます 。 


CRT 保護 の 動作 を 停止 で き な い キー 


STOP、SHIFT、XFER、NEFER、GRPH、 カ ナ 、CAPS、CTRL 
COPYSIVF1 一 VFS 


以上 で MET's Filedriver 4 の 「 環 境 設定 」 は 終了 で す 。 
ここ で 設定 し た 内 容 は 、 サブ ディ レク トリ \ MFD の 「MFD.CNF」 に 記憶 され ます 。 


5. づ 在 7's 万 7eg77ve/ 4 の 終了 


MET's Filedriver 4 を 終了 させ る に は 、「 メ イン 画面 」 の 状態 か ら 、 キ ー ボ ー ド の 「ESC 
キー」 か 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O を 押し ます 。 
する と 、 以 下 の よ うな ウイ ンド が 画面 中 央 に 表示 され ます 。 


終了 し ます か ? 


還 呈 雇 較 [| いい え | 


①④ 上 記 の 状態 で は 「 は い 」 に カー ソル が あっ て いま す の で 、 終 了 さ せる の で し た ら 、 そ の ま 
ま 回 キー を 押し て 下さ い 。 画面 が ヘ A> の 状態 に な り ま す 。 


終了 し な い の で あれ ば 、「 い いえ 」 に カー ソル を 移し て 、 回 キー を 押す か 、 も う 一 度 、「ESC 


キー」 を 押し て 下さ い 。 
MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 に 戻り ます 。 


第 6 湯 日 本 嘆 入力 FEP、42 ド 2! と リー) ョ 7 の 登録 


MET's Filedriver 4 は 「 日 本 語 入力 FEP」 と 「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 」 を 個別 に 登録 
し 、 そ の 組み 合わ せ で アプ リケーション ソフ ト を 起動 する こと が 可能 で す 。 

MET's Filedriver 4 で アプ リケーション ソフ ト を 登録 する 場合 、 そ の ソフ ト で 使用 する 
日 本 語 入力 FEP を まず 、 イ ンス トー ル す る 必要 が あり ます 。 


これ は 、MET's Filedriver 4 が アプ リケーション ソフ ト と 、 日 本 語 入力 FEP を 分 け て 登 
録 し 管理 し て いる 為 で 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト を イン スト ー ル する 場合 、 そ の 過程 で 使用 
する 日 本 語 入 力 FEP を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 

し た が つて 、 も し 日 本 語 入力 FEP を イン スト ー ル し て いな か つ だ 場合 、 そ の 箇所 で 日 本 語 
入力 FEP の 使用 指定 する こと は で きま せん の で 、 日 本 語 入 FEP は アプ リケーション ソフ 
ト よ り 、 最 初 に 登録 し な けれ ば な り ま せん 。 


6.7 妹 め こす る ご と ・… 万 雪 朋 入 力 と どの 登録 


さき ほど も 触れ まし た が 、 現 在 市 販 さ れ て いる 大 多数 の 「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 」 は 大 
きく 分 け て 「 日 本 語 入力 FEP」 の 部 分 と 、「 メ イン プロ グラ ム 」 の 部 分 に 分 ける こと が で きま 
す 。 

これ は MS - DOS の 特徴 で あめ る 、「 デ バイ ス ド ラ イ バ 」 で 「 日 本 語 入力 FEP」 が サポ ー ト 
され て いる か ら で 、MS - DOS 以 前 の 「CPM86」 や 日 本 電気 費 の コン ピュ ー タ 本 体 に 標 
準 添付 され て くる 「BASIC」 な ど と は 異な り ま す 。 


MET's Filedriver 4 は この 特徴 を た 生か し て 、 先 に 「 日 本 語 入力 FEP」 を 登録 し た 後 、「 ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト 」 を 登録 し 、 こ の 時 使用 する 「 日 本 語 入力 FEP」 を 指定 する 方 式 を と 
で いい ます 。 

また 、 登録 し た 後 も 指定 し た 「 日 本 語 入力 FEP」 を 、 別 の 「 日 本 語 入力 FEP」 に 変更 する 
こと も で きま す 。 

登録 方 法 も 対話 式 で ハー ド デ ィ スク 内 に イン スト ー ル する 「 自 動 登録 」 と 、 既 に ハー ド デ 
ィ ス ク 内 の , サブ ディ レク トリ に イン スト ー ル され て いる 日 本 語 入 力 FEP を メニ ュー に 登録 
する 「 マ ニュ アル 登録 」 が あり ます 。 

さら に 、 日 本 語 入力 FEP 以 外 の キャ ラク 系 デバ イス ドラ イ バ を 登録 する 、 「 ユ ー ザ 登録 」、 
イン スト ー ル ファ イラ ー 内 に 記載 され て いる 、 補 足 説明 の み を 表示 する 「 ヘ ルプ 表示 」 の 機 
能 も や あり ます 。 
する こと が で き 、 登 録 さ れ た デバ イス ドラ イ バ も 各 ア プリ ケー ショ ン ソ フト に 設定 する こと 
が で きま す 。 


最後 に 、 この 機能 の メニ ュー タイ トル は 「 デ バイ ズ ド ライ バ の 登録 」 と な つて いま す が 、「 自 
動 登録 」「 マ ニュ アル 登録 」 は 、 日 本 語 入力 FEP の み の 登 録 と な り ま す 。 

「 ユ ー ザ 登録 」 で 、 各種 の デバ イス ドラ イ バ を 登録 する こと が で きま す が 、 キ ャ ラク る タ 系 の 
デバ イス ド ライ バ の み の 登 録 と な り ま す 。 


6.2 万 分 募 入 力 と どど の 法 > 
6.2. 7 万 去 和 力 F ら の 下 動 登録 


この 日 本 語 入力 FEP の 自動 登録 と は 、MET's Filedriver 4 で 準備 し て いる 、 登録 用 の 手 
順 を 記述 し た テキ スト ファ イル (以下 ファ イラ ー) が 対応 し て いる 、 日 本 語 入 力 FEP を 会 話 
式 で ハー ド デ ィ スク 内 に イン スト ー ル し て いく 方 法 を さ し ま す 。 

後述 する 、 マ ニュ アル 登録 と 異な る の は 、 フ ァイル を ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル 、 要 
する に コピ ビー する 、 と いう 作業 を 行う 点 で す 。 

また 、 自 動 登録 の 場合 、 以 下 の 制 限 事 項 が あり ます 。 


・ Fr Filedriver 4 で サポ ー ト し て いな い 日 本 語 入力 FEP は 、 登録 する こと が で き 
ん 


自動 登録 を 実行 し た 場合 、 そ の 辞書 指定 は い 、A ドラ イブ の ルー トディ レク トリ と な っ 
て いま す の で 、 辞書 が 違う 位置 に 存在 し て いる 場合 は 、 自 動 登録 終了 後 、「F5 : 編集 」 
の 「1 : デバ イス 情報 ファ イル 」 で 、「 日 本 語 入力 FEP」 を 選択 し 、 自動 登録 し た 日 本 
語 入力 FEP を 指定 し て 、 辞書 パス を 変更 し て くだ さい 。 
辞書 パス の 指定 方 法 は 、 各 日 本 語 入 力 FEP の 取り 扱い 説明 書 を ご らん 下さ い 。 
イン スト ー ル され る ファ イル は 、 動 作 に 最低 限 必要 な ファ イル の み に 限 っ て いま す 。 
し た が っ て 、 そ の 中 に 含ま れ て いな い フ ァイル で 、 お 客 様 が 必要 と され る ファ イル は 、 
お 手数 で す が 手 作業 で 、 ハ ー ド ディ スク 内 に コピ ー し て 下さ い 
・MS-DOS Ver5.0 に 正式 に 対応 し て いな い 、 日 本 語 入力 FEP は MS - DOS Yer5.0 で 
は 使わ な いで 下さ い 。 
イン スト ー ル され る 日 本 語 入 力 FEP が 、 MS - DOS Ver5. 0 対応 か どう か は 、 そ の メー 
カ 様 に ご 確認 下さ い 。 


以下 の 手順 で 実行 し て 下さ い 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F2「DEV」 を 押し 
で 、。 ド 念 0。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


上記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 De に カー ー ソ ル を 合せ て 、 


キー を 押し て 下さ し \。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


13: ユー ザー 登録 | 


、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー 表示 させ 、「2 : 
の 登録 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 才 し て も 表示 され ます 。 


@③ 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、 「 自 動 登録 」 に [|」 | キー か [1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 
回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な 日 本 語 入力 FEP の 選択 ウイ ンド が 表示 され ます 。 


日 本 語 FEP 名 


ALPHAX] . 0 
ATOK6 . ATOK6 


ATOK7 . ATOK7 


ATOK7S . ATOK7. Small 
ATOK7_12.HCF ATOK7 Ver1.20 
EG ガ ァ .HCF EGBridge 

FIX4S .HCF FIX4S 


⑨ こ の ウイ ンド が 「 登 録 FEP 選 択 ウ イン ド 」 で す 。 
この ウイ ンド で 、MET's Filedriver 4 に 登録 し た い 、 日 本 語 入 力 FEP を 選択 し ます 。 
ここ で は 、 例 と し て ATOK7 を 使用 し ます 。 
ATOK7 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


タイ トル 、 表 題 、 登 録 デ ィ レ クト リ を 設定 し て 下さ い 


タイ トル [ATOK7 
表 題 [ 


登録 する パス 名 


[A:\ATOK7 


この 画面 で は 登録 する 「 日 本 語 入力 FE ピロ 」 の タイ トル 、 表 題 、 登 録 バ ス 名 な どの 変更 が で 
きま す 。 


⑥ ま ず 、 こ の ウイ ンド が 表示 され だ 段階 で 、 表 題 に カー ソル が 合っ つて いま す 。 
この 表題 は 、FEP の メニ ュー タイ トル の 右 横 に 表示 され る [ ] の 箇所 の こと で 、 こ こ に 
メニ ュー タイ トル に 入り 切ら な い 、 バ ー ジ ョ ン 表 示 な ど を 記述 する な どの 使用 方 法 が あり 
ます 。 
半角 で 20 文字 、 全 角 で 10 文字 入力 する こと が で きま す 。 


⑦ 回 キー を 押す と 、「 登 録 す る バス 名 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
この バス は 変更 する こと が 可能 で す 。 
た と えば 、A ドラ イブ が AP 登録 ドラ イブ に な っ て いた 場合 、 こ こ で は 「A : ATOK7」 
と な り ま す が 、B ドラ イブ に 登録 し と た けれ ば 、 [ 旧 S| キ ー で 消し て 、「B : \ ATOK7」 と す 
れ ば 、B ドラ イブ の \ ATOK7 に ファ イル が 転送 され ます 。 


⑧ も う 1 劇 記 キー を 押す と 、 今 度 は 「 タ イト ル 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
自動 登録 の 場合 、、 そ の ファ イラ ー で 設定 され て いる タイ トル が 、 こ こ に 最初 か ら 表 示さ 
れ て いま す が 、 変え た い 場 合 は 、 BS| キ ー で 消し て 、 お 好み の タイ トル を 入力 し て 下さ い 。 
半角 で 2O 文字 、 全 角 で 1O 文 字 登 録 で きま す 。 


⑨ 全 て 終わ り ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O| を 押し て 下さ い 。 
次 の ウイ ンド が 表示 され ます 。 


メニ ュー 上 の 登録 位置 を 設定 し て 下さ い 


日 本 語 FEP 選択 


0. 較 [ 
1. [ 
2. 【 
3. [ 
4. [ 
5. [ 
6. [ 
7. [ 
8. [ 
9. [ 
*. | FEP は 使用 し な い | [ 


「 


⑩ こ の 画面 は 日 本 語 入力 FEP の メニ ュー 画面 で す 。 
登録 し た い 位 置 に [! | キー か [1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
また 、 テ ン キ ー の O へ 9 を 押す と 、 そ の 位置 に 移動 し ます 。 
だ た だ し 、 そ の 位置 に 他 の FEP が 登録 され て いる 場合 は 、 以下 の エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 さ 
れ 、 登録 する こと は で きま せん 。 


そこ は 登録 済み で す 何 か キ ー を 押し て 下さ い 


さら に 、「*」 に は 「FEP を 使用 し な い 」 が 、 あ ら か じ め 割 り 当 て られ て いま す 。 
「*※」 キ ー を 押す と 、 カ ー ソ ル は そこ に 移動 し ます が 、 登 録 す る こと は で きま せん 。 
登録 し よう と し た 場合 、 以 下 の エ ラー メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


そこ に は 登録 で きま せん 何 か キ ー を 押し て 下さ い 


⑩⑪ 登 録 位 置 を 決め まし た ら 、 回 キー を 押し て 下さ い 
ATOK7 の 場合 は 、 次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


この ファ イラ ー は ATOK7 の ファ イラ ー で す 


以下 の アプ リケーション ソフ ト に バン ドリ ング され て いる ATOK7 を イン ス 
トー ル 元 と し て 使用 する こと が で きま す 


一 太郎 Ver4.3 (保存 用 ディ スク 5 枚 ) 
一 太郎 dash (保存 用 ディ スク 3 枚 ) 


続き が あり ます の で 、 何 か キー を 押し て 下さ い 


上 記 、 ウ イン ド の 内 容 は ファ イラ ー に よっ て 異な り ま す 。 
ここ で は 、ATOK7 (ATOK7.HCF) を 例 に 上 げ て いま す 。 


⑯⑲ 後 は 、 画 面 に 表示 され る メッ セー ジ に し た が っ て 、 イ ンス トー ル を 行なっ つて 下さ い 。 
イン スト ー ル 作業 を 開始 し ます 。 
イン スト ー ル が 終了 する と 、 以 下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


補足 説明 を 表示 し ます か ? 


軸 梓 昌 [し zol 


⑬ こ れ は 、 各 ファ イラ ー 内 に 個別 に 記述 され た 、 補 足 説明 を 表示 する か 、 し な いか 、 の 選択 
で 、「 す る 」 を 選択 し た 場合 、 以 下 の ウ イン ド を 表示 し ます 。 
だ た だ し 、 こ の 時 、ESC キー だ け は 押さ な いで 下さ い 。 
それ まで の 登録 作業 が 無効 に な り ま す 。 
必ず 、 キー と | キー で 選択 し 、 回 キー で 決定 し て 下さ い 。 


この 補足 説明 は ATOK7 の 補足 説明 で す 
この ファ イラ ー で イン スト ー ル で きる ATOK7 は 以下 の アプ リ ケ 
ーション ソフ ト に バン ドリ ング され て いる も の で す 


一 太郎 Ver4.3 (保存 用 ディ スク 5 枚 ) 
一 太郎 dash (保存 用 ディ スク 3 枚 ) 


続き が あり ます の で 、 何 か キー を 押し て 下さ い 


⑭ ATOK7 (ATOK7.HCF) の 場合 、 こ れ が ヘル プ 表 示 (補足 説明 ) の 最初 の 画面 で す 。 
後 は 、 画 面 の 指示 に し た が つっ て 、 何 か キー を 押し て 下さ い 。 
補足 説明 の 内 容 が 一 通り 、 表 示さ れ ま す 。 
最後 に 、 以 下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


補足 説明 を 表示 し ます か ? 


ここ で 、「 す る 」 を 選択 し だ 場合 、 再 度 、 補 足 説明 が 表示 され ます 。 
また 、「 し な い 」 を 選択 し た 場合 は 、 以 下 の ウ イン ド を 表示 し ます 。 
た だ し 、 こ の 時 、ESC キー だ け は 押さ な いで 下さ い 。 
それ まで の 登録 作業 が 無効 に な り ま す 。 
必ず 、 キー と [| キー で 選択 し 、 回 キー で 決定 し て 下さ い 。 


ATOK7 の 補足 説明 の 表示 を 終了 し ます 


何 か キ ー を 押し て 下さ い 


以上 で 、 日 本 語 入力 FEP の 自動 登録 は 終了 で す 。 


6..2 盛 才 計 入力 テモ だ どの マニ ュ ア ん 登録 


この 、 日 本 語 入力 FE の マニ ュ ア ル 登 録 と いう 機能 は 、MET's Filedriver 4 で サポ ー ト 
し て いる 日 本 語 入 力 FEP が 、MET's Filedriver 4 の FE ビ メ ニュ ー に 登録 され て いな い 状 
況 で 、 ハー ド デ ィ スク 内 の サブ ディ レク トリ に 存在 し て いる 場合 、 そ の FEP を 登録 する 場合 
に 使用 する 方 法 で す 。 


た と えば 、MET's Filedriver 4 で は 、ATOK7 を 自動 登録 で け サポー ト し て いま す が 、 
MET's Filedriver 4 導入 以前 に 、 お 客 様 の 手 で ハー ド デ ィ スク 内 に ATOK7 が 導入 され て 
いる ケー ス が ある と し ます 。 

この 場合 、MET's Filedriver 4 の 自動 登録 で 、ATOK7 を 再 登録 し て も 問題 は は い の で 
す が 、ATOK7 関係 の ファ イル が 重複 し て し まい 、 無駄 な ファ イル が ハー ド デ ィ スク に 存在 
する 結果 と な り ま す 。 


この 様 な 無駄 を 省く た め に も 、 マ ニュ アル 登録 を 活用 し て くだ さい 
また 、 マ ニュ アル 登録 に は 以下 の 様 な 制限 事項 が あり ます 。 


・ PP - で こ な え る 日 本 語 入 力 FEP は 、MET's Filedriver 4 が 対応 し て い 
る も の に 
マニ ュ ア ル 登 録 の 対象 と な る 日 本 語 入 力 FEP は 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 内 に 格納 され て い 
る 事 が 、 条 件 と な り ま 
マニ ュ ア ル 登 録 を 実行 し た 場合 、 そ の 辞書 指定 は 、A ドラ イブ の ルー トディ レク トリ 
と な っ て いま す の で 、 辞書 が 違う 位置 に 存在 し て いる 場合 は 、 マ ニュ アル 登録 終了 後 、 


「F5 : 編集 」 の 「1 : デ ダバ イス 情報 ファ イル 」 で 、「 日 本 語 入力 FEP」 を 選択 し 、 マ ニ 

ュ ア ル 登 録 し た 日 本 語 入力 FEP を 指定 し て 、 辞書 パス を 変更 し て くだ さい 。 

辞書 パス の 指定 方 法 は 、 各 日 本 語 入力 FEP の 取り 扱い 説明 書 を ご らん 下さ い 。 
・MS-ーDOS Ver5.0 に 正式 に 対応 し て いな い 、 日 本 語 入力 FEP は MS - DOS Ver5.0 で 

は 使わ な いで 下さ い 。 

イン スト ー ル され る 日 本 語 入 力 FEP が 、 MS-- DOS Ver5. 0 対応 か どう か は 、 そ の メー 

カ 様 に ご 確認 下さ い 。 


以下 の 例 は 、 ま だ 、MET's Filedriver 4 の FE ビワ メニ ュー に 、ATOK7 が 登録 され て いな 
いも の と し 、 ハ ー ド ディ スク A ド ライ ブ の 、 サ ブ デ ィ レ クト リ \ ATOK7 に は 、ATOK7 が 
既に 存在 し て いる 、 と 仮定 し ます 。 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 から 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F2「DEV」 を 押し 


て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


② 上 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 デ バイ ス ド ラ イ バ の 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 
キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


前 記 の ウイ ンド は 「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 、「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「2 : デ 
バイ ス ド ラ イ バ の 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


③「②」 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 マ ニュ アル 登録 」 に [! | キー か [1 | キー で 、 カ ー 
ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な 日 本 語 入力 FEP の 選択 画面 が 表示 され ます 。 


登録 FEP 選択 


ファ イル 名 


ALPHAX1 .HCF 
ATOK6  .HCF 
ATOK7  .HCF 
ATOK7S .HCF 
ATOK7_12.HCF 
EG ガ .HCF 
FIX4S .HCF 


日 本 語 FEP 名 


e:2 王 当 
ATOKG6 
ATOK7 
ATOK7 Smal1 
ATOK7 Ver1. 20 
EGBridge 
FIX4S 


④ 前 記 の 「 登 録 FEP 選 択 」 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 マ ニュ アル 登録 を 行い た い 「 日 
本 語 入力 FEP」 に ! キー か 1 キー で カー ソル な 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
この 例 で は 「ATOK7」 を 例 に し て いま す の で 、「ATOK7」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー 


を 押し て 下さ い 。 


次 の 画面 の 様 に ハー ド デ ィ スク に 内 容 が ツリ ー 構 造 で 表示 され ます 。 
ツリ ー 構 造 の 表示 状態 は 、 お 客 様 の ハー ド デ ィ スク の 内 容 に よっ て 、 異 な り ま す 。 


LATOK7 


登録 FEP 選択 


10.SYS 
MSDOS. SYS 
COMMAND. COM 


RET: 決 選 ROLLOP:|  ROOLOP:1| BSC: 中 出 


この 時 、 表 示さ れ た ドラ イブ 以外 の ハー ド デ ィ スク に 、 日 本 語 入力 FEP が 登録 され て 
いる 場合 は 、 加 キー か 四 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の ウイ ンド が 画面 中 央 に 表示 され ます 。 


LRET : 決定 | 


画面 が 表示 され まし た 3 目的 の 日 本 語 入力 FEP が 存在 する 、 ハ ー ド ディ スク を 
選択 し て 回 キー を 押し て 下 
その バニ ドッ スク の ツリ 本 議 近 表す 


ーッ 


⑧「④」 の 画面 が 表示 され まし た ら 、 \ATOK7 と いう ディ レク トリ に 、 キー か [1 | キー 
で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な 画面 が 表示 され ます 。 


タイ トル 、 表 題 、 登 録 デ ィ レ クト リ を 設定 し て 下さ い 


タイ トル [ATOK7 
表 題 [ ] 


登録 する パス 名 
[A:\ATOK7 ] 


行 移動 : 


⑥ こ の 画面 で は 登録 する 「 日 本 語 入力 FEP」 の タイ トル 、 表 題 、 登 録 パ バス 名 な どの 変更 が で 
きま す 。 


(⑦ ま ず 、 こ の ウイ ンド が 表示 され た だ 段階 で 、 表 題 に カー ソル が 合 つ て いま す 。 
この 表題 は 、FEP の メニ ュー タイ トル の 右 横 に 表示 され る [ ] の 箇所 の こと で 、 こ 
こ に メニ ュー タイ トル に 入り 切ら な い 、 バ ー ジ ョ ン 表 示 な ど を 記述 する な どの 使用 方 法 が 
あり ます 。 
半角 で 2 文字 、 全 角 で 10 文字 入力 する こと が で きま す 。 


⑧ キ ー を 押す と 、「 登 録 す る バス 名 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
この バス は 変更 する こと が 可能 で す 。 


⑨ も う 1 劇 遍 キー を 押す と 、 今 度 は 「 タ イト ル 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
自動 登録 の 場合 は 、 そ の ファ イラ ー で 設定 され て いる タイ トル が 、 こ こ に 最初 か ら 表 示さ 
れ て いま す が 、 変え た い 場 合 は 、 |BS| キ ー で 消し て 、 お 好み の タイ トル を 入力 し て 下さ い 。 
半角 で 2O 文 字 、 全 角 で 1O 文 字 登録 で きま す 。 


⑩ 全 て 終わ り ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [F1O| を 押し て 下さ い 。 
次 の ウイ ンド が 表示 され ます 。 


メニ ュー 上 の 登録 位置 を 設定 し て 下さ い 


0 [ 
1. [ 
2. [ 
3. [ 
4. [ 
5. [ 
6. [ 
7. 【[ 
8. 【[ 
9. [ 
*. | FEP は 使用 し な い | [ 


と 


⑩⑪ 画 面 は 日 本 語 入力 FEP の メニ ュー 画面 で す 。 
登録 し た い 位置 に | | キー か [1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
また 、 テ ン キ ー の O へ 9 を 押す と 、 そ の 位置 に 移動 し ます 。 
だ た だ し 、 そ の 位置 に 他 の FEP が 登録 され て いる 場合 は 、 以下 の エエ ラー メッセ ー ジ が 表示 さ 
れ 、 登 録 す る こと は で きま せん 。 


そこ は 登録 済み で す 何 か キ ー を 押し て 下さ い 


さら に 、「*※」 に は 「FEP を 使用 し な い 」 が 、 あ ら か じ め 割 り 当 て られ て いま す 。 
「※」 キ ー を 押す と 、 カ ー ソ ル は そこ に 移動 し ます が 、 登 録 す る こと は で きま せん 。 
登録 し と よう と し た 場合 、 以 下 の エ ラー メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


そこ に は 登録 で きま せん 何 か キ ー を 押し て 下さ い 


⑯ 登 録 位 置 を 決め まし た ら 、 回 キー を 押し て 下さ い 
ATOK7 の 場合 は 、 次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


ATOK7 の マニ ュ ア ル 登 録 を 実行 し ます 


ハー ド デ ィ スク に ATOK7 と その 辞書 ファ イル が 、 イ ンス トー ル 
され て いる こと と 、ATOK7 の シス テム ファ イル が ルー トディ レ 


クト リ 以 外 に 格納 され て いる こと が 前 提 に な り ま す 


何 か キ ー を 押し て 下さ い 


⑬ 後 は 、 画 面 の 指示 通り に 作業 を 行っ て 下さ い 
ここ で は ATOK7 を 例 に 上 げ ま し た が 、 そ の 他 の 日 本 語 入 力 FEP で も 、 基本 的 な 流れ は 同 
じ で す 。 


イン スト ー ル が 終了 する と 、 以 下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


補足 説明 を 表示 し ます か ? 


し て な ぃ _」] 


⑲⑭⑲ こ れ は 、 各 ファ イラ ー 内 に 個別 に 記述 され た 、 補 足 説明 を 表示 する か 、 し な いか 、 の 選択 
で 、「 す る 」 を 選択 し だ 場合 、 以 下 の ウ イン ド を 表示 し ます 。 
だ た だ し 、 こ の 時 、ESC キー だ け は 押さ な いで 下さ い 。 
それ まで の 登録 作業 が 無効 に な り ま す 。 


必ず 、 キー と | キー で 選択 し 、 回 キー で 決定 し て 下さ い 。 
この 補足 説明 は ATOK7 の 補足 説明 で す 
この ファ イラ ー で イン スト ー ル で きる ATOK7 は 以下 の アプ リ ケ 


ーション ソフ ト に バン ドリ ング され て いる も の で す 


一 太郎 Ver4.3 (保存 用 ディ スク 5 枚 ) 
一 太郎 dash (保存 用 ディ スク 3 枚 ) 


続き が あり ます の で 、 何 か キー を 押し て 下さ い 


⑮ATOK7 (ATOK7.HCF) の 場合 、 こ れ が ヘル プ 表 示 (補足 説明 ) の 最初 の 画面 で す 。 
後 は 、 画 面 の 指示 に し た が っ て 、 何 か キー を 押し て 下さ い 。 
補足 説明 の 内 容 が 一 通り 、 表 示さ れ ま す 。 
最後 に 、 以 下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


補足 説明 を 表示 し ます か ? 


ここ で 、「 す る 」 を 選択 し た 場合 、 再 度 、 補 足 説明 が 表示 され ます 。 
また 、「 し な い 」 を 選択 し た 場合 は 、 以 下 の ウ イン ド を 表示 し ます 。 
た だ し 、 こ の 時 、ESC キー だ け は 押さ な いで 下さ い 。 

それ まで の 登録 作業 が 無効 に な り ま す 。 

必ず 、 キー と [| キー で 選択 し 、 回 キー で 決定 し て 下さ い 。 


ATOK7 の 補足 説明 の 表示 を 終了 し ます 


何 か キ ー を 押し て 下さ い 


以上 で 、 日 本 語 入力 FEP の マニ ュ ア ル 登 録 は 終了 で す 。 


6.2.3 デル 『 イ アス だ が ライノ の ユー ジ 登 鍵 


この 項 の タイ トル を ご 覧 に な ひつ て 、「 お や ? 」 っ と 思わ れ だ た 方 も いら っ しゃ る と 思い ます が 、 
この 「 ユ ー ザ 登録 」 で 登録 で きる 物 は 、 日 本 語 入力 FEP に 限り ませ ん 。 

すなわち 、MS 一 DOS の 「PRINT.SYS」 や 「RSDRV.SYS」 等 も 、 こ の 機能 を 使用 し 
て 、 メ ニュ ー に 登録 する こと が で きま す 。 


た だ し 、 登録 で きる の は キャ ラク タ 系 デバ イス ドラ イ バ と な り ま す 。 

また 、 メ モリ 関係 の デバ イス ドラ イ バ は ここ で は 登録 し な いで 、 ル ー ト ディ レク トリ 
の CONFIG.SYS に 、 各 メモ リ 関 係 デ バイス ドラ イ バ の 、 取 り 扱 い 説明 書 を ご 覧 に な 
っ て 登録 し て 下さ い 。 

MS- DOS Ver5.0 に 正式 に 対応 し て いな い 、 デ バイ ス ド ラ イ バ は MS - DOS Ver5. 
0 で は 使わ な いで 下さ い 。 

登録 され る デバ イス ドラ イ バ が 、MS - DOS Ver5. 0 対応 か どう か は 、 そ の メー カ 様 
に ご 確認 下さ い 。 


以下 の 手順 で 実行 し て 下さ い 。 
以下 の 例 は 、MS - DOS の 、PRINT.SYS の 登録 方 法 で 、 ハー ド デ ィ スク は A ド ライ ブ と 
し 、 PIRNT.SYS は 、A ドラ イブ の サブ ディ レク トリ \DOS に 存在 し て いる と 仮定 し ます 。 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F2「DEV」 を 押し 
て 下さ い 。 


次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


上記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 デ バイ ス ド ラ イ バ の 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 
キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


前 記 の ウイ ンド は 「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 、「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「2 : デ 
バイ ス ド ラ イ バ の 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


③ 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、「 ユ ー ザ 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ 
い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


デバ イス ファ イル 名 を 入力 し て 下さ い 


上 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、 以 下 の デ バイ ス フ ァ イル 名 を 入力 し て 下さ い 。 


A : 開 DOS \ PRINT.SYS 


Ss 力 で きる 文字 数 は 、 半 角 で パス 名 を 含め て 64 文字 で す 。 

本 が SS 人 下さ い 。 
指定 し た ディ レク トリ が 存在 し な い 、 ま た は ファ イル 名 が 存在 し な い 場 合 、 以 下 の 様 
な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 


ファ イル が 見 つか り ま せん 何 か キ ー を 押し て 下さ い 


この メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、 何 か キー を 押し て 下さ い 。 
「⑨③」 の ウイ ンド に 戻り ます 。 


さら に 、ATOK7 や Katana( 刀 ) シ リー ズ の 様 に 、 複 数 の デバ イス ドラ イ バ ー で 構成 さ 
れ て いる 場合 は 、1 つ 1 つの デバ イス ドラ イ バ ー を 登録 し て 下さ い 。 

た だ し 、「③」 の ウイ ンド で は パス と 、 フ ァイル 名 の み の 指 定 と な り 、 オ プシ ョ ン な ど 
の 指定 は で きま せん 

ワン 下 ン の 指定 は 、 タイ トル 設定 で 行う こと が で きま す 。 


⑤「④」 で ファ イル 名 を 入力 し まし た ら 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な 画面 が 表示 され ます 。 


タイ トル 、 オ プシ ョ ン を 設定 し て 下さ い 


タイ トル [ 凍 
オプ ショ ン [PRINT.SYS 


行 移動 : 


⑥ 前 記 の 画面 が 表示 され た 状態 で 、 ま ず 、 タ イト ル に カー ソル が 合っ て いま す の で 、 タ イト 
ル を 入力 し て 下さ い 。 
も し 、 タ イト ル を 設定 し た く な けれ ば 、 そ れ で も 結構 で す が 、 デ バイ ス メ ニ ュー 上 に は 、 
何 も 登録 され ませ ん 。 
半角 で 20 文字 、 全 角 で 10 文字 入 力 す る こと が で きま す 。 
ここ で は 例 と し て 「PRINT.SYS」 と 入力 し ます 。 


@⑦ 次 に 回 キー を 押す と 、「 オ プシ ョ ン 」 の カー ソル が 移動 し ます 。 
ここ で は 使用 する デバ イス ドラ イ バ の 、 動 作 オ プシ ョ ン を 指定 する こと が で きま す 。 
半角 で 4O 文字 入力 する こと が で きま す 。 
た だ し 、 デ バイ ス ド ラ イ バ 自 信 の ファ イル 名 は 変更 する こと が で きま せん 。 
この 例 で は 、 と りあ え ず 何 も 入 力 し ませ ん 。 


⑧ 入 力 が 終わ りり ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な 画面 が 表示 され ます 。 
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⑨ 前 記 の 画面 が 、 デバ イス ドラ イ バ の メニ ュー 画面 で す 。 
ここ で 、 登 録 し た い 位置 を 決定 し ます 。 
キー と [! | キー で 位置 を 選択 する こと が で きま す 。 
位置 が 決定 し まし た ら 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
MET's Filedriver 4 の メイ ン メ ニュ ー、 ま た は メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


ここ で 登録 し た デバ イス ドラ イ バ は 、MET's Filedriver 4 で は 日 本 語 入 力 FEP を 認 
議 後 、 認 識 さ れ ま す 。 


し た が っ て 、 こ の デバ イス ドラ イ バ の 登録 で 、 メ モリ 関係 の デバ イス ドラ イ バ を 登録 
する こと は で きま せん 。 

メモ リ 関 係 の デバ イス ドラ イ バ は 、 各 デバ イス ドラ イ バ の 取り 扱い 説明 書 に し た が っ 
て 、MET's Filedriver 4 起動 ドラ イブ の 、CONFIG.SYS に 宣言 し て 下さ い 。 


6.2. プ 万 芳 三 E ビ ファ アラー の ヘル ん プ 王 天 


この 機能 は 、 日 本 語 入力 FEP の 登録 用 ファ イラ ー 内 に 記述 され て いる 、 補足 説明 の み を 表 
示す る 機能 で す 。 

日 本 語 入 力 FEP の 登録 用 ファ イラ ー 内 に 記述 され て いる 補足 説明 は 、MET's Filedriver 3 
で も 存在 は し て いま し た が 、 イ ンス トー ル を 実行 し な けれ ば 表示 され ませ ん で し た 。 


MET's Filedriver 4 で は 、 これ を 1 つの 機能 と し て 昇格 させ 、 イン スト ー ル を 実行 し な く 
て も 各 フ ァ イ ラ ー の 補足 説明 、 実 行 に あたっ て の 注意 事項 を 表示 で きる よう に し まし た 。 


以下 に 、ATOK7 を 例 に 上 げ て 説明 し ます 。 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F2「DEV」 を 押し 
て 、 下 さい 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


上 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 デ バイ ス ド ラ イ バ の 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 
キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「2 : デ 
バイ ス ド ラ イ バ の 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


Di 


⑧「②@」 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「4: ヘ ルプ 表示 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押 


し て 下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


登録 FEP 選択 


ファ イル 名 日 本 語 FEP 名 


軸  ・ 生 F 還 1 
ALPHAX] .HCF メー1 
ATOK6 .HCF ATOK6 
ATOK7  .HCF ATOK7 
ATOK7S .HCF ATOK7 Smal1l 
ATOK7_12.HCF ATOK7 Ver1.20 
EG ガ ガッ .HCF EGBridge 
FIX4S  .HCF FIX4S 


ee に し 導 定 ] [忠正] 


④ 上 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 ヘ ルプ 表示 (補足 説明 ) を 表示 させ た い フ ァ イ ラ ー 
に カー ソル な を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
ここ で は 、 例 と し て ATOK7 (ATOK7.HCF) に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し ます 。 


次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


この 補足 説明 は ATOK7 の 補足 説明 で す 
この ファ イラ ー で イン スト ー ル で きる ATOK7 は 以下 の アプ リ ケ 
ーション ソフ ト に バン ドリ ング され て いる も の で す 


一 太郎 Ver4.3 (保存 用 ディ スク 5 枚 ) 
一 太郎 dash (保存 用 ディ スク 3 枚 ) 


続き が あり ます の で 、 何 か キー を 押し て 下さ い 


⑤ATOK7 (ATOK7.HCF) の 場合 、 こ れ が ヘル プ 表 示 (補足 説明 ) の 最初 の 画面 で す 。 
後 は 、 画 面 の 指示 に し た が つて 、 何 か キー を 押し て 下さ い 。 
補足 説明 の 内 容 が 一 通り 、 表 示さ れ ま す 。 
最後 に 、 以 下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


補足 説明 を 表示 し ます か ? 


⑥ こ こ で 、「 す る 」 を 選択 し た 場合 、 再 度 、 補 足 説明 が 表示 され ます 。 
また 、「 し な い 」 を 選択 し た 場合 は 、 以 下 の ウ イン ド を 表示 し ます 。 


ATOK7 の 補足 説明 の 表示 を 終了 し ます 


何 か キ ー を 押し て 下さ い 


⑦ 何 か キー を 押す と 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 


6. づ 登録 し だ 万 傾 鞭 和え 力 と モ 選 、 デリ アス だ ライ /『 の 存 克 訪 基 


前 項 ま で で 、 日 本 語 入力 FEP の 「 自 動 登録 」、「 マ ニュ アル 登録 」」 デバ イス ドラ イ バ の 
「 ユ ー ザ 登録 」 の 方 法 を 説明 し て まい り ま し た 。 

この 項 で は 、 こ れ ら の 総 仕上 と し て 、 登 録 し た 日 本 語 入 力 FEP と デバ イス ドラ イ バ ー を 、 
どう の よう に MET's Filedriver 4 で 使用 する か 、 を 説明 し ます 。 


6.9. 7 友 閥 で ラ デバ リア ス の 選 刀 


この タイ トル 、 「 標 準 で 使う デバ イス の 選択 」 と は 、MET's Filedriver 4 の メニ ュー 画面 
内 、 また は 「Se11 (COMMAND. COM) 起動 」 で MS DOS の コマ ンド ライ ン を 表示 し た 場合 に 、 使 
用 する デバ イス ドラ イ バ を 選択 する 、 と いう 意味 で す 。 

し た が っ て 、MET's Filedriver 4 の メニ ュー に 登録 され て いる 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フ 
ト で 使用 する デ デ バ イス ドラ イ バ の 選択 で は あり ませ ん 。 

その 場合 は 、 次 項 の 「AP で 使う デバ イス の 選択 」 を 実行 する こと に な り ま す 。 


前 項 ま で に 、 日 本 語 入力 FEP は 「ATOK7」 を 、 デ バイ ス ド ラ イ バ は 「PRINT.SYS」 を 
例 に 上 げ て きま し た が 、 こ の 項 で は この 2 つ を 使用 し て 、「 標 準 で 使う デバ イス の 選択 」 を 説 
明 し ます 。 

な お 、 こ の 2 つ を 使用 する の は 、 あ くま で 例 と し て で す の で 、 他 の 日 本 語 入力 FEP や デバ 
イス ドラ イ バ を 登録 され て いる 方 は 、 そ れ に 読み 変え て 下さ い 。 


以下 の 手順 で 行 な つ て 下さ い 。 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F3「 変 更 」 を 押し て 
下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


@ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「0: 標準 で 使う が 人 2 の 選択 」 に カー ソル を 合せ て 、 
回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


日 本 語 FEP を 選択 し て 下さ い 


日 本 語 FEP 選択 


問 


0 
に | 
lgl 
la 
回 9 
mc 
4 
om 
と 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー 移 夫 し さだ 近 Z 孝 ュー] を 表示 させ 、 「4 : 標 
準 で 使う デバ イス の 選択 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー ー を 押し て も 表示 され ます 。 


③ こ こ で 、MET's Filedriver 4 の 画面 上 で 使い た い 「 日 本 語 入力 FEP」 に |! | キー か 、 
[1 庄 一 で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
も し 、 選択 し な い 場 合 は 、「FEP は 使用 し な い 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ 
い \。 
ここ で は 、 例 と し て 、 前 項 で 例 に 上 げた ATOK7 を 使用 し ます 。 
次 の 様 に ウイ ンド が 切り 換わり ます 。 


デバ イス ドラ イ バ を 選択 し て 下さ い (Fx10: 終 了 ) 


[PRINT. SYS 


NT 


④ こ こ で 、 標 準 で 使用 し た い デ バイ ス ド ラ イ バ に 、 キー [1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 
回 キー を 押し て 下さ い 。 
も し 、 使 用 し た く な けれ ば 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O を 押し て 下さ い 。 
設定 し た 場合 は 、 次 の ウイ ンド の 様 に 、 選 択 さ れ た デバ イス ドラ イ バ に は 、 左 に 番号 が 表 
示さ れ ま す 。 


デバ イス ドラ イ バ を 選択 し て 下さ い (Fx10: 終 了 ) 


[PRINT. SYS 


この メニ ュー 画面 に は 、 全部 で 10 個 ま で の デバ イス ドラ イ バ を 登録 する こと が で きま 
す が 、 各 ドラ イ バ の 相性 で 、 動 作 不良 を 起こ さ な い と も 限り ませ ん の で 、 選 択 す る ド 
ライ バ は 必要 最小 限 に 留め て 下さ い 。 

な お 、 選 択 の 解除 は 、 レー ドラ イ バ に 味 | キー か [ キー で カー ソル 
を 合せ て 回 キー を 押し て 下さ 

拉 択 時 に つい た 番号 が 消え れ ば 選択 は 解除 され た こと に な り ま す 。 


また 、 複 数 の ドラ イ バ で 構成 され て いる 日 本 語 入 力 FEP な ど 、 登録 の 順番 が 問題 に な 
る よう な デバ イス ドラ イ バ に 関し て は 、 選 択 の 順番 に 注意 し て 下さ い 。 

た と えば 、Katana( 刀 ) Ver4.0 は 、 間 SYS と KTN4C. SYS で 構成 され て いて 、KTN4. SYS の 
次 に 、KTN4C. SYS が な けれ ば な り ま せ 

も し 、 こ れ を 逆 に 選択 し た 場合 は 、 正常 に 動作 し ませ ん 。 


な お 、Katana( 刀 ) Ver4.0 は 自動 登録 で 登録 する こと が で きま す 。 


⑥「④」 で の 選択 が 終わ の り ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O を 押し て 下さ い 。 
画面 が いっ た ん 、 消え て 選択 し た だ 日 本 語 入力 FEP と 、 デバ イス ドラ イ バ の メッ セー ジ が 表 
示さ れ て か ら 、MET's Filedriver 4 の メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 
以上 で 標準 使用 の デバ イス の 設定 は 終了 で す 。 


6. プ アプ ソ グ ケ ーション ント ム の 登 社 


前 項 ま で で 、 ア ブリ ケー ショ ン 登 録 の 為 の 、「 日 本 語 入力 FEP」 の 登録 「 デ バイ ス ド ラ イ 
バ 」 の 登録 と 、「 標 準 で 使用 する デバ イス の 選択 」 が 終了 し まし た 。 

この 項 で は いよ いよ 「 ア ブリ ケー ショ ン ソ フト 」 の 登録 を 行ない ます 。 

MET's Filedriver 4 で の 「 ア ブリ ケー ショ ン ソ フト 」 の 登録 方 法 は 、 以下 の 3 つ に 分 類 さ 
れ ま す 。 


@ 自 動 登録 

MET's Filedriver 4 出荷 時 に 収め られ て いる 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 登録 用 の 「. 
HCA」 フ ァイル を 使用 し て 、 目的 の アプ リケーション ソフ ト を 対話 形式 で イン スト ー ル する 
方 法 で す 。 

この 場合 、 対象 の ソソ フト は あら か じ め 「.HCA」 の ファ イル 名 で 用 意 さ れ て いる も の に 限り 
に 時 

「.HCA」 の リス ト に 存在 し て いな い ソ フト は 、 後述 する 「 マ ニュ アル 登録 」 で 「.HCM」 の 
ファ イル 名 で 登録 され て いる か 、 お 客 様 の 完全 な 手 作 業 で の 「 ユ ー ザ 登録 」 で の 登録 と な り 
ます 。 


また 、 こ の 場合 、 動 作 に 必要 な 最低 限 の ファ イル し か 、 転 送 し な い 場 合 が あり ます 。 
し た が っ つて 、 登録 後 、 お 客 様 が 必要 と する ファ イル が 、 存在 し て いな い 可 能 性 も あり ます 。 
この 場合 は お 手数 で す が 、 手 作業 で その ファ イル を コピ ー し て 下さ い 。 


@ マ ニュ アル 登録 
この 方 法 を 使用 する 場合 は 、2 つの ケー ス が あり ます 。 


1 つ は 、MET's Filedriver 4 が 「.HCA」 で サポ ー ト し て いる ソフ ト が 、 す で に お 客 様 自 
信 の 手 で ハー ド デ ィ スク 内 に 存在 し て いる ケー ス で す 。 

この 場合 は 、 こ の マニ ュ ア ル 登 録 で 「.HCA」 で サポ ー ト し て いる ファ イラ ー を 選択 し 、 
ハー ド デ ィ スク に 存在 する アプ リケーション ソフ ト を 選択 すれ ば 、MET's Filedriver 4 の 
メニ ュー に 登録 する こと が で きま す 。 

た だ し 、 目的 の ソフ ト が サブ ディ レク トリ 内 に 存在 し 、 そ の ソフ ト が 、MET's Filedriver 
4 の 「.HCA」 で サポ ー ト され て いる こと が 前 提 と な り 、 そ の ディ レク トリ 名 と ディ レク トリ 
構造 は 、 そ の ソフ ト に 付属 し て いる ハー ド デ ィ スク ・ イ ンス トー ルプ ログ ラム の 初期 値 で イ 
ンス トー ル さ れ て いる と し ます 。 

これ は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト に 添付 され て いる 、 ハ ー ド ディ スク イン スト ー ル ブロ グ 
ラム で は 、 そ の イン スト ー ル ディ レク トリ 名 を 自由 に 変更 で きる ケー ス が ある た めで す 。 

また 、 マ ニュ アル 登録 実行 時 は 、「.HCA」 と 、 後 述 す る 「.HCM」 が 全て 表示 され ます 。 


も う 1 つ は 、 目 的 の アプリケ ーション ソフ ト が 、 純 粋 に ハー ド デ ィ スク に コピ ビー で き な い 
た め 、 その 実行 用 の 情報 の み を 持た せ た フ ァイル 、 「.HCM」 を 使用 し て の メニ ュー 登録 で す 。 
これ は 、 目 的 の アプ リケーション ソフ ト に 、 不 正 コ ピー 防止 用 の 「 コ ピー ブロ テク ト 」 が 
掛け られ て いた り 、 フ ァイル を 圧縮 し て フロ ッ ピ ビー ディス ク 内 に 格納 され て いた り 、 専 用 の 


イン スト ー ル ソフ ト を 使用 し な いと 、 動 作 に 必要 な 環境 ファ イル を 精製 し な い 、 等 の アプ リ 
ケー ショ ン ソ フト 用 に 用 意 さ れ て いま す 。 

た だ し 、 こ れ も 目 的 の アプ リケーション ソフ ト が 、 ハ ー ド ディ スク 内 の サブ ディ レク トリ 
に 存在 し 、 な お か つ 「.HCM」 の リス ト に 存在 し て いな いと 、 マニ ュ ア ル 登 録 で の 登録 は で き 
ませ ん 。 


また 、 マ ニュ アル 登録 時 は 「.HCA」 も 含め て 、 コ ピー 動作 は いっ さい 行い ませ ん 。 

さら に 、 「.HCM」 に て マニ ュ ア ル 登 録 を サポ ボー ト し て いる ソフ ト で も 、 お 客 様 の CONFIG. 
SYS の 状況 に よっ て は 、 メ モリ 不足 で 起動 し な い ケ ー ス が あり ます 。 

この 場合 は 、CONFIG.SYS の 内 容 を 変更 する か 、MET's Filedriver 4 が イン スト ー ル 
され て いる ドラ イブ と は 、 別 の ドラ イブ に イン スト ー ル し て 、 そこ か ら MS - DOS を 起動 し 
て の ご 使用 を お 奨め し ます 。 


@ コ ー ザ 登録 

この 登録 方 法 は 、MET's Filedriver 4 で 用 意 さ れ て いる 、 「.HCA」、「.HCM」 の ファ イル 
リス ト に 存在 し な い 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 登録 する 方 法 で す 。 

「.HCA」、「.HCM」 に 存在 し な いと いう こと は 、 そ の アプ リケーション ソフ ト の 起動 環境 
が 、MET's Filedriver 4 で は 、 い つ さ いわ か ら な い 、 と いう こと に な り ま す 。 

し た が っ て 、 そ の アプ リケーション ソフ ト が 、 ハ ー ド ディ スク の 、 ど の サブ ディ レク トリ 
に 存在 し 、 そ こ か ら の 起動 ファ イル 名 や 、 動 作 に 必要 な デバ イス ドラ イ バ が あれ ば 、 そ の 指 
定 も お 客 様 が 行わ な けれ ば な り ま せん 。 

これ ら の 内 容 は 弊社 で は 分 り ま せん の で 、 お 客 様 自信 が 調査 し な けれ ば な り ま せん 。 

また 、 そ の アプ リケーション ソフ ト の 特性 も あり 、 ユ ー ザ 登録 を 行っ た か ら と いっ て 、 必 
ず 動 作 す る わけ で は あり ませ ん 。 

その アブ リケーション が 、 動 作 に 必要 な メモ リ が 大 き 過 ぎる た め の メ モリ 不足 、 動 作 に 
DOS エ クス テン ダー 等 を 必要 と する ソフ ト 、 そ の 他 い ろ い ろ な 条件 で 動作 し な い ケ ー ス が 考 
えら れ ま す 。 

その 場合 は 、MET's Filedriver 4 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ と は 、 別 の ドラ イ 
ブ に その アプ リケーション ソフ ト を イン スト ー ル し て 、 そ こ か ら MS - DOS を 起動 し 、 ご 使 
用 に な っ て 下さ い 。 

また は 、MET's Filedriver 4 を その ドラ イブ か ら 削 除 し 、 他 の ドラ イブ ヘイ ンス トー ル 
し て も 結構 で す 。 

た だ し 、 す で に 存在 し て いる MET's Filedriver 4 を 「COPY コマ ンド 」、「XCOPY コマ 
ンド 」、 市 販 さ れ て いる バッ クア ッ プ ソフ ト 等 使用 し て 、 他 の ドラ イブ ム へ 移動 する こと 行わ な 
いで 下さ い 。 

最悪 の 場合 、MET's Filedriver 4 が 正常 に 動作 し な く な り ま す 。 


以上 の 3 つが 、MET's Filedriver 4 で け サポ ー ト し て いる 登録 方 法 で す 。 
次 の 項 か ら そ れ ぞ れ の 登録 方 法 に つい て 説明 いた し ます 。 


6. プ .7 アプ ソリ クー ショ ラン ン フ ト た の 与 動 登録 


この 登録 方 法 は 、MET's Filedriver 4 で 使用 し て いる 、「.HCA」 の 「 自 動 登録 用 ファ イ 
ラー」 を 使っ て の 登録 方 法 で す 。 

この 方 法 は 対話 形式 で 行ない 、 目 的 の アプ リケーション ソフ ト 以 外 の ディ スク を 、 イ ンス 
トー ル す る 場合 も あり ます 。 

以下 の 手順 で 行なっ つて 下さ い 。 


MS-DOS Ver5.0 で ご 合 、MS - DOS Ver5.0 に 、 正式 に 対応 し て いる アプ 
い 。 


リケーション ソフ ト の み 

お 持ち の アプ リ ケ ー ショ MS DOS Ver5.0 に 対応 し て いる か どう か は 、 
その メー カ 様 に ご 確認 下さ い 。 

また 、 不 正 コ ピー 防止 用 つ コ ピー プロ テク ト を は ず し た アプ リケーション ソフ ト の 自 
動 登録 は サポ ー ト し て いま せん 。 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 の 状態 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 、 F1 「AP」 を 
押し て 、 次 の 様 な ウイ ンド を 表示 し て 下さ い 。 


@② 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、 「O : アプ リケーション の 登録 」 に [! | キー か [1 |] キー で 
カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 に ウイ ンド が 表示 され ます 。 


[4: ヘル プ 表 示 | 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「 ア プ 
リケーション の 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


⑨「②」 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 自 動 登録 」 に |! | キー [1 | キー で カー ソル な 合 
せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な 、 ウ イン ド が 表示 され ます 。 


登録 AP 選択 


ファ イル 名 アプ リケーション 名 
MMMMMMMMMUMNMIMIIUUOOUO IM 
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テ チ - 鈴 - カ 


し 決定 ] [中止 ] 


ルル 


し た が っ て 、 上 記 の 画面 で は 「 ユ ー テ ィ リ ティ 」 を 表示 し て いま せん 。 

ユー ティ リティ を 選択 され た い 場 合 は 、 付 | キー を 押し て 、 カ ー ソ ル を 移動 する か 、 
キー を 押し て 、 画 面 を スク ロー ル さ せ て 下さ い 。 

ユー ティ リ テ イ の ジャ ン ル が 表示 され ます 。 


④「③」 の 画面 が 表示 され まし た ら 、 登 録 し た い ア プリ ケー ショ ン ソ フト の ジャ ン ル に 、 
キー か [1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 


その 中 の 、 自動 登録 用 アプ リケーション ファ イラ ー (「.HCA」 の ファ イル ) を 表示 し ます 。 
も し 、 そ の 中 に 目的 の アプ リケーション の ファ イル が な い 場 合 は 、「 親 ディ レク トリ 」 に 
キー か 、 キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 

ジャ ン ル 別 ディ レク トリ 表示 に 戻り ます 。 


また 、 ワ ー プ ブロ の ジャ ン ル を 選択 し た 場合 、 そ の 下 に 、 日 本 語 、 英 語 、 毛 筆 の 3 ジャンル 
が 存 在 し ます 。 

な お 、 こ の 一 覧 は 親 デ ィ レ クト リ の 表示 を 含め て 、8 個 の ファ イル を 同時 に 表示 し ます が 、 
キー と 、[1 | キー で スク ロー ル で きる ほか 、 キー、 キー で 、 8 個 づ 
つ 移 動 で きま す 。 

中 止 し た いと き は 「ESC キー」 を 押し て 下さ い 。 

ファ ンク ショ ン キ ー か ら 選 択 し た 場合 に は 、「 メ イン 画面 」 に 戻り 、 メイ ン メ ニュ ー を 使用 
し だ 場合 に は 「 メ イン メニ ュー」 に 戻り ます 。 


目的 の アプ リケーション ソフ ト の 、 自 動 登録 用 ファ イラ ー を 見 つけ まし た ら 、 キー か 
キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な 画面 が 表示 され ます 。 
以下 は 一 太郎 Ver4.3 を 選択 し た 場合 で す 。 


タイ トル 、 表 題 、 登 録 デ ィ レ クト リ を 設定 し て 下さ い 


了 吉 トル [一 太郎 Ver4.3 | 
表 題 [ ] 


登録 する パス 名 
[A:\TARO4 


行 移動 : 1 ! Fx10 : 設定 完了 ESC : 中 止 


⑥ こ の 画面 で は 登録 する 「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 」 の タイ トル 、 表 題 、 登 録 バ ス 名 な どの 
変更 が 行え ます 。 


⑦ ま ず 、 こ の ウイ ンド が 表示 され だ 段階 で 、 表 題 に カー ソル が 合っ つて いま す 。 
この 表題 は 、 アプ リケーション メニ ュー の メニ ュー タイ トル の 右 横 に 表示 され る [ ] 
の 箇所 の こと で 、 こ こ に メニ ュー タイ トル に 入り 切ら な い 、 バ ー ジ ョ ン 表 示 な ど を 記述 す 
る な どの 使用 方 法 が あり ます 。 


半角 で 2O 文 字 、 全 角 で 10 文字 入力 する こと が で きま す 。 


@( キ ー を 押す と 、「 登 録 す る パス 名 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
この バス は 変更 する こと が 可能 で す 。 


⑨ も う 1 度 、 回 キー を 押す と 、 今度 は 「 タ イト ル 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
自動 登録 の 場合 は 、 そ の ファ イラ ー で 設定 され て いる タイ トル が 、 こ こ に 最初 か ら 表示 さ 
れ て いま す が 、 変え た い 場合 は 、 旧 S| キ ー で 消し て 、 お 好み の タイ トル を 入力 し て 下さ い 。 
半角 で 20 文字 、 全 角 で 10 文字 登録 で きま す 。 


⑩ 全 て 終わ の り ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 了 F1QO| を 押し て 下さ い 。 
次 の ウイ ンド が 表示 され ます 。 


0. [ 
1. [ 
8 【[ 
3. [ 
4. [ 
5. ! 
6. [ 
衣 [ 
8. [ 
9. [ 
*. | FEP は 使用 し な い | [ 


⑪ こ の 画面 で 、 登録 する アブ リケーション ソフ ト で 使用 する 、 日 本 語 入力 FEP を 選択 し ます 。 
すでに 、ATOK7 が 登録 され て いる 状況 で す が 、 基 本 的 に は 何 も 登録 され て いま せん 。 


日 本 語 入力 FEP が 未 登録 の 状態 な ら ば 、ESC キー を 押し て この 作業 を 中 止 し 、 先 に 日 本 
語 入力 FEP の 登録 を 済ま せ て 下さ い 。 

日 本 語 入 力 FEP の 登録 方 法 は 、 こ の 取り 扱い 説明 書 の 、「 日 本 語 入力 FEP の 自動 登録 」 を 
ご 参照 下さ い 。 

また 、 登録 され る アプ リケーション ソフ ト が 日 本 語 入 力 を 使用 し な い 場 合 、「* : FEP を 使 
用 し な い 」 を 選択 し て 下さ い 。 

キー か [! | キー で 選択 し 、 回 キー で 決定 し ます 。 

使用 する 日 本 語 入力 FEP を 決め る と 、 以 下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


デバ イス ドラ イ バ を 選択 し て 下さ い (Fx10: 終 了 ) 


デバ イス 選択 


[PRINT. SYS 


⑯⑫ こ こ で 、 使 用 し た い デ バイ ス ド ラ イ バ を 選択 し ます 。 
この 画面 で は すでに 、PRINT.SYS が 登録 され て いま す 。 
な お 、 先 程 の 日 本 語 入力 FEP と は 異な り 、 必 ず 選 択 し も 選択 する 必要 は あり ませ ん 。 
キー か [| キー で 選択 し 、 回 キー で 決定 し ます 。 
選択 し な い 場合 は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F10O を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


メニ ュー 上 の 登録 位置 
を 設定 し て 下さ い 


⑬ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 登 録 し た い メ ニュ ー 位 置 を 決定 し 、 回 キー を 押し て 
下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド を 表示 し て 、 登 録 を 開始 し ます 。 


この ファ イラ ー は 一 太郎 Ver4.3 の ファ イラ ー で す 


何 か キ ー を 押し て 下さ い 


前 記 の 画面 内 容 は 、 一 部 変更 に な る 場合 が あり ます 


⑭ イ ンス トー ル が 終了 する と 、 その アプ リケーション ソフ ト の 補足 説明 が 表示 され ます の で 、 
内 容 を 確認 し な が ら 、 何 か キー を 押し て 下さ い 。 
表示 が 終了 する と 、 以 下 の 様 な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


補足 説明 を 表示 し ます か ? 


⑮ こ こ で 、「 す る 」 を 選択 し た 場合 、 再 度 、 補 足 説明 が 表示 され ます 。 
また 、「 し な い 」 を 選択 し だ 場合 は 、 以 下 の ウ イン ド を 表示 し ます 。 
だ た だ し 、ESC キー は 押さ な いで 下さ い 。 
登録 し た アプ リケーション ソフ ト が すべ て 、 キ ャ ン セ ル さ れ 、 未 登録 の 状態 に な り ま す 。 


一 太郎 Ver4.3 の 補足 説明 の 表示 を 終了 し ます 


何 か キ ー を 押し て 下さ い 


何 か キ ー を 押す と 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 


前 記 の 画面 内 容 は 、 一 部 変更 に な る 場合 が あり ます 


以上 で MET's Filedriver 4 で の 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 自動 登録 は 終了 で す 。 
この 後 、 メ ニュ ー か ら 登 録 し た アプリケ ーション を 起動 させ 、 動 作 確 認 を 行っ て 下さ い 。 
登録 し た アプ リケーション ソフ ト に よっ て は 、EMS を 必要 と する 場合 あり ます の で 、 そ 
の 場合 は 、EMS ドラ イ バ を 、 各 EMS ドラ イ バ の 取り 扱い 説明 書 に し た が っ て 、MET's 
Filedriver 4 を 立ち 上 げた 、 ハ ー ド ディ スク の CONFIG.SYS に 設定 し て 下さ い 。 


6. プ . ク アプ ソ ケ クー ショ ン ン ソフ ム の マヤ マニュ アル 登録 


この 登録 方 法 は 、MET's Filedriver 4 が 、 自動 登録 用 ファ イラ ー「.HCA」 と 、 マ ニュ ア 
ル 登 録 専 用 

ファ イラ ー「.HCM」 で サポ ー ト し て いる アプ リケーション ソフ ト が 、 ハ ー ド ディ スク 内 に 、 
既に お 客 様 の 手 で イン スト ー ル され て いる 場合 の 、MET's Filedriver 4 へ の メニ ュー 登録 
方 法 で す 。 


また 、 不正 コピ ビー 防止 の コピ ビー プロ テク ト の 関係 や 、 専用 イン スト ー ラ を 使用 し な いと 、 動 
作 環境 ファ イル が 作成 され な は い ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 登録 方 法 で も あり ます 。 


し た が っ て 、 マ ニュ アル 登録 専用 ファ イラ ー の 「.HCM」 で し か サポ ー ト され て いな い 、 ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト の マニ ュ ア ル 登 録 を 実行 する 前 に は 、 その アプ リケーション ソフ ト が 、 
ハー ド デ ィ スク 内 に 存在 し て いる か どう か を 確認 し て 下さ い 。 


また 、 不 正 コ ピー 防止 用 の コピ ー プ ロ テ ク ト を 外し て 、 ハ ー ド ディ スク に コビー され だ た ソ 
フト は 、 そ の ファ イル の 全て が 、 ハ ー ド ディ スク 内 に 存在 し て いて も 、 サ ポー ト は 致し ませ 
ん 。 

必ず 正規 の フロ ッ ビ ピー ディ スク の 、 正 規 の ハー ド デ ィ スク イン スト ー ル ブ プログ ラム を 使用 
し て 、 ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル し て 下さ い 。 

不正 コピ ビー は 著作 権 を 侵害 する 行為 で す 。 


以下 の 方 法 で 、 マ ニュ アル 登録 を 実行 し て 下さ い 。 


① ま ず 、 マ ニュ アル 登録 を 行い た い ア ブリ ケー ショ ン ソ フト が 、 ハ ー ド ディ スク に 存在 し て 
いる か どう か を 、 確 認 し て 下さ い 。 
も し 、 イ ンス トー ル さ れ て いな けれ ば 、 そ の アプ リケーション ソフ ト の ハー ド デ ィ スク イ 
ンス トー ルプ ログ ラム 、 また は ハー ド デ ィ スク イン スト ー ル 方 法 に し た が っ て 、 アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト を ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル し て 下さ い 。 
この 方 法 は 誠に お 手数 で す が 、 各 アプ リケーション ソフ ト の 、 取 り 扱 い 説 明 書 を ご 覧 下さ 
い 。 
また 、 そ の ディ レク トリ 名 を 記憶 し て 下さ い 。 


②@MET's Filedriver 4 を 起動 し て 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1 「AP」 を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


③ 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、「O : アプ リケーション の 登録 」 に 、[! | キー か [1 | キー 
で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 に ウイ ンド が 表示 され ます 。 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「 ア プ 
リケーション の 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


③「②」 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 マ ニュ アル 登録 」 に [! | キー [1] キー で カー ソル 
合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な 、 ウ イン ド が 表示 され ます 。 


登録 AP 選択 
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し た が っ て 、 上 記 の 画面 で は 「 ユ ー テ ィ リ ティ 」 を 表示 し て いま せん 。 

ユー ティ リティ を 選択 され た い 場 合 は 、[] キー を 押し て 、 カ ー ソ ル を 移動 する か 、 
キー を 押し て 、 画 面 を スク ロー ル さ せ て 下さ い 。 

ユー ティ リ テ イ の ジャ ン ル が 表示 され ます 。 


④「③」 の 画面 が 表示 され まし た ら 、 マ ニュ アル 登録 し た い 、 アプ リケーション ソ フト の ジャ 
ン ル に 、 キー か [1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 


アプ リケーション ファ イラ ー (「.HCA」 と 「.HCM」 の ファ イル ) を 表示 し ます 。 

も し 、 そ の 中 に 目的 の アプ リケーション の ファ イル が な い 場 合 は 、「 親 ディ レク トリ 」 に 
キー か 、[|1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 

ジャンル 別 デ ィ イレ クト リ 表 示 に 戻り ます 。 


また 、 ワ ー ブ プロ の ジャ ン ル を 選択 し た 場合 、 そ の 下 に 、 日 本 語 、 英 語 、 毛 筆 の 3 ジャ ン ル 
が 存在 し ます 。 


な お 、 こ の 一 覧 は 親 デ ィ レ クト リ の 表示 を 含め て 、8 個 の ファ イル を 同時 に 表示 し ます が 、 
キー と 、 キー で スク ロー ル で きる ほか 、 キー、 キー で 、 8 個 づ 
つ 移 動 で きま す 。 


中 止 し た いと き は 「ESC キー」 を 押し て 下さ い 。 


ファ ンク ショ ン キ ー か ら 選 択 し た 場合 に は 、「 メ イン 画面 」 に 戻り b、 メ イン メニ ュー を 使用 
し た 場合 に は 「 メ イン メニ ュー」 に 戻り ます 。 


マニ ュ ア ル 登 録 時 は 、 マ ニュ アル 登録 専有 ファイラー 「.HCM」 だ け で な く 、 自 動 登録 
ファ イラ ー で ある 、「.HCA」 も 表示 し ます 。 


これ は 、「.HCA」 も マニ ュ ア ル 登 録 の 機能 を 持っ て いる た めで す が 、 マ ニュ アル 登録 
店 


o 


マニ ュ ア ル 登 録 を 実行 し た い ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 、 フ ァ イ ラ ー を 選択 し 問 キ ー を 押 
し まし た ら 、 以 下 の 様 な ツリ ー 構 造 が 表示 され ます 。 
この ツリ ー 構 造 は 、 ハー ド デ ィ スク の ディ レク トリ 構造 で 、 表示 され る ドラ イブ は 、 「MET's 
Filedriver 4 の 環境 設定 」 で 「AP 登 録 ド ライ ブ 」 に 設定 し た ドラ イブ に な り ま す 。 


RET: 決 局 ROLLUP:j  ROOLUP:f ESC: 中 出 


この 時 、 表 示さ れ た ドラ イブ 以外 の ハー ド デ ィ スク に 、 日 本 語 入 力 FEP が 登録 され て 
いる 場合 は 、 思 キー か 円 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の ウイ ンド が 画面 中 央 に 表示 され ます 。 


画面 が 表示 され まし た 2 目的 の 日 本 語 人 力 FEP が 存在 する 、 ハー ド デ ィ スク を 
選択 し て 回 キ ー を 押し て 下 
その ハー ド デ ィ スク の ツリ ー 構 逢 が 表示 され ます 。 


⑥「⑨」 の 画面 が 表示 され まし た ら 、 マニ ュ ア ル 登 録 行 いたい アプ リケーション ソフ ト が 存 
在 す る ディ レク トリ に 、 キー か |「1 | キー で カー ソル な を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な 画面 が 表示 され ます 。 


タイ トル 、 表 題 、 登 録 デ ィ レ クト リ を 設定 し て 下さ い 


タイ トル [一 太郎 Ver4.3 
表 題 [ ] 


登録 する パス 名 
[A:\TARO4 ] 


行 移動 : 


⑦ こ の 画面 で は マニ ュ ア ル 登 録 を 実行 する 、「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 」 の タイ トル 、 表 題 、 
の 変更 が で きま す 。 
ここ で は 、 一 太郎 Ver4.3 を 例 に 上 げ て いま す 。 
な お 、 自 動 登録 と 異な り 、 バ ス 名 の 変更 は で きま せん 。 
バス 名 は 、 ツ リー 構造 表示 で 選択 し た ディ レク トリ 名 が 入り ます 。 


まず 、 こ の ウイ ンド が 表示 され だ 段階 で 、 表 題 に カー ソル が 合 つ て いま す 。 
この 表題 は 、 ア プリ ケー ショ ン メ ニュ ー の メニ ュー タイ トル の 右 横 に 表示 され る [ | 
の 箇所 の こと で 、 こ こ に メニ ュー タイ トル に 入り 切ら な い 、 バ ー ジ ョ ン 表 示 な ど を 記述 す 
る な どの 使用 方 法 が あり ます 。 
半角 で 20 文字 、 全 角 で 1 文字 入力 する こと が で きま す 。 


回 キー を 押す と 、「 タ イト ル 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
マニ ュ ア ル 登 録 の 場合 は 、 そ の ファ イラ ー で 設定 され て いる タイ トル が 、 こ こ に 最初 か ら 
表示 され て いま す が 、 変え た い 場合 は 、 |BS| キ ー で 消し て 、 お 好み の タイ トル を 入力 し て 下 
さい 。 
半角 で 2O 文 字 、 全 角 で 1 文字 登録 で きま す 。 


⑯⑩ 全 て 終わ り ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 上 F1O| を 押し て 下さ い 。 
次 の ウイ ンド が 表示 され ます 。 


日 本 語 FEP 選択 


時 導 = 半 。 提 内 記 on Ep Rs 博 zo 
2 


に 剛 
ロ 
王 
サ + 
ど ン l 


.|_FEP は 使用 し な 


⑪ こ の 画面 で 、 マ ニュ アル 登録 する アブ リケーション ソフ ト で 、 使用 し た い 日 本 語 入力 FEP 
を 選択 し ます 。 
すでに 、ATOK7 が 登録 され て いる 状況 で す が 、 基 本 的 に は 何 も 登録 され て いま せん 。 
日 本 語 入力 FEP が 未 登録 の 状態 な ら ば 、ESC キー を 押し て この 作業 を 中 止 し 、 先 に 日 本 
語 入 力 FEP の 登録 を 済ま せ て 下さ い 。 
日 本 語 入力 FEP の 登録 方 法 は 、 この 取り 扱い 説明 書 の 、「 日 本 語 入力 FEP の 自動 登録 」 を 
ご 参照 下さ い 。 
また 、 マニ ュ ア ル 登 録 さ れる アプ リケーション ソフ ト が 日 本 語 入 力 を 使用 し な い 場 合 、「* : 
FEP を 使用 し な い 」 を 選択 し て 下さ い 。 


キー か | ! | キー で 選択 し 、 回 キー で 決定 し ます 。 
使用 する 日 本 語 入力 FEP を 決め る と 、 以 下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


デバ イス ドラ イ バ を 選択 し て 下さ い (Fx10: 終 了 ) 


[PRINT. SYS 


⑯ こ こ で 、 使 用 し た い デ バイ ス ド ラ イ バ を 選択 し ます 。 
この 画面 で は すでに 、PRINT.SYS が 登録 され て いま す 。 
な お 、 先 程 の 日 本 語 入力 FEP と は 異な り 、 必 ず 選 択 し も 選択 する 必要 は あり ませ ん 。 
キー か [| ! | キー で 選択 し 、 回 キー で 決定 し ます 。 
選択 し な い 場 合 は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F10O を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


メニ ュー 上 の 登録 位置 
を 設定 し て 下さ い 


⑬ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 登 録 し た い メ ニュ ユー 位置 を 決定 し 、 回 キー を 押し て 
下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド を 表示 し て 、 登 録 を 開始 し ます 。 


一 太郎 Ver4.3 の マニ ュ ア ル 登 録 を 実行 し ます 


何 か キ ー を 押し て 下さ い 


前 記 の 画面 内 容 は 、 一 部 変更 に な る 場合 が あり ます 


⑭ イ ンス トー ル が 終了 する と 、 その アプ リケーション ソフ ト の 補足 説明 が 表示 され ます の で 、 
内 容 を 確認 し な が ら 、 何 か キー を 押し て 下さ い 。 
表示 が 終了 する と 、 以 下 の 様 な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


補足 説明 を 表示 し ます か ? 


ここ で 、「 す る 」 を 選択 し だ 場合 、 再 度 、 補 足 説明 が 表示 され ます 。 
また 、「 し な い 」 を 選択 し た 場合 は 、 以 下 の ウ イン ド を 表示 し ます 。 
だ た だ し 、ESC キー は 押さ な いで 下さ い 。 
登録 し た アプ リケーション ソフ ト が すべ て 、 キ ャ ン セ ル さ れ 、 未 登録 の 状態 に な り ま す 。 


一 太郎 Ver4.3 の 補足 説明 の 表示 を 終了 し ます 


何 か キ ー を 押し て 下さ い 


何 か キ ー を 押す と 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 


前 記 の 画面 内 容 は 、 一 部 変更 に な る 場合 が あり ます 


以上 で MET's Filedriver 4 で の 、 アブ プリ ケー ショ ン ソ フト の マニ ュ ア ル 登 録 は 終了 で す 。 
この 後 、 メ ニュ ー か ら 登 録 し た アプ リケーション を 起動 させ 、 動 作 確認 を 行っ て 下さ い 。 
登録 し た アプ リケーション ソフ ト に よっ て は 、EMS を 必要 と する 場合 も あり ます の で 、 そ 
の 場合 は 、EMS ドラ イ バ を 、 各 EMS ドラ イ バ の 取り 扱い 説明 書 に し た が っ て 、MET's 
Filedr iver 4 を 立ち 上 げた 、 ハ ー ド ディ スク の CONFIG.SYS に 設定 し て 下さ い 。 


ー 10O 一 


6. フ . づ アプ ソ ケ クー ショ ン ン ソフ た ム の ユーグ ジ 登 録 


この 登録 方 法 は 、MET's Filedriver 4 の 自動 登録 ファ イラ ー「.HCA」、 マ ニュ アル 登録 
ファ イラ ー「.HCM」 で サポ ー ト し て いな い ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 登録 する 方 法 で す 。 


た だ し 、 すべ て の ソフ ト が 、 この 登録 方 法 で 登録 で きる と は 限り ませ ん 
の で 、 ご 注意 下さ い 。 
以下 は 、 ユ ー ザ 登録 に 関す る 注意 事項 で す 


[ユー ザ 登 録 に 関す る 注意 事 了 
ユー ザ 登 録 は 、 了 人 8 FIedrver 4 で 用 意 さ れ て いる 、 「.HCA」、「.HCM」 の ファ イル 
リス ト に 存在 し な い 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 登録 する 方 法 で す 。 

「.HCA」、 「.HCM」 に 存在 し な いと いう こと は 、 そ の アプ リケーション ソフ ト の 起動 環境 


が 

MET's Filedriver 4 で は 、 い っ さい わか ら な い 、 と いう こと に な り ま す 。 

し た が っ て 、 そ の アプ リケーション ソフ ト が 、 ハ ー ド ディ スク の 、 ど の サブ ディ レク ト 

リ に 存在 し 、 そ こ か ら の 起動 ファ イル 名 や 、 動作 に 必要 な デバ イス ドラ イ バ が あれ ば 、 そ 

の 指定 も お 客 様 が 行わ な けれ ば な り ま せん 。 

これ ら の 内 容 は 弊社 で は 分 り ま せん の で 、 お 客 様 自信 が 調査 し な けれ ば な り ま せん 。 

また 、 そ の アプ リケーション ソフ ト の 特性 も あり 、 ユ ー ザ 登録 を 行っ た か ら と いっ て 、 必 

ず 動 作 す る わけ で は あり ませ ん 。 

その アプ リケーション が 、 動 作 に 必要 な メモ リ が 大 き 過 ぎる た め の メ モリ 不足 、 動作 に 

トル 6 その 他 い ろ い ろ な 条件 で 動作 し な い ケ ー ス 
パ 考 えら れ 

その 場合 は 、MET's Filedriver 4 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ と は 、 別 の の プ コ 

プ に その アプ リ ケ ー も 24 ン ソ フト を イン スト ー ル し て 、 そ こ か ら MS-ーDOS を 起動 し 、 ご 

使用 に な っ て て 下さ ん 

また は 、 MET's FIISdriver 4 を その ドラ イブ か と 削 除 し 、 他 の ドラ イブ ヘイ ンス トー ル 

し て も 結構 で す 。 

た だ し 、 す で に 存在 し て いる MET's Filedriver 4 を 「COPY コ マン ド 」、「XCOPY コマ 

シ 琶 きれ て いる バッ クア ッ プ ソフ ト 等 人 用 し て 、 他 の ドラ イブ へ 移動 する こと 行 
な いで 

最悪 の 場合 、MET's Filedriver 4 が 正常 に 動作 し な く な り ま す 。 

SS ハー ド デ ィ スク の ルー トディ レク トリ に 、 全 て の ファ イル を 展開 する よう な アプ 

リケーション ソフ ト や 、 人 レク トリ で な いと 動作 し な い ア プリ ケー ショ ン ソ フ 

ト は 、 ユ ー ザ 登録 は で きま 

な お 、 MS - WINDOWS は 、 ET's Filedriver 4 で は ご 使用 に な る こと が で きま せん 。 


いさ 


以下 に 、 ユ ー ザ 登録 の 作業 手順 を 説明 し ます 。 


④①MET's Filedriver 4 を 起動 し て 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1「AP」 を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


ー 1O1 


@ 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、 「O : アプ リケーション の 登録 」 に 、 キー か | 1 | キー 
で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 に ウイ ンド が 表示 され ます 。 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「 ア プ 
リケーション の 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


⑧③「②」 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 ユ ー ザ ー 登 録 」 に [! | キー [1 ] キー で カー ソル を 
合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な 、 ウ イン ド が 表示 され ます 。 


ー 102 一 


RET: 決 選 "ROLLUP:J 


この 時 、 表 示さ れ た ドラ イブ 以外 の ハー ド デ ィ スク に 、 ユ ー ザ 登録 を 行い た い ア プリ 
ケー ショ ン ソ フト が 登録 され て いる 場合 は 、 加 キー か 思 キー を 押し て 下さ い 。 
火 の ウ イン ド が 画面 中 央 に 表示 され ます 。 


ドラ イブ 変更 


この 画面 が 表示 され まし た ら 、 目 的 の アプ リケーション ソフ ト が 存在 する 、 ハ ー ド デ 
ィ ス ク を 選択 し て 回 キー を 押し て 下さ い 。 
その ハー ド デ ィ スク の ツリ ー 構 造 が 表示 され ます 。 


改 Q@ 


④ こ の ツリ ー 構 造 は 、 ハー ド デ ィ スク の ディ レク トリ 構造 で 、 表示 され る ドラ イブ は 、「MET' 
s Filedriver 4 の 環境 設定 」 で 「AP 登 録 ド ライ ブ 」 に 設定 し た ドラ イブ に な り ま す 。 
ここ で 、 ユー ザ 登 録 を 行い た い ア プリ ケー ショ ン ソ フト が 格納 され て いる ディ レク トリ に 、 
キー か 、 キー で 、 カ ー ソ ル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の ウイ ンド が 表示 され ます 。 


| タイ トル 、 表 題 、 登 録 デ ィ レ クト リ を 設定 し て 下さ い 
| タイ トル [ ] 
表 題 [ ] 
登録 する パス 名 
[A:\ ] 


行 移動 : 1 !\ Fx10 : 設定 完了 ESC : 中 止 
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⑤ こ の 画面 で は ユー ザ 登 録 を 行う 、「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 」 の タイ トル 、 表 題 、 の 変更 が 
で きま す 。 
な お 、 自 動 登録 と 異な り 、 バ ス 名 の 変更 は で きま せん 。 
バス 名 は 、 ツ リー 構造 表示 で 選択 し た ディ レク トリ 名 が 入り ます 。 


⑥ ま ず 、 こ の ウイ ンド が 表示 され だ 段階 で 、 表 題 に カー ソル が 合 つ て いま す 。 
この 表題 は 、 ア プリ ケー ショ ン メ ニュ ー の メニ ュー タイ トル の 右 横 に 表示 され る [ ] 
の 箇所 の こと で 、 こ こ に メニ ュー タイ トル に 入り 切ら な い 、 バ ー ジ ョ ン 表 示 な ど を 記述 す 
る な どの 使用 方 法 が あり ます 。 
半角 で 20 文字 、 全 角 で 10 文字 入力 する こと が で きま す 。 


⑦ 加 キー を 押す と 、「 タ イト ル 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
マニ ュ ア ル 登 録 の 場合 は 、 そ の ファ イラ ー で 設定 され て いる タイ トル が 、 こ こ に 最初 か ら 
表示 され て いま す が 、 変え た い 場 合 は 、 BS| キ ー で 消し て 、 お 好み の タイ トル を 入力 し て 下 
さい 。 
半角 で 2 文字 、 全 角 で 10 文字 登録 で きま す 。 


⑧ 全 て 終わ の り ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の |[F1O| を 押し て 下さ い 。 
次 の ウイ ンド が 表示 され ます 。 


ー 1O4 一 


博 日 本 語 FEP 選択 
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m 一 ロロ テ ロ ロ 選 ロ Pm 
や 


⑨ こ の 画面 で 、 ユー ザ 登 録 す る アプ リケーション ソフ ト で 、 使用 し た い 日 本 語 入 力 FEP を 選 
択 し ます 。 
この 画面 で は 、ATOK7 が 登録 され て いる 状況 で す が 、 基 本 的 に は 何 も 登 録 さ れ て いま せ 
ん 。 


日 本 語 入力 FEP が 未 登録 の 状態 な ら ば 、ESC キー を 押し て この 作業 を 中 止 し 、 先 に 日 本 
語 入力 FEP の 登録 済ま せ て 下さ い 。 

日 本 語 入 力 FEP の 登録 方 法 は 、 こ の 取り 扱い 説明 書 の 、「 日 本 語 入力 FEP の 自動 登録 」 を 
ご 参照 下さ い 。 

また 、 マニ ュ ア ル 登 録 さ れる アプ リケーション ソフ ト が 日 本 語 入 力 を 使用 し な い 場 合 、「* : 
FEP を 使用 し な い 」 を 選択 し て 下さ い 。 

キー か | 」 | キー で 選択 し 、 回 キー で 決定 し ます 。 

使用 する 日 本 語 入力 FEP を 決め る と 、 以 下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


WS T 


デバ イス ドラ イ バ を 選択 し て 下さ い (Fx10: 終 了 ) 


デバ イス 選択 


[PRINT. SYS 


⑩ こ こ で 、 使 用 し た い デ バイ ス ド ラ イ バ を 選択 し ます 。 
この 画面 で ご は すでに 、PRINT.SYS が 登録 され て いま す 。 
な お 、 先 程 の 日 本 語 入力 FEP と は 異な り 、 必 ず 選 択 し も 選択 する 必要 は あり ませ ん 。 
キー か | ! | キー で 選択 し 、 回 キー で 決定 し ます 。 
選択 し な い 場 合 は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1QO| を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


メニ ュー 上 の 登録 位置 
を 設定 し て 下さ い 


⑪ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 登 録 し た い メ ニュ ー 位 置 を 決定 し 、 回 キー を 押し て 
下さ い 。 
「MET's Filedriver 4 の 環境 設定 」 で 設定 し た 、 エ ディ タ が 立ち 上 が り ま す 。 
な お 、 以 下 の エ ディ タタ 画面 は 、 出 荷 状態 で MET's Filedriver 4 に 添付 され て いる 、ME. 
EXE の 画面 で す 。 
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この 画面 の 「EOF」 は 、「End of File」 の 略 で 、 フ ァイル 内 容 の 終わ り を 意味 し ます 。 
文字 入力 は 、 こ の 「EOF」 の 前 に し か 行え ませ ん 。 


⑫ こ の 画面 で 、 ユ ー ザ 登録 を 実行 し た い 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 起動 ファ イル 名 を 、 半 
角 文 字 で 入力 し ます 。 
この 起動 ファ イル 名 は 、 個 々 の アプ リケーション ソフ ト で まっ た く 異 な っ て いて 、 大 別 す 
る と 以下 の 3 つの バタ ー ン に 別れ ます 。 
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・ ア プリ ケー ショ ン ソ フト が イン スト ー ル され た 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 内 に 存在 する 、 起動 フ 
ァイル の 「.EXE」 や 「.COM」 を 直接 実行 する ケー ス 


アプ リケーション ソフ ト が イン スト ー ル され た 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 内 に 存在 する 、 起動 用 
の バッ チ フ ァイル 「.BAT」 を 実行 する ケー ス 


アプ リケーション ソフ ト が イン スト ー ル され た 、 ド ライ ブ の ルー トディ レク トリ に 起動 用 
の バッ チ フ ァイル 「.BAT」 を 置き 、 そ れ を 実行 する ケー ス 

この 場合 は 、、 そ の バッ チ フ ァイル 内 で 、 目 的 の アプ リケーション ソフ ト が 存在 する サブ デ 
ィ レ クト リ に 対し 、 パス を 設定 し た り 、CD コ マン ド を 使用 し て カレ ント を 変更 し 、 ア プリ 
ケー ショ ン ソ フト を 起動 する 場合 が あり ます 。 


前 記 の 、 起 動 フ ァイル 名 の 種別 に は 例外 も あり ます 


基本 的 に 、 これ ら の 起動 ファ イル 名 は 、 その アプ リケーション ソフ ト の 取り 扱い 説明 書 に 、 記 
載 さ れ て いま す 。 


また 、 アプ リケーション ソフ ト に よっ て は 、 ハー ド デ ィ スク イン スト ー ル 後に に 、 インス トー 
ル し た だ ハードディスク の 「CONFIG.SYS」 と 「AUTOEXEC.BAT」 を 、 書き 換え る ケー 
ス も あり ます の で 、 そ の 「AUTOEXEC.BAT」 を 参考 に する 方 法 も あり ます 。 

だ た だ し 、 あ る 程度 、MS - DOS に 関す る 知識 が 必要 で す 。 


⑬ 実 行 情 報 フ ァイル の 編集 が 終わ の り ま し た ら 、 ファ ンク ショ ン キ ー の F10O に 終了 キー が あり 
ます の で 、 押 し て 下さ い 。 
「⑪」 で 決定 し た メニ ュー 位置 に 、「⑤」 で 入力 し た タイ トル で アプ リケーション ソフ ト が 
登録 され ます 。 
この 後 、 登 録 し た アプ リケーション ソフ ト が 、 正 常に 起動 する か を チェ ッ ク し て 下さ い 。 
も し 、 起 動 し な けれ ば 、 次 項 の 「 ユ ー ザ 登録 で 登録 し た ソフ ト が 動作 し な い 場 合 」 に し た 
が つて 、 チ ェ ッ ク し て 下さ い 。 
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6. フ . プ コー ゲ 登 録 で 登録 し だ ン フ た が 動 し な () 瘍 合 


前 項 で ユー ザ 登 録 の 方 法 を 説明 し まし た が 、 う まく 動作 し な い ケ ー ス も 考え られ ます 。 
主 に 以下 の 点 が 原因 と し て 考え られ ます の で 、 チ ェ エック し て 下さ い 。 


実行 情報 ファ イル 、MFD.BAT が 間違っ て いる 


再度 、 そ の アブ リケーション ソフ ト の 、 起 動 フ ァイル 名 を 確認 し て 下さ い 。 

変更 方 法 は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F5 「 編 集 」 を 押し て 、 表示 され る 3 つの ファ イル 形式 
か ら 「2: 実 行 情報 の ファ イル 」 を 選択 し 、 目的 の アブ リケーション ソフ ト を 選ん で 下さ い 。 
前 項 の 「②」 の エディ タ 画 面 が 起動 し ます の で 、 間 違っ て いま し た ら 変 更 し て 下さ い 。 


可能 性 その 2 
その アプ リケーション ソフ ト の 起動 に 、 その ソフ ト に 添付 され て いる デバ イス ドラ イ バ か 、 
指定 の デバ イス ドラ イ バ が 必要 


まず 、 そ の デバ イス ドラ イ バ の ファ イル 名 と 、 ど こ に 存在 し て いる か 、 を 確認 し て 下さ い 。 
アプ リケーション ソフ ト に よっ て は 、 ハ ー ド ディ スク イン スト ー ル プロ グラ ム で 、 イ ンス 
トー ル さ れ な い ケ ー ス も あり ます の で 、 そ の 取り 扱い 説明 書 を ご 参照 下さ い 。 

また 、 メ モリ 関係 の デバ イス ドラ イ バ は 、 ル ー ト ディ レク トリ の 「CONFIG.SYS」 に 
記述 し て か ら 、 コン ピュ ー タ を 再起 動 さ け て 下さ い 。 


それ 以外 の 場合 は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F5 「 編 集 」 を 押し て 、 表示 され る 3 つの ファ イ 
ル 形 式 か ら 「1 : デ バイ ス 情 報 フ ァイル 」 を 選択 し ます 。 

「 ア プリ ケー ショ ン 」、「 日 本 語 入力 FEP」 と 表示 され ます の で 、「 ア ブリ ケー ショ ン 」 を 選 
択 し 、 メ ニュ ー に 登録 され た アプ リケーション ソフ ト の タイ トル を 選択 し て 下さ い 

その アプ リケーション ソフ ト の デバ イス 情報 ファ イル 、「CONFIG.DEV」 が 、 以下 の 様 に 
表示 され ます 。 

な お 、 以 下 の 画 面 は 、 日 本 語 入力 FEP は 設定 され て いな い 場 合 で す 。 
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[中 正 ]」[_ 1][L 1 和 ] [人 主 ] [前 除 ] [複写 ] [ 華 付 ] [ 概 了 ] 


も し 、 日 本 語 入力 FEP が 設定 され て いた 場合 は 、 以 下 の 様 に な お り ま す 。 
以下 は 、ATOK7、 標 準 辞書 「ATOK7.DIC」 で 設定 され て いる 場合 で す 。 
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ネネ ネネ ***\CONFIG. DEV 回 
:\ATOK7 

ATOK7A.SYS /D=A:\ATOK7.DIC 

ATOK7B. SYS 


[EOE] 


この 画面 の 、「ATOK7B.SYS」 の 次 の 行 、「EOF」 の 直前 の 行 に 、「 : 」 が あり ます が 、 お 
客 様 が デバ イス ドラ イ バ を 追加 され る 場合 は 、 こ の 「 : 」 の 次 の 行 に 記述 し て 下さ い 。 
も し 、「 : 」 の 前 、「ATOK7B.SYS」 の 直下 の 行 に 記述 し た 場合 、 動 作 は し ます が 、 
MET's Filedriver 4 の 「AP で 使用 する デバ イス の 選択 」 で 、 日 本 語 入力 FEP を 他 の 物 に 
変更 し た 場合 、 そ の 内 容 は 、ATOK7 と 一 緒 に 消さ れ 、 変更 し だ 日 本 語 入 力 FEP の み の 、 内 
容 と な り ま す 。 

「 : 」 は 、「AP で 使用 する デバ イス の 選択 」 で 、 消 し て は いけ な い デ バイ ス ド ラ イ バ の 区 切り 
を 示す も の で 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 自動 登録 ファ イラ ー 内 で 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 登 
録 す る 場合 に も 、 こ の 「 : 」 の 下 に デバ イス ドラ イ バ が 記述 され ます 。 

た だ し 、「AP で 使用 する デバ イス の 選択 」 の 「 デ バイ ス 選 択 」 で 、 選 択 さ れ た デバ イス ドラ 
イ バ は 、「 : 」 以 前 の 行 に 記述 され ます 。 


し た が っ て 、 ユ ー ザ 登録 を 行っ た アプ リケーション ソフ ト で 、 使 用 する デバ イス ドラ イ バ を 
記述 する 場合 は 、「 : 」 の 下 の 行 に な り ま す 。 

ただ し 、 こ の 時 ファ イル 名 と 、 そ の ファ イル が 存在 する ディ レク トリ に 注意 し て 下さ い 。 
この デバ イス 情報 ファ イル 、「CONFIG.DEV」 は 、 ユ ー ザ 登録 を 行っ た アプリケ ーション ソ 
フト の サブ ディ レク トリ に 存在 し て いま す 。 


も し 、 目 的 の デバ イス ドラ イ バ が 、 そ れ 以 外 の ディ レク トリ に 存在 する 場合 は 、 そ の バス 名 
も 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 
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以下 は 、 前 記 の ATOK7 の 指定 が ある デバ イス 情報 ファ イル 、「CONFIG.DEV」 に A ドラ 
イブ の サブ ディ レク トリ 、\ DOS に 存在 する 、「MOUSE.SYS」 の 記述 を 行っ た 例 で す 。 


IA :\* ネ ネネ ネネ ネネ CONFIG. DEV 
:\ATOK7 

ATOK7A. SYS /D=A:\ATOK7.DIC 
ATOK7B. SYS 


A:\DOS\MOUSE. SYS 
[LEOE] 


[曲目 ]」[ 1[ 1 生 サ [ 舞 虹 [削除 ] [複写 ] [ 馬 付 ] [ 竣 了 ] 


記述 が 終わ り ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F10 を 押し て 下さ い 。 
内 容 を 保存 し て 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 


可能 性 その 3 
その アプ リケーション ソフ ト の 起動 に 必要 量 の メイ ン メ モリ が 不足 し て いる 、 ま た は 起動 
に 必要 な EMS メモ リ が 確保 され て いな い 、 ま た は EMS と は 共存 で き な い 。 


これ は よく ある ケー ス で す 。 

メイ ン メ モリ の 不足 の 原因 と し て は 、MET's Filedriver 4 を 起動 し た ドラ イブ の 、 ル ー 
トディ レク トリ の CONFIG.SYS に 、 日 本 語 入 力 FEP が 宣言 され て お り 、 な お か つ 
MET's Filedriver 4 で 、 ユー ザ 登 録 を お こなつ っ た アプ リケーション ソフ ト に も 、 日 本 語 入 
カ FEP が 設定 され て いた り 、 比較 的 メイ ン メ モリ を 消費 する 、 常駐 型 プ ログ ラム が 起動 さ 
れ て いた だ 場合 に 起り ます 。 

この 場合 は 、 ど ちら か の 日 本 語 入 力 FEP を 外す か 、 常駐 型 プ ログ ラム を 解除 する し て 下さ 
い 。 


IE 


また 、EMS が ら み の 問題 で す が 、 最近 の アプ リケーション ソフ ト は EMS が あつ て あたり 
まえ の 状況 に な りつ つ あ り ま す 。 

も し 、EMS が 必要 な アプ リケーション ソフ ト で 、EMS の 設定 が な い 、 ま た は ハー ド 的 に 
EMS 用 の メモ リ が 人 存在 し な い 場 合 は 、 そ れ ぞ れ の 取り 扱い 説明 書 に し た が つて 、EMS を 
設定 し て 下さ い 。 

また 、 極 く 小 数 の ケー ス で す が 、 コ ンピュータ 本 体 に 内 蔵 さ れ て いる メモ リ を 、 全 て 自分 
自身 用 に 確保 こし まう ケー ス も あり ます 。 

この 様 な アプ リケーション ソフ ト は 基本 的 に EMS と の 併用 は 不可 能 で す 。 

EMS の 設定 を と る か 、 そ の アプ リケーション ソフ ト を と る か 、 お 客 様 が 判断 し て 下さ い 。 


可能 人 性 その 4 
指定 し た ディ レク トリ に は 、 目 的 の アプ リケーション ソフ ト が 人 存在 し て いな い 。 


対処 方 法 
目的 の アプ リケーション ソフ ト が 、 イン スト ー ル され て いる ディ レク トリ を 再 確認 し て 、 も 
う 1 度 、 ユ ー ザ 登録 を 実行 し て 下さ い 。 


6. プ 2.5 アプ ソ ケ クー ション ン フ ム た の ファ イラ ー の ヘル ん プ 琴 大 


この 機能 は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 登録 用 ファ イラ ー 内 に 記述 され て いる 、 補 足 説明 
の み を 表示 する 機能 で す 。 

アブ リケーション ソフ ト の 登録 用 ファ イラ ー 内 に 記述 され て いる 補足 説明 は 、MET's 
Filedriver 3 で も 存在 は し て いま し た が 、 イ ンス トー ル を 実行 し な けれ ば 表示 され ませ ん で 
し た 。 


MET's Filedriver 4 で は 、 これ を 1 つの 機能 と し て 昇格 させ ば 、 イン スト ー ル を 実行 し な く 
て も 各 フ ァ イ ラ ー の 補足 説明 、 実 行 に あたっ つて の 注意 事項 を 表示 で きる よう に し まし た 。 


以下 の 方 法 で 実行 し て 下さ い 。 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1「AP」 を 押し て 、 
下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 
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@ 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、 「O : アプ リケーション の 登録 」 に [! | キー か [1 | キー で 
カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 に ウイ ンド が 表示 され ます 。 


前 記 の ウイ ンド は 「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 、「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「 ア プ 
リケーション 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


⑧⑧「②」 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「4: ヘ ルプ 表示 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押 
し て 下さ い 。 


以下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 
登録 AP 選択 
ファ イル 名 アプ リケーション 名 

ワー プロ 

業務 

通信 

統合 型 

表 計算 


2 ヲ 7 ィ 72 
た 鈴 - ん 


に し 決定 ] [中 E」 
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画面 は 8 行 ま で 表示 し ます が 、MET's Filedriver 4 の 大 きい ジャ ン ル は 9 つ あ 


し た が っ て 、 上 記 の 画面 で は 「 ユ ー テ ィ リ ティ 」 を 表示 し て いま せん 
ユー ティ リティ を 選択 され た い 場 合 は 、 信 ] キー を 押し て 、 カー ソル を 移動 する か 、 
[ROOLUP ] キー を 押し て 、 画 面 を スク ロー ル さ せ て 下さ い 。 
2 テッ の ジャ ツル 所 押 汰 され 吾 人 | 


に 


④「③」 の 画面 が 表示 され まし た ら 、 ヘ ルプ 表示 (補足 説明 ) を 表示 させ た い ア プリ ケー シ 
ヨン ソフ ト の ジャ ン ル に 、 キー か [1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ 
い 。 


その 中 の 、 ア プリ ケー ショ ン フ ァ イ ラ ー を 表示 し ます 。 

も し 、 そ の 中 に 目的 の アプ リケーション の ファ イル が な い 場 合 は 、「 親 ディ レク トリ 」 に 
キー か 、 キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 

ジャ ン ル 別 ディ レク トリ 表示 に 戻り ます 。 


また 、 ワ ー プ ロ の ジャ ン ル を 選択 し だ 場合 、 そ の 下 に 、 日 本 語 、 英 語 、 毛 筆 の 3 ジャ ン ル 
が 存在 し ます 。 


な お 、 こ の 一 覧 は 親 デ ィ レ クト リ の 表示 を 含め て 、8 個 の ファ イル を 同時 に 表示 し ます が 、 
キー と 、 キー で スク ロー ル で きる ほか 、 キー、 キー で 、 8 個 づ 
つ 移 動 で きま す 。 

中 止 し た いと き は 「ESC キー」 を 押し て 下さ い 。 

ファ ンク ショ ン キ ー か ら 選 択 し た 場合 に は 、「 メ イン 画面 」 に 戻り 、 メ イン メニ ュー を 使用 
し た 場合 に は 「 メ イン メニ ュー」 に 戻り ます 。 


@ 目 的 の アプ リケーション ソフ ト の ファ イラ ー を 見 つけ まし た ら 、 キー か [1 | キー で 、 
カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な 画面 が 表示 され ます 。 
以下 は 一 太郎 Ver4.3 を 選択 し た 場合 で す 。 


この ファ イラ ー は 一 太郎 Ver4.3 の ファ イラ ー で す 


何 か キ ー を 押し て 下さ い 
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前 記 の 画面 内 容 は 、 一 部 変更 に な る 場合 が あり ます 


⑥ 前 記 の 画面 が その ソフ ト の 補足 説明 に な り ま す 。 
内 容 を 確認 し な が ら 、 何 か キー を 押し て 下さ い 。 
表示 が 終了 する と 、 以 下 の 様 な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


補足 説明 を 表示 し ます か ? 


⑦ こ こ で 、「 す る 」 を 選択 し だ 場合 、 再 度 、 補 足 説明 が 表示 され ます 。 
また 、「 し な い 」 を 選択 し だ 場合 は 、 以 下 の ウ イン ド を 表示 し ます 。 
登録 し た アプ リケーション ソフ ト が すべ て 、 キ ャ ン セ ル さ れ 、 未 登録 の 状態 に な り ま す 。 


一 太郎 Ver4.3 の 補足 説明 の 表示 を 終了 し ます 


何 か キ ー を 押し て 下さ い 


⑧ 何 か キー を 押す と 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 


前 記 の 画面 内 容 は 、 一 部 変更 に な る 場合 が あり ます 
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第 7 章 MET's Filedriver 4 の 、 メ ニュ ー に 関す る 
残り の 各 機 能 


Z.7 アプ ソ ケ クー ショ ン の 六 


この 機能 は 、MET's Filedriver 4 の メニ ュー に 登録 し た 「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 」 を 、 
削除 する 機能 で す 。 

この 機能 で 、 使 用 し な い ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 、 メ ニュ ー か ら 削 除 す る こと が で きま 
k- 4 

た だ し 、 デ ィ レ クト リ ま で 削除 する と 、MET's Filedriver 4 で は 復活 さけ る こと が で き 
ませ ん 。 

ご 注意 下さ い 。 

以下 に 手順 を 追っ て 説明 いた し ます 。 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1「AP」 を 押し て 
下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


@ 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、「 ア プリ ケー ショ ン の 削除 」 に 、 キー か [1 | キー で 
カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


削除 する も の を 指定 
し て 下さ い 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、 
リケーション の 削除 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 
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③「②」 の メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、MET's Filedriver 4 の 、 メニ ュー 上 に 登録 され 
て いる アプ リケーション ソフ ト 名 か ら 、 削 除 し た い ア プリ ケー ショ ン ソ フト 名 に [! | キー 
か 、 キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


ネネ ※ ネ ネネ ネネ 玉 玉 を 削除 し ます 
よろ し いで すか ? 


ネネ ネネ ネネ は 削除 対象 の アプ リケーション ソフ ト 名 が 入り ます 


⑳ 上 記 の 画面 が 出 ま し た ら 、 削 除 し た けれ ば 「 は い 」 に 、 削 除 し た く な けれ ば 「 い いえ 」 に 、 
カー ソル を 合せ て 回 キー を 押し て 下さ い 。 
「 い いえ 」 を 選択 し た 場合 、MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 
「 は い 」 を 選択 し た 場合 、 次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


⑤ 前 記 の ウイ ンド で 「 は い 」 を 選択 し た 場合 、 無 条件 で 、 削 除 対象 の アプ リケーション ソフ 
ト が 存在 する ディ レク トリ を 削除 し 、MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


「 い い 称 」 を 選択 し た 場合 ディ レク トリ は その まま で 、MET's Filedriver 4 の メニ ュー 
か ら タ イト ル だ け を 削除 し 、MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 
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トリ の 下 に 、 そ れ 用 の デー タ の ディ レク トリ を 作成 し て い 
トリ も 無 条 件 で 削除 し て し まい ます の で 、 ご 注意 下さ い 。 


ディ レク 


な お 、 ディ レク トリ を 削除 し な けれ ば 、MET's Filedriver 4 の マニ ュ ユア ル 登 録 か 、 ユー ザ 


登録 の 機能 を 使用 し て 、 ア プリ ケー ショ ン メ ニュ ー へ の 再 登 録 も 可能 で す 。 
ディ レク トリ を 削除 し た 場合 は 、MET's Filedriver 4 で は 復活 で きま せん 。 


7.7 デバ アス だ ライ /! の 基 災 


この 機能 は も う 使う 予定 が な か つた り 、 間 違え て 登録 し て し まっ た 「 日 本 語 入力 FEP」 や 
「 デ バイ ス ド ラ イ バ 」 を この 機能 で 削除 する こと が で きま す 。 
以下 の 手順 で 実行 し て 下さ い 。 


1. 日 本 語 入力 FEP を 削除 する 場合 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 から 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F2「DEV」 を 押し 


て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


@ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 デ バイ ス ド ラ イ バ の 削除 」 に [!] キー か 、[1 ] キー 
で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


[2: デバ イス ドラ イ 人 3 


どちら を 削除 する か 
指定 し て 下さ い 
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前 記 の ウイ ンド は 「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 、「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「2 : デ 
バイ ス ド ラ イ バ の 登録 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


③「②」 ウ イン ド が 開き まし た ら 、 既 に 「 日 本 語 入力 FEP」 に カー ソル が 合っ て いま す の で 、 
その まま 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


日 本 語 FEP を 選択 し て 下さ い 


日 本 語 FEP 選択 


0. 
骨 
2. 
3. 
4. 
5. 
6. 
(人 
8. 
9. 
*. 


「 1 | 。 


⑨ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 削 除 し た い 日 本 語 入力 FEP の タイ トル に 、 
キー、 か 、[1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
この 画面 で は 、ATOK7 が 登録 され て いる 状況 で す の で 、 例 と し て 、ATOK7 に カー ソル 
を 合せ て 、 回 キー を 押し ます 。 
次 の 様 な 画面 が 表示 され ます 。 
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ATOK7 を 削除 し ます 
よろ し いで すか ? 


この ウイ ンド 内 容 は ATOK7 を 例 に し て いま す 


この ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 削 除 し た けれ ば 「 は い 」 に 、 削 除 し た く な けれ ば 「 い 
いえ 」 に カー ソル を 合せ て 回 キー を 押し て 下さ い 。 
「 い いえ 」 を 選択 し た 場合 、MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 
「 は い 」 を 選択 し た 場合 、 次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


ーーーー 


ディ レク トリ も 削除 し ます か ? 


@ 前 記 の ウイ ンド で 「 は い 」 を 選択 し た 場合 、 無 条 件 で 削除 対象 の 日 本 語 入 力 FE の ディ レ 
クト リ を 削除 し MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


「 い いえ 」 を 選択 し だ 場合 、 デ ィ レ クト リ は その まま で 、MET's Filedriver 4 の 、 日 本 語 


入力 FEP の メニ ュー か ら 、 日 本 語 入 力 FEP の タイ トル だ け を 削除 し 、MET's 
Filedriver 4 に 戻り ます 。 
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日 本 語 信 力 FEP の ディ レク トリ の 階層 下 に 、 デ ィ レ クト リ を 作成 し て いる と 、 そ の デ 
ィ レ クト リ も 無 条 件 で 削除 し て し まい ます の で 、 ご 注意 下さ い 。 


な お 、 ディ レク トリ を 削除 し な けれ ば 、MET's Filedriver 4 の 、 マニ ュ ア ル 登 録 の 機能 を 
使用 し て 、 日 本 語 入力 FEP メ ニュ ー へ の 再 登 録 も 可能 で す 。 
ディ レク トリ を 削除 し た 場合 は 、MET's Filedriver 4 で は 復活 で きま せん 。 


2. デバ イス ドラ イ バ を 削除 する 場合 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F2「DEV」 を 押し 
Gi ド 人 Sc 9 


次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


@ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 デ バイ ス ド ラ イ バ の 削除 」 に 、 キー か [1 | キー 
で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「2 : デ 
バイ ス ド ラ イ バ の 削除 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


ー 122 


③ 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、「 デ バイ ス ド ラ イ バ 」 に 、[! | キー か [1 | キー で カー ソル 
を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


デバ イス 選択 


[PRINT. SYS 


oo 二 oo HU エ 。 UI cos IN re zo 還 放 っ im) 


④② こ の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 削除 し た い デ バイ ス ド ラ イ バ に 、 キー か [1 | キー 
で 、 カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
この 画面 で は 、PRINT.SYS が 登録 され て いま す の で 、 例 と し て 、PRINT.SYS 
を 使用 し 、 カ ー ソ ル を 合せ ます 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


PRINT. SYS を 削除 し ます 


よろ し いで すか ? 


前記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 削除 し た けれ ば 「 は い 」 に 、 削除 し た く な けれ ば 「 い 
いえ 」 に カー ソル な を 合せ て 回 キー を 押し て 下さ い 。 


「 い いえ 」 を 選択 し た 場合 、MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 
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「 は い 」 を 選択 し た 場合 、 デ バイ ス ド ラ イ バ の メニ ュー 画面 か ら 、 削 除 対象 の デバ イス ドラ 
イ バ を 削除 し 、MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


以上 で デバ イス ドラ イ バ の 削除 は 終了 で す 。 
7.2 灯 汰 で 生 ラ デバ リア スズ の 選 如 

MET's Filedriver 4 の 画面 の 上 で 、 使 用 する 「 日 本 語 入力 FEP」 を 設定 する こと が で き 
1 く は お 手数 で す が 「4.3 標準 使用 の 日 本 語 入力 FEP、 デバ イス ドラ イ バ の 設定 」 を ご 
一 読 下さ い 。 
7. づ AP で 婦 ラ タツ リア プス の 選 旋 


MET's Filedriver 4 で は 、 アプ リケーション ソフ ト 登 録 時 に 、 あら か じ め 登 録 し て お いた 
「 日 本 語 入 力 FEP」 の 中 か ら 、 使 用 し た いも の を 指定 し て 登録 し ます 。 


と ころ が この 「 日 本 語 入力 FEP」 を 変更 し た い 場 合 、 ま た は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 登 
録 時 、 使い た い 日 本 語 入 力 FEP が 登録 され て いな い 、 日 本 語 入 力 FEP を 変更 し た い 等 の ケー 
ス が 出 て きま す 。 


MET's Filedriver 4 で は 、 こ の 作業 を 行う 機能 が あり 、 そ れ が 本 項 の 「AP で 使う デバ イ 
ス の 選択 」 で す 。 


た だ し 、 以 下 の 制 限 事項 が あり ます 。 


・ 放す ト に よっ て は 、 特 定 の 「 日 本 語 入力 FEP」 で し か 、 動 作 し な い 
の が あり 

・ この 作業 は 日 本 語 FEP と デバ イス ドラ イ バ と が 1 セッ ト に な っ て お り 、 日 本 語 FEF は 

変更 し な い が 、 デバ イス ドラ イ バ は 変更 し な いと か 、 日 本 語 FEP は 変更 する が 、 デバ 
イス ドラ イ バ は 変更 し な いと いう 作業 は 出来 ませ ん 。 


以下 の 手順 で 実行 し て 下さ い 。 
①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 の 状態 か ちら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F3「 変 更 」 を 


押し て 下さ い 。 
次 の ワイ ンド が 開き ます 。 
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@② 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、「AP で 使う デバ イス の 選択 」 に [!| キー か 、 キー で 
カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


デバ イス を 変更 する AP 
を 指定 し て 下さ い 


前 記 の メッ セー ジ は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「5 : 
AP で 使う デバ イス の 選択 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


③「②」 の メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、 デバ イス を 変更 し た い ア プリ ケー ショ ン の タイ ト 
ル に 、 キー か [1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の ウイ ンド が 開き ます 。 


ーー 


| 日 本 語 FEP を 選択 し て 下さ い 


< 
に | 
円 
円 
ひ ト 
当 | 
「 
E 
。 
| Se 
と ーー レー ーー に つと に だ に コー に コー と と と に っ し 


③ 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、 指 定 し た アプ リケーション ソフ ト で 使用 し た い 、 日 本 語 
入力 FEP に 、 キー か | 1 | キー で 、 カ ー ソ ル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
この 画面 で は 、ATOK7 が 登録 され て いる 状態 で す が 、 登録 され て いる 日 本 語 入 力 FP を 選 
択 し て 下さ い 。 

も し 、 何 も 登録 さ れ て いな けれ ば 、 この 作業 を 中 止 し 、 日 本 語 入力 FEP を 登録 し て 下さ い 。 


また 、 指定 し た アプ リケーション ソフ ト か ら 、 日 本 語 入力 FEP を 外す 場合 は 、「* : FEP 


は 使用 し な い 」 を 選択 し て 下さ い 。 
以下 の ウイ ンド が 表示 され ます 。 
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デバ イス ドラ イ バ を 選択 し て 下さ い (Fx10: 終 了 ) 


デバ イス 選択 


[PRINT. SYS 


[ 
[ 
[ 
[ 
[ 
[ 
[ 
[ 
[ 


この ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 指定 し た アプ リケーション ソフ ト で 、 使 用 し た い デ バ 
イス ドラ イ バ に 、 キー か [1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 ファ ンク ショ ン キ ー の F1O を 
押し て 下さ い 。 
この 画面 は 、 PRINT. SYS が 登録 され て いる 状況 で す が 、 指定 し た アプ リケーション ソフ ト で 
使用 する デバ イス ドラ イ バ を 指定 し て 下さ い 。 
指定 し た 場合 は 、 そ の デバ イス ドラ イ バ の タイ トル の 左 横 に 、① て ⑨ ま で の 記号 が 表示 さ 
れ ま す 。 


また 、 す で に 登録 され て いる デバ イス ドラ イ バ を 解除 し た い 場 合 、 何 も 選択 せ ず 、 フ ァ ン 
クシ ョ ン キ ー の F1O を 押し て 下さ い 。 


選択 し た アプ リケーション ソフ ト の 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 変更 し て 、MET's Filedrlver 
4 の 画面 に 戻り ます 。 


以上 で 「AP で 使う デバ イス の 選択 」 は 終了 で す 
「 日 本 語 入力 FEP」 を 変更 し た アプ リケーション ソフ ト を 起動 し て 下さ い 。 
変更 し た 「 日 本 語 入力 FEP」 で アプ リケーション ソフ ト が 立ち 上 が つて きま す 。 


た だ し 、 制 限 事項 で も ご 説明 いた し まし た が 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の な が に は 、 設 定 さ 


れ た 「 日 本 語 入力 FEP」 で な いと 立ち 上 が ら な か つた り 、 立ち 上 が っ て も 動作 に 制約 が 発生 
する プリ ケー ショ ン ソ フト も あり ます の で 、 ご 注意 下さ い 。 
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例 ) 一 太郎 Ver4.3ATOK7 の み 
花子 Ver2ATOK7 のみ 


ATOK6 は 、16 ビッ ト FAT で フォ ー マ ッ ト さ れ て いる 、 ハ ー ド ディ スク で は 正常 に は 
動作 し ませ ん 

これ に は 、 10MB 以 上 の 領域 を 確保 し て いる 、 SCSI 型 ハー ド デ ィ スク と 、 大 容量 の ノー 
ト 型 パソ コン の 内 蔵 ハ ー ド ディ スク が 相当 し ます 。 


Z 7. ププ スワ タプ た 人 ん ・ 委 訓 変 更 


MET's Filedriver 4 で は 、 「 自 動 登 録 」、「 マ ニュ アル 登録 」」、「 ユ ー ザ 登録 」 で アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト と 、 日 本 語 入力 FEP を 含ん だ ど 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 登録 で きる こと は ご 説明 い 
た し まし た が 、 こ の うち 、「 自 動 登録 」、「 マ ニュ アル 登録 」 で 登録 し た 場合 メニ ュー 画面 に 
は 自動 的 に アプ リケーション ソフ ト の タイ トル が 記入 され ます 。 


この タイ トル 名 は 、MET's Filedriver 4 の 、 登 録 用 ファ イラ ー 内 の 2 行 目 で 宣言 され て 
いま す 。 
と ころ が この タイ トル が 気にいら な い 方 も いら つ し ゃ る と 思い ます 。 


そこ で 、MET's Filedriver 4 で は 、「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 」 と 「 日 本 語 入力 FEP」 の 
タイ トル を 変更 する こと が で きま す 。 


また 、 タ イト ル 名 の 右 横 に [ ] で 囲 われ だ 部 分 が あり ます 。 
この 部 分 は 「 表 題 」 と 呼び ます 。 


アブ リケーション ソフ ト の 場合 、 こ の 箇所 は 「 自 動 登録 」、「 マ ニュ アル 登録 」 で は 、 何 も 
記入 し ませ ん し 、「 日 本 語 入 力 FEP」 の 場合 も 同様 で す 。 


ここ は どの よう に 使わ れ て も か まい ませ ん 。 
使わ れる 方 が 、 登 録 し た アプリケーション ソ フト に 関連 する 事柄 を 、 記 入 し て も 結構 で す 
し 、 バ パー ジョン を 記入 し て も 結構 で す 。 


以下 の 手順 で 操作 し て 下さ い 。 
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@ ア プリ ケー ショ ン の 場合 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F4 「 表 題 」 を 押し て 
下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


上 


[2: 日 本 語 入力 FEPI 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「AP タ 
イト ル ・ 表 題 の 変更 ] に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


@ 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、「 ア プリ ケー ショ ン 」 に |!| キー か 、 キー で カー ソル 
合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


メニ ュー の 位置 を 設定 
し て 下さ い 


③「②」 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 タイ トル 名 を 変更 し た い ア プリ ケー ショ ン 名 に 、 
キー か 、 キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
その ベー ジ に 変更 し た い タ イト ル が な い 場 合 は 、 キー か 、 キー を 押す こと に よっ 
て 、 ペー ジ が 変り ます の で 、 ベ ペー ジ を 変更 し て 、 そ の アプ リケーション ソフ ト に カー ソル 
合せ て 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 に ウイ ンド が 開き ます 。 


ご 


= モタ ド 

タイ トル ・ 表 題 変更 
タイ トル [ ] 
表 題 [ ] 


登録 する パス 名 
| A : キネ キネ ネネ ネネ ] 


行 移動 : 1 Fx10 : 設定 完了 ESC : 中 止 


⑨ ま ず 、 こ の ウイ ンド が 表示 され だ 段階 で 、 表 題 に カー ソル が 合っ つて いま す 。 

この 表題 は 、 ア プリ ケー ショ ン メ ニュ ー の メニ ュー タイ トル の 右 横 に 表示 され る [ ] の 箇 
所 の こと で 、 こ こ に メニ ュー タイ トル に 入り 切ら な い 、 バ ー ジ ョ ン 表 示 な ど を 記述 する な 
どの 使用 方 法 が あり ます 。 

半角 で 20 文字 、 全 角 で 10 文字 入力 する こと が で きま す 。 


人 キー を 押す と 、「 登 録 す る バス 名 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
ここ で 、 タ イト ル ・ 表 題 を 変更 する アプ リケーション ソフ ト が 、 イ ンス トー ル さ れ て いる 、 
ディ レク トリ 名 を 変更 する こと が で きま す 。 
た だ し 、 変 更 で きる の は 、 そ の ソフ ト が 人 存在 する ディ レク トリ の み で 、 そ の ディ レク トリ 
が 属し て いる 上 位階 層 の ディ レク トリ 名 を 変更 する こと は で きま せん 。 


例 を あげ る と 、A : 半 ABC\\DEF と いう ディ レク トリ に 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト が イ 
ンス トー ル さ れ て いる と 仮定 し て 、 こ の 登録 パス を ここ で 変更 し よう と し た 場合 、 変 更 で 
きる の は 、DEF の み で 、ABC の 部 分 は 変更 する こと が で き な い 、 と いう こと で す 。 


バス 名 を 変更 し た 場合 アプ リケーション ソフ ト が イン スト ー ル され て いる ディ レク トリ 
は 、 そ の 変更 し た 名 前 に 、 リ ネー ム さ れ ま す 。 


⑥ 加 キー を 押す と 、「 タ イト ル 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
変え た い 場 合 は 、IBS| キ ー で 消し て 、 お 好み の タイ トル を 入力 し て 下さ い 。 
半角 で 2O 文字 、 全 角 で 1O 文 字 登 録 で きま す 。 


⑦ 作 業 が 終了 し まし た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O を 押し て 下さ い 。 
変更 し た 内 容 を メニ ュー に 書き 込み 、MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


以上 で アプ リケーション ソフ ト の タイ トル ・ 表 題 変更 は 終了 で す 。 
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@「 日 本 語 入 力 FEP」 の 場合 


①MET's Filedriver 4 の 「 メ イン 画面 」 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F4「 表 題 」 を 押し て 
下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


Mb EE TP 
[2: 日 本 語 入力 FEPI 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「AP タ 
イト ル ・ 表 題 の 変更 ] に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 
また 、 デ バイ ス ド ラ イ バ の ユー ザ 登 録 で 、 登 録 し た デバ イス ドラ イ バ は タイ トル ・ 表 
題 の 変更 は で きま せん 。 


@② 前 記 の ウイ ンド が 開き まし た ら 、 「 日 本 語 入力 FEP」 に [! | キー か 、 キー で カー ソル 
合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


日 本 語 FEP 選択 


2 
r コ mm 唱 ロ ロロ ロ ロビ 上 の の 
を 


ー 131 一 


上記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 タ イト ル 名 を 変更 し た い 日 本 語 入力 FEP 名 に 、 
キー か | 1 | キー で 、 カ ー ソ ル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
この ウイ ンド に は 、ATOK7 が 登録 され て いる 状況 で す の で 、ATOK7 を 例 に あげ ます 。 
次 の 様 に ウイ ンド が 開き ます 。 


タイ トル ・ 表 題 変 更 


タイ トル [ATOK7 
表 題 [ ] 


登録 する パス 名 
[A:\ATOK7**** 


行 移動 : 


④ ま ず 、 こ の ウイ ンド が 表示 され だ 段階 で 、 表 題 に カー ソル が 合っ つて いま す 。 

この 表題 は 、 アプリケ ーション メニ ュー の メニ ュー タイ トル の 右 横 に 表示 され る [ ] の 簡 
所 の こと で 、 こ こ に メニ ュー タイ トル に 入り 切ら な い 、 バ ー ジ ョ ン 表 示 な ど を 記述 する な 
どの 使用 方 法 が あり ます 。 

半角 で 20 文字 、 全 角 で 1 文字 入力 する こと が で きま す 。 


⑤ 還 キー を 押す と 、「 登 録 す る バス 名 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
ここ で 、 タ イト ル ・ 表 題 を 変更 する アプ リケーション ソフ ト が 、 イ ンス トー ル さ れ て いる 、 
ディ レク トリ 名 を 変更 する こと が で きま す 。 
た だ し 、 変 更 で きる の は 、 そ の ソフ ト が 存在 する ディ レク トリ の み で 、 そ の ディ レク トリ 
が 属し て いる 上 位階 層 の ディ レク トリ 名 を 変更 する こと は で きま せん 。 


例 を あげ る と 、A : \ABC\DEF と いう ディ レク トリ に 、 ア ブリ ケー ショ ン ソ フト が イ 
ンス トー ル さ れ て いる と 仮定 し て 、 こ の 登録 バス を ここ で 変更 し よう と し た 場合 、 変 更 で 
きる の は 、DEF の み で 、ABC の 部 分 は 変更 する こと が で き な い 、 と いう こと で す 。 
前 記 の ウイ ンド で は 、 「A : \ATOK7」 と な つて いま す が 、 変更 で きる の は 「ATOK7」 の 
箇所 で 、「A : \」 は 変更 する 事 が で きま せん 。 


バス 名 を 変更 し た 場合 、 ア ブリ ケー ショ ン ソ フト が イン スト ー ル され て いる ディ レク トリ 
は 、 そ の 変更 し た 名 前 に 、 リ ネー ム さ れ ま す 。 
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@⑥ 回 キー を 押す と 、「 タ イト ル 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
変え た い 場 合 は 、IBS| キ ー で 消し て 、 お 好み の タイ トル を 入力 し て 下さ い 。 
半角 で 2O 文 字 、 全 角 で 10 文字 登録 で きま す 。 


⑦ 作 業 が 終了 し まし た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O を 押し て 下さ い 。 
変更 し た 内 容 を メニ ュー に 書き 込み 、MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 


以上 で 日 本 語 入力 FEP の タイ トル ・ 表 題 変更 は 終了 で す 。 
Z 7.5 AP 区 嫌 ファ ブル の 北 葉 


この 機能 で は 、MET's Filedriver 4 が 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト や 、 日 本 語 入力 FEP を 
使用 する た め に 必要 な ファ イル 、「CONFIG.DEV」 と 「MFD.BAT」 を 編集 する こと が で き 
ます 。 


使用 する エディ タ は 「MET's Filedriver 4 の 環境 設定 」 で 設定 し た エディ タ を 使用 し ま 
す 。 

何 も 設 定 さ れ て いな い 場 合 、 標 準 添付 の 「ME.EXE」 が 立ち 上 が り ま す 。 

また 、「 任 意 の ファ イル 」 で 「CONFIG.DEV」 と 「MFD.BAT」 以外 の ファ イル を 編集 す 
る こと も 可能 で す 。 


以下 に ファ イル 別に 説明 し て きま す 。 
な お 、 以下 の 説明 で 使用 し て いる エディ タ は 、 標準 添付 の 「ME.EXE」 を 使用 し て いま す 。 


@ デ バイ ス 情 報 フ ァイル (CONFIG.DEV) 


この ファ イル は 、MET's Filedriver 4 に イン スト ー ル され た だ た 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 
の デバ イス 情報 を 司 ど る ファ イル で 、 この 中 に 日 本 語 入力 FEP を 始め と する 、 各種 の デバ イ 
ス ド ラ イ バ の 記述 が 行わ れ ま す 。 

以下 の 手順 で その 内 容 を 表示 、 編 集 す る こと が 可能 で す 。 


①MET's Filedriver 4 の メイ ン 画 面 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F5「 編 集 」 を 押し て 下さ 
い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


編集 ファ イル 選択 


[2: 実行 情報 の ファ イル | 
[3: 任意 の ファ イル | 


= 折衝 の ー 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「7 : AP 
環境 ファ イル の 編集 ]」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


@ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 デ バイ ス 情 報 フ ァイル 」 に 、[! | キー か 、[1 | キー 
で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


L2: 日 本 語 入力 FEP | 


⑧③ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 ア ブリ ケー ショ ン 」 に 、 キー か 、 キー で 
カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


編集 の 対象 と な る も の 
を 指定 し て 下さ い 
⑨③ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 デ バイ ス 情 報 フ ァイル (CONFIG.DEV)」 を 貫 集 
し た い ア ブ プリ ケー ショ ン ソ フト の タイ トル に 、 | ! | キー か 、 キー で カー ソル を な 合せ て 、 
回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 は 、 例 と し て 「 一 太郎 Ver4.3」 の 「 デ バイ ス 情 報 フ ァイル (CONFIG.DEV)」 を 表示 


し て いま す 。 
な お 、ATOK7 は 標準 の ATOK7 で 、 辞 書 フ ァイル は ATOK7.DIC の 例 で す 。 
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:\ATOK7 
ATOK7A.SYS /DA:\ATOK7.DIC 
ATOK7B.SYS 


[範囲 」 [削除 」 [貼付 」 


この 画面 の 「EOF」 は 、「End of File」 の 略 で 、 フ ァイル 内 容 の 終わ り を 意味 し ます 。 
文字 入力 は 、 こ の 「EOF」 の 前 に し か 行え ませ ん 。 


上 記 が 、 一 太郎 Ver4.3 の 「 デ バイ ス 情 報 フ ァイル (CONFIG.DEV)」 の 内 容 で す 。 
お 客 様 の 使用 状態 に よって は 、 多 少 異 な る 場合 が あり ます 。 
また 、 エ ディ タ 画 面 の 操作 方 法 に つい て は 、 後 で 説明 いた し ます 「 任 意 の ファ イル 」 で 説 
明 し ます 。 


⑥ ま ず 、 1 行 目 で す が 、 こ れ は ATOK7 が 格納 され て いる ディ レク トリ を 示し て いま す 。 
この 例 は 、MET's Filedriver 4 と 同じ ドラ イブ に 、ATOK7 が イン スト ー ル され て いま 
す の で 、「 : \ATOK7」 と な っ て いま す が 、 も し 違う ドラ イブ の 場合 は 、「 : (ドラ イブ 番 
号 ) : \ ATOK7」 と な り ま す 。 


た と えば 、MET's Filedriver 4 が ^ へ ドラ イブ に 登録 され て いて 、ATOK7 が B ドラ イブ 
に 登録 され て いた 場合 は 、「 : B : \ATOK7」 と な り ま す 。 
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@⑦ 次 の 行 で す が 、 ATOK7 の 場合 は 、 つつ の ファ イル か ら 構 成 さ れ て いま す の で 、 2 行 目 か ら 
3 行 目 が これ に 相当 し ます 。 
ほとん どの 日 本 語 入力 FE は 、1 つの ファ イル の み で す が 、 高 機能 化 が すす む に つ れ 、2 
つ 以 上 の ファ イル で 構成 され る 例 が あり ます 。 
デバ イス 選択 で 選択 し た デバ イス ドラ イ バ は 、 こ の 日 本 語 入力 FEP の 下 に 記述 され ます 。 


@ 最 下行 の 「 : 」 で す が 、 こ れ は 消し て は いけ な い デ バイ ス ド ラ イ バ の 区 切り を 示す も の で 、 
アプ リケーション ソフ ト の 自動 登録 ファ イラ ー 内 で 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 登録 する 場合 に 
も 、 こ の 「 : 」 の 下 に デバ イス ドラ イ バ が 記述 され ます 。 

し た が つて 、 お 客 様 が 手 作 業 で 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 組み 込む 場合 は 、 こ の 「 : 」 の 次 の 
行 以下 に 記述 し て 下さ い 。 

た だ し 、 デ バイ ス 情 報 フ ァイル 「CONFIG.DEV」 は 、 そ の アプ リケーション の ディ レ 
クト リ に 存在 し て いま す の で 、 違 う デ ィ レ クト リ に 存在 する デバ イス ドラ イ バ の ファ イル 
名 を 入力 する さい は 、 バ ス 名 も 含め て 入力 し て 下さ い 。 


編集 が 終了 し まし た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O を 押し て 下さ い 。 
変更 し た 内 容 を 保存 し て 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 、 戻 り ま す 。 


久実 行 情 報 の ファ イル (MFD.BAT) 


この 機能 は 、MET's Filedriver 4 に 、 登 録 さ れ た アプ リケーション ソフ ト が 、MET's 
Filedriver 4 上 か ら 起 動 す る 為 に 必要 な ファ イル 、MFD.BAT を 編集 する 機能 で す 。 


MET's Filedriver 4 は , ア ブ プリ ケー ショ ン ソ フト を 起動 する 際 、 こ の ファ イル の 内 容 を 読 
み 取 り 、 そ の 中 に 記述 され て いる ファ イル を 動作 させ て 、 ア ブリ ケー ショ ン ソ フト を 起動 し 
ます 。 

この 内 容 が 異な っ て いる と 、MET's Filedriver 4 か ら 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト を な 起動 
させ る こと が で きま せん 。 

以下 の 手順 で その 内 容 を 表示 、 編 集 す る こと が 可能 で す 。 


①MET's Filedriver 4 の メイ ン 画 面 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F5 「 編 集 」 を 押し て 下さ 
い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


編集 ファ イル 選択 


2: 実行 情報 の ファ イル | 


3: 任意 の フラ ファイル” || 
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前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「7 : AP 
環境 ファ イル の 編集 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


@② 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 実 行 情 報 フ ァイル 」 に 、 キー か 、 キー で 
カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


編集 の 対象 と な る も の 
を 指定 し て 下さ い 
⑨③ こ こ で 、「 実 行 情報 の ファ イル (MFD.BAT)」 を 編集 し た い ア プリ ケー ショ ン ソ フト に 、 
キー か 、 [1 | キー で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
選択 し た アプ リケーション ソフ ト の 「 実 行 情報 の ファ イル (MFD.BAT)」 が エディ る タ 画 


面 で 表示 され ます 。 
エディ タ 画 面 の 操作 方 法 は この 後 の 「 任 意 の ファ イル 」 で 説明 し ます 。 


MET's Filedriver 3 まで は 、 実 行 情報 ファ イル 名 は SETUP.BAT で し た が 、 こ の ファ 
イル 名 だ と 、 登 録 し た アプ リケーション ソフ ト 内 に 、「SETUP.EXE」 や 「SETUP.COM」 
が 存在 し た 場合 、 そ ちら を 起動 し て し まい まし た 。 

MET's Filedriver 4 で は 、 実 行 情報 ファ イル 名 を 、 MFD.BAT に 変更 し 、 こ の よう な 
こと を 防い で いま す 。 


また 、MET's Filedriver シ リー ズ か ら 、MET's Filedriver 4 に 変更 し た 場合 、 SETUP. 
BAT は 、MET's Filedriver 4 か ら 、 そ の アプ リケーション ソフ ト を 1 回 起動 する こ 
と で 、MEFD.BAT に リネ ー ム され ます 
し た が っ て 、MET's Filedriver シ リー ズ か ら 、MET's Filedriver 4 に 変更 され た 直後 
は 、 全 て の アプ リケーション ソフ ト を 必ず 1 回 起動 し て 下さ い 。 

も し 、 実行 情報 ファ イル が 、SETUP.BAT の まま だ と 、 こ の 実行 情報 ファ イル の 編集 
を 行っ た 場合 、SETUP.BAT は 無視 され 、MFD.BAT が 新規 に 作成 され ます 。 


o 
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人 任意 の ファ イル 


この 機能 は 、 任 意 の テキ スト ファ イル を 編集 する 機能 で す 。 
ここ に カー ソル を 合せ て 回 キー を 押す と 以下 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 
以下 の 手順 で 使用 し て 下さ い 。 


①MET's Filedriver 4 の メイ ン 画 面 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F5「 編 集 」 を 押し て 下さ 


い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


編集 ファ イル 選択 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「7 : AP 
環境 ファ イル の 編集 ] に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


@ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 任 意 の ファ イル 」 に 、 キー か 、 キー で カー 
ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


編集 する ファ イル 名 を 入力 し て 下さ い (中 止 :ESC) 


③ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 編集 し た い テ キス ト フ ァイル 名 を 入力 し て 、 回 キー を 
押し て 下さ い 。 
ファ イル 名 を 入力 せ ず 、 回 キー を 押す と 、MET's Filedriver 4 の シス テム ファ イル が あ 
る 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 半 MFD の ファ イル 一 覧 が 表示 され ます 
また 、 デ ィ レ クト リ に カー ソル を 合せ て 回 キー を 押す と 、 そ の ディ レク トリ 内 の ファ イル 
と ディ レク トリ を 表示 し ます 。 
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ちがう ドラ イブ に 存在 する ファ イル を 編集 する 場合 は 、 そ の ドラ イブ 番号 を 入力 し て 下さ 
い 。 

た と えば 、B ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に ある 、 フ ァイル を 編集 し た い 場 合 は 、「B : 
\」 と 入力 する と 、B ドラ ブ の ルー トディ レク トリ の ファ イル 一 覧 が 表示 され ます 。 


また 、MET's Filedriver 4 に 添付 され て いる 、 「ME.EXE」 は 編集 で きる ファ イル サイ ズ 
は 約 64KB まで で 、 バ イナ リフ ァイル の 編集 は で きま せん 。 

64KB 以上 の ファ イル を 編集 し た い 場 合 バイ ナリ ファ イル を 編集 し た い 場 合 は 、 本 書 の 
「MET's Filedriver 4 の 環境 設定 」 を ご 覧 に は り 、 エ ディ タ を 変更 し て 下さ い 。 


@ エ ディ る 画面 の 操作 方 法 


男 囲 | [削除 | [ 由 付 ] [ 要 了 ] 


上 記 の 画面 が 標準 添付 の 「ME.EXE」 で の エディ タ 画 面 で す 。 
上 記 の 画面 は 、 何 も ファ イル を 読み 込ん で いな い 時 の 状態 で す 。 
以下 が 使用 で きる キー の 一 覧 で す 。 


F1 耳目 | 


編集 内 容 を セー ブ ば ず に 中 止 す る か どう か を 決定 で きま す 。 
「 は い 」 を 選択 する と セー ブ せ ず に 中 止 し 、「 い いえ 」 を 選択 する と 作業 を 継続 し ます 。 
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F6 莉 還 | 
行 単位 の 範囲 指定 を する こと が で きま す 。 
この 後 、 説 明 す る 「 削 除 」、「 複 写 」 な ども この 動作 の 後 、 行 な いま す 。 


F7 
範囲 指定 し た 行 を 削除 し ます 。 
削除 し た 内 容 は 新規 に 削除 や 複写 を 行なわ な い 限 り 、 バ ッ フ ァ 内 に 残り 「 貼 付 」 を 使っ 
て 挿入 で きま す 。 


F8 | 矯 写 | 
範囲 指定 し た 行 を 複写 し ます 。 
複写 し た 内 容 は 新規 に 削除 や 複写 を 行なわ な い 限 り 、 バ ッ フ ァ 内 に 残り 「 貼 付 」 を 使っ 
て 挿入 で きま す 。 


F9 上 付 
削除 や 複写 し だ 内容 を 行 単位 で 貼り 付け ます 。 
最新 の 削除 、 複 写し た 内 容 を 貼り 付け る こと が で きま す 。 


SHIFT + F6 
文字 列 単位 の 範囲 指定 を する こと が で きま す 。 
この 後 、 説 明 す る 「 削 除 」、「 複 写 」 な ども この 動作 の 後 、 行 な いま す 。 


SHIFT 二 上 7 
SHIFT 十 FG6 範囲 で 範囲 指定 し た 文字 列 を 削除 し ます 。 
削除 し た だ 内容 は 新規 に 削除 や 複写 を 行なわ な い 限 り 、 バ ッ フ ァ 内 に 残り 「SHIFT +F9 
貼付 」 を 使っ つて 任意 の 箇所 に 挿入 で きま す 。 


SHIFT + F8 
SHIFT 十 FG 範囲 で 範囲 指定 し た 文字 列 を 複写 し ます 。 
複写 し た 内 容 は 新規 に 削除 や 複写 を 行なわ な い 限り 、 バ ッ フ ァ 内 に 残り 「SHIFT+ F9 
貼付 」 を 使っ て 任意 の 箇所 に 挿入 で きま す 。 


SHIFT  F9 
削除 や 複写 し た 内 容 を 文字 列 単位 で 貼り 付け ます 。 
最新 の 削除 、 複 写し た 内 容 を 貼り 付け る こと が で きま す 。 
F1O 
編集 し た 内 容 を 書き 込ん で 終了 し ます 。 
変更 し て いな い 場 合 は その まま 元 に 戻り ます 。 


また 、 次 の キー の 組合 わせ が エディ タ 内 で 使用 で きま す 。 
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ーー・・・ 


・・・・ーー カー ソル 移動 


ROL に UP で ・・・・・ スタ 回 幸 少 アップ 
ROLL DOWN・・・・・ ス クロ ー ル ダウ ン 


SH TI FT キー・・・・・ 


SHIFT+ー・ 


9 人 HE 
回 だ 3 ドル 
CTRL+C・ 
gi 凡 届く 
DD 恨 に キ D い 
CTRR に る 
LtRAL 再 E に * 
CTRL 十 交 ・ 
RU Re 


いこ 遇 - 本 こ 


CT 民 し 上 キ エ * 
CTRL 二 @・ 


DRDIB 林 2009 er 


・ 行 末 カ ー ソ ル 移 動 
で 行頭 カー ソル 移動 
> ゃ ecre en 表 高速 エ カ ー ソ ル 移 動 
・・・・・・ 高 速 下 カー ソル 移動 
の je まき JIN 上 に 1 画面 スク ロー ル 
・・・・・・ 下 に 1 画面 スク ロー ル 
・・・・・ 右 に 1 文字 スク ロー ル 
・・・・・・ 左 に 1 文字 スク ロー ル 
・・・・・・ 上 に 1 文字 スク ロー ル 
・・・・・・ 下 に 1 画面 スク ロー ル 
<・・・・・・ 1 文字 削除 
・・・・・・ バ ックス ペー ス 
各 ie 」 本 rs173 拓 イン サー ト タ ブ 
・・・・・ 文 頭 ヘ ジャ ンプ 
・・・・・ 文 未 へ ジャ ンプ 
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人 行 削除 の し か た 
① 適 当 な テキ スト ファ イル を 、 前 項 の 「 任 意 の ファ イル 編集 」 で 選択 し 、 読み 込ん で 下さ い 。 


② エ ディ タ 画 面 が 表示 され まし た ら 、 削 除 し た い 行 に カー ソル を 合せ 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
の [F6 範囲 析 押 し て 下さ い 。 
画面 の 右上 に 「 行 範囲 指定 」 と 表示 され ます 。 
これ は 現在 の 作業 モー ド が 「 行 範囲 指定 」 に な っ て いる こと を 示し て いま す 。 


⑧「 行 範囲 指定 」 が 表示 され まし た ら 、 キー を 押し て 下さ い 。 
1 行 分 が 反転 し て 表示 され ます 。 
これ は その 行 が 指定 され た 事 を 示し ます 。 
また 、 こ の 状態 か ら 、 キー を 押す と 反転 表示 され て いた 行 が 通常 の 表示 に 戻り ます 。 
これ は その 行 が 指定 か ら 解除 され た こと を 示し ます 。 


ea を 行っ た 場合 、 そ の 指定 は カー ソル 位置 か ら 下 方 向 に の み 、 有 効 と な り 


@ 削 除 し た い 行 を 選択 し まし た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [F7 範囲 茎 押 し て 下さ い 。 
選択 し た 行 が 削除 され 、「 行 範囲 指定 」 が 解除 され ます 。 
また 、 削 除 さ れ た 内容 は 再び 「 行 削除 」 か 「 複 写 」 を 行う まで と 記憶 され ます の で 、 
賠 付 に 指定 し た 箇所 に 貼り 込む こと が で きま す 。 
た だ し 、 終 了 し だ た 時点 で その 内 容 は クリ ア さ れ ま す 。 
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文字 列 単位 の 削除 の し か た 
④ 適 当 な テキ スト ファ イル を 、 前 項 の 「 任 意 の ファ イル 編集 」 で 選択 し 、 読 み 込 ん で 下さ い 。 


② エ ディ タ 画 面 が 表示 され まし た ら 、 削除 し た い 文 字 列 の 先頭 に カー ソル を 合せ 、 SHIFT キ ー 
を 押し な が ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 6 範囲 を 押し て 下さ い 。 
画面 の 右上 に 「 範 囲 指 定 」 と 表示 され ます 。 
これ は 現在 の 作業 モー ド が 「 範 囲 指 定 」 に な っ て いる こと を 示し て いま す 。 


③「 範 囲 指 定 」 が 表示 され まし た ら 、 キー を 押し て 下さ い 。 
選択 し た 文字 列 が 反転 し て 表示 され ます 。 
これ は その 文字 列 が 指定 され だ 事 を 示し ます 。 
また 、 こ の 状態 か ら 、 キー を 押す と 反転 表示 され て いた 文字 列 が 通常 の 表示 に 戻り ま 
受 。 
これ は その 文字 列 が 指定 か ら 解除 され た こと を 示し ます 。 


「 範 囲 指定 」 を 行っ た 場合 、 そ の 指定 は カー ソル 位置 か ら 右 方 向 に の み 、 有効 と な り ま 


oO 


@ 削 除 し た い 文 字 列 を 選択 し まし た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [F7 範囲 革 押 し て 下さ い 。 
選択 し た 文字 列 が 削除 され 、「 範 囲 指 定 」 が 解除 され ます 。 
また 、 削 除 さ れ た 内 容 は 再び 「 文 字 列 削 除 」 か 「 文 字 列 複写 」 を 行う まで と 記憶 され ます 
の で 、[ SHIFTF 一 を 押し な が ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 9 貼 込 で 指定 し た 箇所 に 
貼り 込む こと が で きま す 。 
た だ し 、 終 了 し だ 時 点 で その 内 容 は クリ ア さ れ ま す 。 
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人 行 複写 、 貼 り 付 け の し か た 
①④ 適 当 な テキ スト ファ イル を 、 前項 の 「 任 意 の ファ イル 編集 」 で 選択 し 、 読み 込ん で 下さ い 。 


② エ ディ る タ 画 面 が 表示 され まし た ら 、 複 写し た い 行 に カー ソル を 合せ 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
の [6 範囲 革 押 し て 下さ い 。 
画面 の 右上 に 「 行 範囲 指定 」 と 表示 され ます 。 
これ は 現在 の 作業 モー ド が 「 行 範囲 指定 」 に な っ て いる こと を 示し て いま す 。 


⑧「 行 範囲 指定 」 が 表示 され まし た ら 、 キー を 押し て 下さ い 。 
1 行 分 が 反転 し て 表示 され ます 。 
これ は その 行 が 指定 され た 事 を 示し ます 。 
また 、 こ の 状態 か ら 、 キー を 押す と 反転 表示 され て いた 行 が 通常 の 表示 に 戻り ます 。 
これ は その 行 が 指定 か ら 解除 され た こと を 示し ます 。 


ee を 行っ た 場合 、 そ の 指定 は カー ソル 位置 か ら 下方 向 に の み 、 有効 と な り 


⑧@ 複 写し た い 行 を 選択 し まし た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [|F8 複写 破 押し て 下さ い 。 
選択 し た 行 が 複写 され 、「 行 範囲 指定 」 は 解除 され ます の で 、 複写 し た 内 容 を 貼り 付け た い 
位置 に 、 カ ー ソ ル を 移動 させ 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 8 複写 旗 押 し て 下さ い 。 
複写 し た 内 容 が 貼り 付け られ 、「 行 範囲 指定 」 が 解除 され ます 。 
また 、 複 写 さ れ だ 内 容 は 再び 「 行 削除 」 か 「 複 写 」 を 行う まで と 記憶 され ます の で 、 
隊 付 に 指定 し た 箇所 に 貼り 込む こと が で きま す 。 
た だ し 、 終 了 し た 時 点 で その 内 容 は クリ ア さ れ ま す 。 
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全文 字 列 複 写 、 貼 り 付 け の し か た 
④ 適 当 な テキ スト ファ イル を 、 前 項 の 「 任 意 の ファ イル 編集 」 で 選択 し 、 読み 込ん で 下さ い 。 


② エ ディ る 画面 が 表示 され まし た ら 、 複写 し た い 文 字 列 に カー ソル を 合せ 、 [SHIFT 計 一 を 押し 
な が ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の |F6 範囲 研 押 し て 下さ い 。 
画面 の 右上 に 「 範 囲 指定 」 と 表示 され ます 。 
これ は 現在 の 作業 モー ド が 「 範 囲 指 定 」 に な っ て いる こと を 示し て いま す 。 


③「 範 囲 指定 」 が 表示 され まし た ら 、 キー を 押し て 下さ い 。 
選択 し た 文字 列 が 反転 し て 表示 され ます 。 
これ は 文字 列 が 指定 され た 事 を 示し ます 。 
また 、 こ の 状態 か ら 、 キー を 押す と 反転 表示 され て いた 行 が 通常 の 表示 に 戻り ます 。 
これ は その 文字 列 が 指定 か ら 解 除 さ れ た こと を 示し ます 。 


「 範 囲 指 定 」 を 行っ た 場合 、 そ の 指定 は カー ソル 位置 か ら 右 方 向 に の み 、 有 効 と な り ま 


Go 


@ 複 写し た い 文字 列 を 選択 し まし た ら 、[SHIFT 計 一 を 押し な が ら フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [F8 褐 
居 押 し て 下さ い 。 
選択 し た 文字 列 が 複写 され 、「 行 範囲 指定 」 は 解除 され ます の で 、 複写 し た 内 容 を 貼り 付け 
だ た い 位 置 に 、 カー ソル を 移動 させ 、[SHIFT 庄 一 を 押し な が ら フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [PF8 複写 | 
を 押し て 下さ い 。 
複写 し た 内 容 が 貼り 付け られ 、「 範 囲 指 定 」 が 解除 され ます 。 
また 、 複 写 さ れ た 内 容 は 再び 「 文 字 列 削除 」 か 「 文 字 列 複写 」 を 行う まで と 記憶 され ます 
の で 、ISHIFTF 一 を 押し な が ら 、 ファ ンク ショ ン キ ー の | ビ 9 貼 込 | で 指定 し た 箇所 に 貼り 込む 
こと が で きま す 。 
た だ し 、 終 了 し た 時 点 で その 内 容 は クリ ア さ れ ま す 。 
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7.6 メソ スプ ブッ チ の 朗 室 


MET's Filedriver 4 で は 、 コ ンピュータ 本 体 の メモ リス イッ チ の 変更 を 行なう こと が で 
きま す 。 

基本 的 に は 、MS - DOS で サポ ー ト され て いる 、「SWITCH コマ ンド 」 と 同様 な 作業 を 行 
な いま す 。 

以下 の 手順 で 実行 し て 下さ い 


MET's Filedriver 4 の 、「 メ イン 画面 」 が 表示 され て いる 状態 か ちら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 


の F8「Xt り SW」 を 押す か 、 押 し て 下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


メモ リサ イズ [128 ] [256 ] [384 ] [512 ] 較 斬 則 [768 ] 

プリ ンタ 

画面 表示 属性 販 ] し 縁 」 

BOOT 装 軒 [標準 ] [640KB ] [1M | [HDD1 ] [HDD2 ] [SCSI ] [光ディスク ] 
数 値 演算 プロ セッ サ [な し | 


数 値 演算 プロ セッ サ 2 [あぁ り ] 


この ウイ ンド は 、 ス ペー スキ ー を 押し て 表示 され る 、 メ イン メニ ュー の 「8: メ モリ ス 
イッ チ の 設定 」 を 選択 し て も 表示 され ます 。 

また 、 以 下 の メ ッ セ ー ジ が 表示 され た 場合 、 お 手数 で す が 、 コ ンピュータ 本 体 の ディ 
ッ プ スイ ッ チ 、SW2-5 を 「ON」 の 状態 に 設定 し て 下さ い 。 
設定 方 法 は 、 コ ンピュータ 本 体 の 取り 扱い 説明 書 を ご らん 下さ い 。 


ディ ッ プ スイ ッ チ 2ー5 (PC 一 9801N の 場合 は 1 一 5) が OFF 
に な っ て いま す 。 


メモ リス イッ チ を 変更 し て も 、 リ セッ ト ま た は 電源 OFF で 初期 化 
され て し まい ます の で ディ ッ プ スイ ッ チ を ON に 切り 換え て 下さ い 。 
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この メモ リス イッ チ の ウイ ンド の 項目 の 意味 は 以下 の 通り で す 。 


メモ リサ イズ 
ここ で コン ピュ ー タ 本 体 が 起動 し て くる と き 認 識 で きる メモ リサ イズ を 設定 で きま す 。 
PC - 98O1VX2 以降 の 機種 で し た ら 、 特 殊 な 場合 を 除い て 64O で 結構 で す 。 


@⑱ ブ リン タ 
セン トロ ニク スイ ンタ ー フ ィ ス CEN16 か CEN24 か の 設定 で す 。 
分 か りや すく 説明 する と 、MS - DOS の 機能 で ハー ドコ ビー を 取る 機能 が あり ます が 、 そ 
の 時 印刷 対象 の プリ ンタ が 、16 ドッ ト か 24 ドッ ト の どちら か 、 と いう こと で す 。 
PC - 8821 な どの 、16 ド ッ ト ブ リン タ を ご 使用 の か た は 「16 ドッ ト 系 」 を 、PCーP 
R2O1 な どの 、24 ドッ ト 以 上 の ブリ ンタ を ご 使用 の か た は 「24 ドッ ト 系 」 を 選択 し て 下 
さい 。 


人 @ 画 面 表示 属性 

MET's Filedriver 4 の 画面 で は な く 、 MS 一 DOS の A> の 状態 で の 画面 表示 色 を 設定 し 
ます 。 

色 は 「 白 」 と 「 緑 」 の 2 色 で す 。 お すき な 方 を 選択 し て 下さ い 。 


@BOOT 装置 
MS - DOS を 立ち 上 げ る 装置 の 指定 で す 。 


ぐ 「 標 準 」 の 場合 は 、 コ ンピュータ が 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ な を 見 に 行っ て 、 フ ロッ 
ピー ディ スク ドラ イブ に 、 デ ィ ス ク が 何 も 挿入 され て いな いと 、 今 度 は ハー ド デ ィ スク 
を 見 に 行き ます 。 
この 時 、 ハー ド デ ィ スク が 接続 され て いる と 、 優先 順位 が 一 番 上 の 、 SASI 型 ハー ド デ ィ 
スク か ら MS - DOS を 起動 し 、SASI 型 ハー ド デ ィ スク が 接続 され て いな いと 、SCSI 
型 ハ ー ド ディ スク を 見 に 行き ます 。 


全 「64OKBFD」 の 場合 は 、 MS DOS の シス テム が 存在 する 64OKB か 、 72OKB フ ォ ー 
マッ ト の フロ ッ ピ ビー ディ スク を 優先 し て 起動 し ます 。 
この 時 、MS - DOS の シス テム が 存在 する 、1 .2MB フォ オー マッ ト の ディ スク が フロ ッ 
ピー ドラ イブ に 挿入 され て いた 場合 は 、1 2 回 の アク セス の 後 し ば らく し て か ら 、MS 
ーDOS を その ディ スク か ら 起 動 し ます 。 
また 、 こ の 設定 の 時 、 ハ ー ド ディ スク か ら MS - DOS を 起動 する こと は で きま せん 。 


$「1MBFD」 の 場合 は 、MS - DOS の シス テム が 存在 する 、1.2MB フォ オー マッ ト の フ 
ロッ ピー ディ スク を 優先 し て 起動 し ます 。 
この 時 、MS - DOS の シス テム が 存在 する 、64OKB また は 、72OKB フォ ー マ ッ ト の 
フロ ッ ビ ー デ ィ ス ク が 、 フロ ッ ピ ー ド ライ ブ に 挿入 され て いた 場合 は 、1 へ 2 回 の アク セ 
ス の 後 、 し ば らく し て か ら 、MS 一 DOS を その ディ スク か ら 起 動 し ます 。 
また 、 こ の 設定 の 時 ハー ド デ ィ スク か ら MS - DOS を 起動 する こと は で きま せん 。 
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「HDD1 」 の 場合 は 、 物理 的 に 存在 する 、SAS1I 型 ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト の 、 最初 の ハ 
ー ド ディ スク ユニ ッ ト か ら 、 優 先 的 に MS -- DOS を 起動 し ます 。 
PC 98O1 シリ ー ズ は 、 SASI の ハー ド デ ィ スク を 物理 的 に 2 台 ま で 認識 で きま す が 、 
その 内 の 若い 番号 の SASI に な り ま す 。 
SASI の ハー ド デ ィ スク を 拡張 フォ ー マ ッ ト し て 、 領域 を 複数 に 分 割 し て いて も 、 それ は 
コン ピュ ー タ に は 1 台 の SAS1I と 認識 され て いま す の で 、 ご 注意 下さ い 。 


全 「HDD2」 の 場合 は 、 物理 的 に 存在 する SASI 型 ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト の 、2 台 目 の ハ 
ー ド ディ スク ユニ ッ ト か ら 優 先 的 に MS - DOS を 起動 し ます 。 
PC- 98O1 シリ ー ズ は 、 SASI の ハー ド デ ィ スク を 物理 的 に っ 台 まで 認識 で きま す が 、 
その 内 の 古い 番号 の SASI に な り ま す 。 
SASI の ハー ド デ ィ スク を 拡張 フォ ー マ ッ ト し て 、 領域 を 複数 に 分 割 し て いて も 、 それ は 
コン ピュ ユ ュー タ に は 1 台 の SASI と 認識 され て いま す の で 、 ご 注意 下さ い 。 


「SCSI」 の 場合 は 、 コ ンピュータ 本 体 に 接続 され て いる 、SCS1I 型 ユ ニッ ト の ハー ド デ 
イィ スク ユニ ッ ト か ら 優 先 的 に MS 一 DOS を 起動 し ます 。 


人 @ 数 値 演算 ブロ セッ サ 
この 項目 で 指定 で は V3O 系 の 指定 を 行ない ます 。 
ここ に ある 周波 数 以外 は 、 サ ポー ト し て いま せん の で 、 こ れ 以 外 の か た は MS - DOS の 
「SWITCH コマ ンド 」 で 設定 し て くだ さい 。 


人 @ 数 値 演算 プロ セッ サク 2 
この 項目 で は 8OX86 系 の 数 値 演算 プロ セッ サ の 指定 を 行ない ます 。 


以上 が 、 こ の ウイ ンド で の 設定 内 容 で す 。 
「TAB キー」 を 押す と 、 次 の ウイ ンド を 表示 し ます 。 


メモ リス イッ チ 設 定 
ボー レー ト L75」 [150 ] [300 ] [600 ] [1200 ] [2400][4800」 9600 
キャ ラク タ 長 
パリ ティ チェ ッ ク [な し 奇数 | 
スト ッ プ ビッ ト 長 る Ta 
通信 方 式 
メ パ ラメ ー タ 無効 | [有効 | 


LW : 登録 | 


LESC : 中 止 | 


NR24. 一 


僅 ボ ー レ ー ト 
通信 速度 を 設定 し ます 。 単位 は 「bpsS」 ま た は 「 ボ ー -」 と いう 場合 が あり ます 。 
基本 的 に は 「1200」 か 「240O」 で 大 丈夫 で す が 、 通 信 を 行なう 相手 先 に より 変化 する 
場合 が あり ます 。 


@ キ ャ ラク タ 長 
1 つの 文字 の 大 き さ を 表し た も の で 「 デ ー タ 長 」 と いう 場合 が あり ます 。 


代 バ リティ イチ エック 
通信 し て いる デー タ が 正しい か どう か を 調べ る オプ ショ ン で す 。 


@ ス トッ プ ビ ッ ト 長 
通信 デー タ の 最後 に くる 「 ス トッ プ ビ ッ ト 」 の 長 さ の 指定 で す 。 


@ 通 信 方 式 
「 全 二 重 」 と 「 半 二 重 」 が あり ます 。 
一 般 的 に は 「 全 二 重 」 で す が 、 一 部 特殊 な 場合 に 「 半 二 重 」 が 使わ れ て いる 場合 が 、 あ り 
ます 。 


@ バ バラ メー タ 
コン ピュ ー タ 同士 で 、RS232C を 使っ て 通信 を 行なう 時 に 使う バラ メー タ で 、「 有 効 」 の 
場合 は 、 送 り 先 の コン ビュ ー タ の バッ ファ が 一 杯 に な つっ た と き に 、 送 り 元 の 通信 を いつ た 
ん 停止 させ ます 。 
も し 「 無 効 . の 状態 で 送り 先 の バッ ファ が 一 杯 に な つた 場合 は 、 送 り 元 は その まま 送り 続 
ば: デー タ は オー バー ラフ 回 培 ます 。 


RS232C の パラ メー タ は 、 通 信 ソ フト 内 で も サポ ー ト し て いる 場合 が あり ます の で 、 そ 
ちら で 設定 され て も か まい ませ ん 。 む し ろ そ の 方 が いい 場合 が あり ます 。 


全て を 、 設 定 し まし た ら 「W」 キ ー を 押す と 変更 し た 状態 で 登録 し 、「ESC] キー を 押す 
と 設定 を 中 止 し 、「TAB」 キ ー を 押す と 、 も う 片 方 の ウイ ンド を 表示 し ます 。 

また 、「W」 キ ー を 押し て 登録 し て も 、 コ ンピュータ 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ の SW2- 5 
が 「OFF」 に な っ て いま す と 、 登 録 は 無効 に な り ま す 。 

この 場合 は 、 デ ィ ッ プス イッ ツチ の SW2 一 ちら を 「ON」 に し て 下さ い 。 

ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 の 仕方 は 、 お 手数 で す が 、 コ ンピュータ 本 体 の 取扱 説明 書 を ご ら 
ん 下さ い 。 

また 、 こ の 設定 は 、 設定 後 コ ン ビ ュー タ 本 体 の 「 リ セッ ト ポ ボタ ン 」 を 押し て < MS-- DOS 
を 再起 動 し な いと 、 有 効 に は な り ま せん 。 
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7.Z 87e77 (CA. の 起動 


MET's Filedriver 4 で は 、MS 一 DOS の 「A>」 を 「 メ イン メニ ュー」 か ら 呼 び 出す こ 
と が で きま す 。 以下 の 手順 で 行なっ つて くだ さい 。 


①MET's Filedriver 4 の 、「 メ イン 画面 」 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F9「SHELL」 を 
押し て 下さ い 。 
画面 が 切り 換わり 、MS - DOS の プロ ンプ ブ ト が 表示 され ます 。 
以下 は 、MS - DOS Ver3.30 で 、A ドラ イブ に MET's Filedriver 4 が イン スト ー ル され 
て いる 状況 で の 、「SHELL」 の 実行 画面 で す 。 


F・10 で 戻り ます 
Command バー ジョ 3.3D 
A> 


LGHL@」LGI LSU_] LREP] [復帰 ] 


画面 は 、 ス ペー スキ ー を 押し て 、 メ イン メニ ュー の 「9 : SHELL (COMMAND. 
COM) 起動 」 を 選択 し て も 表示 され ます 。 


@② 上 記 の 画面 が 、「She11 (Command. com) 」 を 起動 し た 画面 に な り ま す 。 
この 状態 で の カレ ンド ディ レク トリ は 、「A : 半 MFD」 に な っ て いま す 。 
MET's Filedriver 4 に 復帰 させ る 場合 は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O「 復 帰 」 を 押し て 
下さ い 。 
MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 
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7.8 AF ワル 実 な 天 粒 の 説 定 

環境 設定 の 仕方 に つい て は 、「MET's Filedriver 4 の 環境 設定 」 で 詳し く ご 説明 し まし た 
の で 、 各 項目 に つい て は 、 こ こ で は ふれ ませ ん が 、 こ ご の 内 容 が 書か れ て いる ファ イル の ご 説 
明 を いた し ます 。 


この 環境 設定 の 内 容 が 記述 され る ファ イル は 、 サ ブ デ ィ レ クト リ \ MFD の 中 に ある 


「MFD.CNF」 と いう ファ イル で す 。 
この ファ イル は 、MET's Filedriver 4 が イン スト ー ル され だ 時 点 で 作成 され ます 。 


し た が いま し て 、 お 客 様 が 作成 する 必要 は あり ませ ん 。 


に 2 議 い ら ま 


第 8 半 ファ イル 管理 


MET's Filedriver 4 は ファ イル の コピ ー や 削除 、 リ ネー ム な ど を 行なう ファ イル 管理 機 
能 、「FDRV.EXE」 を 標準 で 添付 し て いま す 。 

この 機能 を 使う こと に より 、 ハ ー ド ディ スク 内 の ファ イル の 操作 が さら に 効率 よく 行なう 
こと が 可能 で す 。 


また 、「MFD IV の 実行 環境 の 設定 」 で 、 起動 ファ イル 管理 を 設定 する こと に より 、 お 客 様 
が 使い 慣れ て いる ファ イル 管理 ソフ ト を 、MET's Filedriver 4 の 機能 の 一 部 と し て 使う こ 
と が 可能 に な り ま す 。 

設定 の 方 法 は 「MET's Filedriver 4 の 環境 設定 」 を ご 一 読 下さ い 。 

以下 に MET's Filedriver 4 の 標準 添付 の 「FDRV.EXE」 に つい て 説明 し て 行き ます 。 
ど .7 ファ プル ん 術 再 の び 当 し 

ファ イル 管理 の 画面 は 大 きく 分 け て 、 以 下 の 2 つ に 分 ける こと が で きま す 。 

借 ソ リー 表示 画面 

ハー ド デ ィ スク の ディ レク トリ 構造 が 表示 する こと が で きま す 。 

何処 に 、 ど の よう な ディ レク トリ が 存在 する か 、 一 目 瞭 然 で 知る こと が で きま す 。 

以下 の 手順 で 呼び 出し て 下さ い 。 
①MET's Filedriver 4 の 、「 メ イン 画面 」 か ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F6「FILE」 を 押し 


て 下さ い 。 
次 の 様 に 画面 が 切り 換わり ます 。 
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10.SYS 
MSDOS. SYS 
COMMAND. COM 
CONFIG.SYS 
README. DOC 
README2.DOC 
SETUP. DEF 
NECAI. SYS 


F: フ ァイル 操作 X: ド ライ ブ 変 更 C: ル 2 トリ コピ ー 
M: テ ルト り 作 成 D: テ ル 外 り 削 除 R: テ アル 2 トリ 名 変更 
A: テ ルト り 属 性 変更 S:Command. com 起 動 1I: デ ィ ス ク 情 報 


前 記 の 画面 は 、 ス ペー スキ ー を 押し て 表示 され る メイ ン メ ニュ ー の 「+ : ファ イル 管 
理 の 呼び 出し 」 を 選択 し て も 、 表 示 で きま す 。 


②④② こ の 画面 が 、 FDRV.EXE で 表示 され る 、 ハー ド デ ィ スク 内 ディ レク トリ 構造 の ツリ ー 表 示 


画面 で す 。 
ツリ ー 表 示 の 状態 は お 客 様 の ハー ド デ ィ スク の 状態 に よっ つ て 変り ます 。 
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錯 フ ァイル 操作 画面 


前 記 の 、 ツ リー 表示 画面 か ら 、「F : ファ イル 操作 」 を 実行 する こと に より 、 カ ー ソ ル が 合 
つて いる ディ レク トリ の ファ イル を 、 一 覧 で 表示 する こと が で きま す 。 
以下 の 手順 で 呼び 出し て 下さ い 。 


⑰「 ツ リー 表示 画面 」 か ら 以 下 の キ ー 操 作 の 内 、 ど れ か を 行なっ つて 下さ い 。 
この 時 、 カ ー ソ ル は 一 番 上 の 「\」 に 合っ つて いる と 仮定 し ます 。 
「 ツ リー 表示 画面 」 の 出し 方 は 前 項 を ご 参照 下さ い 
この 場合 、 操 作 方 法 は 、 以 下 の 3 通 りあ り ま す 。 


僅 ファンクション キー の 「F1 」 を 押す 
僅 アル ファ ベッ ト の 「F」 を 押す 
@ コ マン ド 表 示さ れ て いる 「F : ファ イル 操作 」 に カー ソル を 合せ て 回 キー を 押す 


② 上 記 、3 通 り の 操作 方 法 で 、 操 作 す る と 、 以 下 の よ うな 画面 が 表示 され ます 。 
ファ イル の 一 覧 状態 は お 客 様 の ハー ド デ ィ スク の 状態 に よっ て 異な り 、 以 下 は 一 例 で す 。 


AA:\ 


ァイル 名 サイ ズ 作成 日 作成 暑 属性 
0 剛 mn 基 剛 出 7 00:00:04 RHS 
MSDOS 


因 間 SM | ファ イル 内 容 合計 

91-11-18 00:00:04 RHSA ネネ * ネ ネネ バイ ト 
COMMAND . に 400 91-11-18 00:00:04 A 
CONFIG .SYS 23 91-11-15 01:00:00 A ファ イル 個数 
README .DOC 3152 91-11-18 00:00:04 A 11 個 
README2 .DOC 6432 91-11-18 00:00:04 A 
SETUP  .DEF 6207 91-11-18 00:00:04 A | Mark フ ァイル 数 
NECAI  .SYS 664576 91-11-18 00:00:04 A 0 
AUTOEXEC. BAT 21 91-11-15 01:00:00 A 
AUTOEXEC. BAK 21 91-11-15 01:00:00 A 
AUTOEXEC. BAC 21 91-11-15 01:00:00 A 検索 ゲル ー プ 名 


ネネ 


E: フ ァイル 内 容 編集 C: フ ァイル コピ ー D: フ ァイル 削除 
R: フ ァイル 名 変更 A: フ ァイル 属性 変更 W: グ ルー プ 別 表示 


苦 ーー 


以上 2 つの 画面 か ら 、「FDRV.EXE」 は 構成 され て いま す 。 
次 の 項 で は 、「FDRV.EXE」 の 「 ツ リー 表示 画面 」 と 、「 フ ァイル 操作 画面 」 で 、 使 うこ と 
の で きる 、 コ マン ド の 説明 を 行ない ます 。 
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. ク ツ ゾ ー 委 示 奈 の コマ ン だ 
以下 の コマ ンド は ツリ ー 表 示 時 の コマ ンド で す 。 


g ど .2. 7 : ファ アル 許 條 


使用 キー 
機能 ファ イル 操作 画面 に 入る コマ ンド で す 。 


カー ソル バー が 合っ て いる 、 デ ィ レ クト リ の ファ イル を 一 覧 表示 し ます 。 
操作 方 法 


① ツ リー 表示 画面 で 、 フ ァイル 内 容 を 一 覧 させ たい ディ レク トリ に 、 カ ー ソ ル が 合っ て いる 
状態 で 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 了 か 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1、 FILE| を 押し て 下さ い 。 


また は 、 | 計 一 か 、 に 庄 一 で 、 |F : ファ イル 操作 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下 
さい 。 


② そ の ディ レク トリ の ファ イル が 以下 の よう に 表示 され ます 。 
一 覧 表示 され た ファ イル の 内 容 は お 客 様 の ハー ド デ ィ スク に 異な り ま す 。 


ファ イル 名 サイ ズ 作成 日 作成 時 刻 属性 
ファ イル EE ファ イル 内 容 合計 


MSDOS .SYS 39614 91-11-18 00:00:04 RHSA *** ま ネバ イト 
COMMAND .COM 48416 91-11-18 00:00:04 A 

CONFIG .SYS 23 91-11-15 01:00:00 A | ファ イル 個数 
README .DOC 3152 91-11-18 00:00:04 A 11 個 
README2 .DOC 6432 91-11-18 00:00:04 A 

SETUP .DEF 6207 91-11-18 00:00:04 A | Mark フ ァイル 数 
NECAI .SYS 664576 91-11-18 00:00:04 A 0 個 
AUTOEXEC. BAT 21 91-11-15 01:00:00 A 

AUTOEXEC. BAK 21 91-11-15 01:00:00 A 

AUTOEXEC.BAC 21 91-11-15 01:00:00 A | 検索 グル ー プ 名 

ネネ 


E: フ ァイル 内 容 編 集 C: フ ァイル コピ ー D: フ ァイル 削除 
R: フ ァイル 名 変更 A: フ ァイル 属性 変更 W: グ ルー プ 別 表示 
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ど .2.2 ダ : だ ラ ア イプ 変 更 


使用 キー X : ドラ イブ 要 更 
機能 ツリ ー 表 示 を 行なう ドラ イブ を 、 変 更 す る コマ ンド で す 。 


コン ピュ ー タ 本 体 に 接続 され て いる ディ スク ドラ イブ 装置 (RAM ディス ク 
を 含む ) を 認識 し ます 。 
た だ し 、 仮 想 ド ライ ブ は 対象 外 で す 。 


操作 方 法 


① ツ リー 画面 が 表示 され て いる 状態 で 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 区 | か 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F2、 
IDRIVE| を 押し て 下さ い 。 
まだ は 、 キー か キー で 、 | : ドラ イブ 変更 に カー ソル な を 合せ て 、 回 キー を 押し 
て 下さ い 。 
以下 の よう な ウイ ンド が 、 画 面 中 央 に 表示 され ます 。 


“ライ ブ を 変更 し て 下さ い 


ABCDEFGHIJKLM 
NOPQRSTUVWXYZ 


RET : 決定 ESC: 中止 


② 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 変 更 し た い ド ライ ブ 番 号 を 、 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し 
て 回 キー を 押す か 、 カ ー ソ ル を 、 そ の ドラ イブ に 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
その ドラ イブ の ツリ ー 構 造 を 表示 し ます 。 
この 時 、 有 効 な ドラ イブ は 、 カ ラー モニ ター で は 白地 で 表示 され 、 無 効 な ドラ イブ は 紫色 
で 表示 され ます 。 
な お 、 前 記 の 画面 で 「ESC キー」 を 押す と 、 ド ライ ブ 変 更 を 中 止 し ます 。 
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みう CC・ デ ィ ァ レ クツ た 4 衣 め で 
使用 キー EL 世 3 複写 | IC : ディ レク トリ コピ ー 


機能 すでに 、 作 成 さ れ て いる ディ レク トリ に 対し て 、 デ ィ レ クト リ か ら コ ピー 
を 行ない ます 。 
だ た だ し 、 コ ピー 先 デ ィ レ クト リ は 、 あ ら か じ め 存 在 し て いな けれ ば な り ま 
せん 。 

操作 方 法 


① 内 容 を コビー し た い デ ィ レ クト リ に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ て 、 アル ファ ベッ ト の か 、 フ 
ァ ン クシ ョ ン キ ー の F3、 了 写 旗 押 し て 下さ い 。 
また は 、 | に キー か 、 ビ 庄 一 で 、 [に : ディ レク トリ コピ ー に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押 
し て 下さ い 。 
以下 の よう な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


コピ ー 先 の ディ レク トリ を 指定 し て 下さ い 


ドラ イブ を 変更 し て 下さ い 


ABCDEFGHIJKLM 
NOPQRSTUVWXYZ 


RET : 決定 ESC: 中 止 


② コ ピー 先 の ディ レク トリ が 存在 する ドラ イブ を 、 カ ー ソ ル 、 ま た は キー ボー ド か ら 指 定 し 
た 後 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
この 時 、 有 効 な ドラ イブ は 、 カ ラー モニ ター で は 白地 で 表示 され 、 無 効 な ドラ イブ は 紫色 
で 表示 され ます 。 
また 、 コ ピー 先 デ ィ レ クト リ が 同一 ドラ イブ に 存在 する 場合 や 、 そ の ドラ イブ を 指定 し て 
下さ い 。 


⑧ 転 送 先 の ドラ イブ の ツリ ー 表 示 が 表示 され ます の で 、 コ ピー 先 の ディ レク トリ に カー ソル 
を 合せ 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
その ディ レク トリ に 、 コ ピー 元 の ディ レク トリ 内 の ファ イル を コピ ー し ます 。 
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た だ し 、 同 一 ドラ イブ の 同じ ディレク トリ に は コピ ー で きま せん 。 


ディ レク トリ コピ ー が 終了 し まし た ら 、 何 か 適当 な キー を 押し て 下さ い 。 
ツリ ー 表 示 画 面 に 戻り ます 。 


g. グ プ 人 7: ディ レク ム / ソ だ 成 


使用 キー M : ディ レク トリ 作成 
機能 カー ソル バー が 合っ つて いる 、 デ ィ レ クト リ に サブ ディ レク トリ を 作成 し ま 
す 。 


だ た だ し 、 バス 名 が 64 文 字 を 越え る よう な ディ レク トリ は 作成 で きま せん 。 
操作 方 法 


① サ ブ デ ィ レ クト リ を 作成 し た い デ ィ レ クト リ に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 
IMI か 、 ファ ンク ショ ン キ ー の F4、| 作 成 旗 押 し て 下さ い 。 
また 、 [M : ディ レク トリ 作成 に 、 | 一 一 か 、 | に 庄 一 で カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 
下さ い 。 
ここ で は 例 と し て ルー トディ レク トリ に カー ソル バー な 合せ ます 。 


@ 以 下 の よ うな ウイ ンド が 表示 され ます の で 、 作 成 し た い デ ィ レ クト リ 名 を 入力 

し て 下さ い 。 

入力 で きる 文字 は 半角 で ディ レク トリ 名 と し て 8 文字 、 拡 張子 と し て 3 文字 、 全 角 で ディ 
レク トリ 名 と し て 4 文 字 、 拡 張子 は 1 文字 で す 。 

ここ で は 例 と し て 、 半 角 で 、「TEST」 と 入力 し て 、 回 キー を 押し ます 。 


ディ レク トリ 作成 


作成 する ディ レク トリ 名 を 
入力 し て 下さ い 


[TEST ] 


⑧③ 画 面 が 、 再 度 ツ リー 表示 を 行ない ます の で 、「TEST」 と いう ディ レク ト が 、 作成 され て い 
る か どう か 、 確 認 し て 下さ い 。 
以下 は 作成 され た 例 で す 。 
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10.SYS 
MSDOS. SYS 
COMMAND. COM 
CONFIG.SYS 
README. DOC 
README2. DOC 
SETUP. DEF 
NECAI. SYS 


F: フ ァイル 操作 X: ドラ イブ 変更 C: ル 外 リ コピ ー 
M: テ デル 外 り 作成 D: テ ルト り 削 除 R: テ ルト り 名 変更 
A: ア ルト り 届 性 変更 S:Command. com 起 動 I: デ ィ ス ク 情 報 


作成 され て いれ ば 作業 は 終了 で す 。 
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8. グ .5 り : ディ レク た ん 勤 妨 


使用 キー [Ip IF5 削除 | [D : ディ レク トリ 削除 | 


機能 目的 の ディ レク トリ を 削除 し ます 。 
ルー トディ レク トリ と 、 階 層 下 に サブ ディ レク トリ が 人 存在 する ディ レク ト 
り は 、 削 除 で きま せん 。 


操作 方 法 


④ 削 除 し た い デ ィ レ クト リ に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の | ロ | か 、 フ ァ ン クシ 
ョ ヨン キー の F5、 削 除 を 押し て 下さ い 。 
また は 、 カ ー ソ ル を 、 [| に 庄 一 か 、 に 庄 一 で ID : ディ レク トリ 削除 に 合せ て 、 回 キー を 押し 
て 下さ い 。 
以下 の よう な ウイ ンド が 表示 され ます 。 
ここ で は 例 と し て 、「M : ディ レク トリ 作成 」 で 作成 し た 、「TEST」 と いう ディ レク トリ 
に カー ソル を 合せ ます 。 


ディ レク トリ 削除 


TEST を 削除 し ます 
よろ し いで すか ? 


@ 削 除 し た けれ ば 「 は い 」 に 、 削除 し た く な けれ ば 「 い いえ 」 に 、 カ ー ソ ル を な を 合せ て 、 回 キー 


を 押し て 下さ い 。 
再度 ツリ ー 表 示さ れ ま す の で 、 削 除 さ れ た か どう が 確認 し て 下さ い 。 
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.2.6 戸 : ディ レク ムク 名 変更 
使用 キー RIF6 名 前 | IR : ディ レク トリ 名 変更 


機能 目的 の ディ レク トリ 名 を 変更 し ます 。 
ルー トディ レク トリ の 名 前 は 変更 で きま せん 。 


操作 方 法 


④ 名 前 を 変更 し た い デ ィ レ クト リ に 、 カーソル を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 由 か 、 フ ァ ン ク 
ショ ン キ ー の F6、 了 前 旗 押 し て 下さ い 。 
また は 、 カーソル を 、 | に 庄 一 か 、 に 庄 一 で 恥 : ディ レク トリ 名 変更 に 合せ て 、 回 キー を 押 
し て 下さ い 。 
以下 の よう な ウイ ンド が 表示 され ます 。 
ここ で は 例 と し て 、「M : ディ レク トリ 作成 」 で 作成 し た 、「TEST」 と いう ディ レク トリ 
に カー ソル を 合せ ます 。 


ディ レク トリ 名 変更 


作成 する ディ レク トリ 名 を 
入力 し て 下さ い 
[TEST 


] 


② 上 記 の ウイ ンド の 状態 で 、 変更 前 の ディ レク トリ 名 を 「BS」 キー、 ま た は 「ESC」 キー で 
消し た 後 、 変 更 し た い 名 前 を 入力 し て 下さ い 。 
「BS」 キ ー で す と 、1 文字 づつ 消し ます が 、「ESC」 キ ー だ と 、 変 更 対象 に なつ て いる デ 


ィ レ クト リ 名 を 一 度 に 消す こと が で きま す 。 


入力 で きる 文字 は 半角 で 12 文字 、 全 角 で 6 文字 で す 。 
また 、 カ ー ソ ルキ ー で 、 変更 対象 に な つて いる 、 デ ィ レ クト リ り 名 の 先頭 に カー ソル を 移動 


し 、 そ こ か ら 上 書き する こと も で きま す 。 
ここ で は 例 と し て 「TEST」 を 「TEST 1 」 に 変更 し ます 。 


ディ レク トリ 名 を 変更 し た 後 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
ツリ ー 表 示 の 中 の 、 対 象 デ ィ イレ クト リ が 変更 し た 名 前 に 変り ます 。 
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ど .2.Z 4 : ディ レク ムル 悦 灯 変更 


キー Al 上 F7 属性 | IA : ディ レク トリ 属性 
機能 ディ レク トリ の 属性 を 変更 する こと が で きま す 。 
操作 方 法 


① 属 性 を 変更 し た い デ ィ レ クト リ に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の か 、 フ ァ 
ンク ショ ン キ ー の F7、| 属 性 ほ 押 し て 下さ い 。 
また は 、 カー ソル を 、 | に 庄 一 か 、 | に 一 で |A : ディ レク トリ 属性 変更 に 合せ て 、 回 キー を 
押し て 下さ い 。 
以下 の よう な ウイ ンド が 表示 され ます 。 
ここ で は 例 と し て 、「M : ディ レク トリ 作成 」 で 作成 し た 、「METS」 と いう ディ レク トリ 
に カー ソル を 合せ ます 。 


開 和 本 738 
| 


TEST の 属性 を 
変更 し ます 

(R) 書 込 禁止 本 量 ON 
(B) 不可 視 OFF ON 
($) テ 77 伺 OFF ON 


( ぬ ) 保 存 732 OFF ON 


W : 書き 込み ESC : 中 止 


② 上 記 の ウイ ンド が 、 デ ィ レ クト リ 属 性 変更 画面 で す 。 
キー と | キー で 、 ON ン OFF が 設定 で き 、 キー と | ! | キー、 で 各 項 目 間 の 移動 
が 行 な そ ます 。 


ぐ (R) 書 込 禁止 
ON に する と ディ レク トリ に 対す る 書き 込み を 禁止 し 、OFF に する と 書き 込み 禁止 を 解除 
し ます 。 


人 (H) 不可 視 
MS 一 DOS の コマ ンド ライ ン か ら 、 DIR コ マン ド 等 で ディ レク トリ を 見 えな い 状 態 に し ま 
す 。 
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人 (S) シス テム ファ イル 
基本 的 に は 、MS - DOS 本 体 の ファ イル で ある 、MS - DOS.SYS と IO.SYS に 設定 され 
て いる 属性 で す 。 


ディ レク トリ に 設定 し て も あま いり 意味 は あり ませ ん が 、 設 定 する と (H) 不可 視 と 同様 に 
DIR コマ ンド 等 で 見 る こと は で きま せん 。 


人 ( ゐ ) 保存 フラ グ 
ファ イル の 作成 ・ 更 新 が 行なわ れる 度 に 設定 され ます 。 


@ 設 定 が 終了 し まし た ら 、「W」 キ ー を 押し て 下さ い 。 


設定 し た 内 容 で 、 属 性 を 設定 し ます 。 
設定 し て も 、「ESC」 キ ー を 押し だ た 場合 は 、 設 定 内 容 は 無効 に な り ま す 。 
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ど . グ .9 S :C の MA の . C0W 定 動 


キー ISL F8_DOSL IS :Comand.com 起動 

機能 カー ソル バー が ある ディ レク トリ を カレ ント ディ レク トリ と し て 、MS 一 
DOS の コマ ンド ライ ン に 入り ます 。 

操作 方 法 


① デ ィ レ クト リ に カー ソル バー を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の か 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 
F8、IDOS| を 押し て 下さ い 。 
また は 、 カ ー ソ ル を 、 |- 庄 一 か 、 に 旨 一 で 「S : Command.com 起動 」 に 合せ て 回 キー 
を 押し て 下さ い 。 
以下 の よう が 画面 が 表示 され ます 。 
ここ で は 例 と し て 、「 M : ディ レク トリ 作成 」 で 作成 し た 、「TEST」 と いう ディ レク ト 
リ に カー ソル を 合せ ます 。 


Command バー ジョ ツ 3.3D 


F・10 で 戻り ます 
A> 


VOID 復帰 | 
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@ 画 面 が 、MS - DOS の コマ ンド ライ ン の 状態 に な り ま す 。 
この 状態 か ら 戻る に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O、 | 履 帰 か 、A> の 状態 か ら 、 区 XIT| と 
入力 し て 下さ い 。 
FDRV.EXE の 画面 に 戻り ます 。 


8. の 7 : ディ スク 尊 数 


キー 
機能 ツリ ー 構 造 が 表示 され て いる 、 デ ィ ス ク ド ラ イブ の 情報 を 表示 し ます 。 
操 作法 


① ア ルフ ァ ベ ッ ト の TI か 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F9、| 靖 報 陸 押し て 下さ い 。 
また は 、 に 計 一 か 、 ビ 陸 一 で 、 カ ー ソ ル を 「I : ディ スク 情報 」 に 合せ て 、 回 キー を 押し 
て 下さ い 。 
以下 の よう な ウイ ンド が 表示 され ます 。 
な お 、 デ ィ ス ク 情 報 画面 の 内 容 は お 客 様 の ハー ド デ ィ スク に より 異な る 場合 が あり ます 。 


ドラ イブ ** 

ボリ ュー ムラ ベル ネネ ネネ 

総 デ ィ レ クト リ 数 ネネ ネネ ネ 

全 デ ィ ス ク 容 量 ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ バイ ト 
使用 可能 ディ スク 容量 ネネ ネネ ネネ まま バイ ト 
クラ スタ 数 プ ド ライ ブ ネネ , ネネ 
セク タ 数 プク ラス タ * 
バイ ト 数 プ セ クタ * ネ , ネネ キ 


も 


② 上 記 が 、 デ ィ ス ク 情 報 の 画面 で す 。 
ツリ ー 表 示 に 戻す と き は 、「ESC」 キ ー を 押し て 下さ い 。 
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ど . ヴ ファ アル ん 送 存 和 の コマ ン だ 


以下 の コマ ンド は ファ イル 操作 時 の コマ ンド で す 。 


ど . づ . 7  : ファ プル 椅 條 


キー E : ファ イル 内 容 編 集 
機能 テキ スト ファ イル の 内 容 を 編集 する こと が で きま す 。 


た だ し 、 扱 える ファ イル サイ ズ は 約 64KB まで で す 。 
それ 以上 の ファ イル は 編集 する こと が で きま せん 。 
また 、 バ イナ リフ ァイル の 編集 は で きま せん 。 


操作 方 法 


④ 編 集 し た い フ ァイル に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 尼 | か 、 フ ァ ン クシ ョ ン 
キー の F2、| 訪 集 匠 押 し て 下さ い 。 
また は 、 | に 時 一 か 、 じ 陸 一 で 、 選 : ファ イル 内 容 編集 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し 
て 下さ い 。 
ここ で は 、MET's Filedriver 4 が イン スト ー ル され た だ 直後 の 、 ル ー ト ディ レク トリ の 
「CON FIG.SYS」 を 例 に 上 げ ま す 。 
以下 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 
な お 、「CONFIG.SYS」 の 内 容 は お 客 様 の 状態 に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 
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ECONIFG.SYS ] 
FILES-30 

BUFFERS=10 

[EOF] 


産 | [削除 ] [複写 ] [貼付 ] [終了 | 


② 上 記 の 画面 が ファ イル 編集 画面 に な り ま す 。 
以下 は 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に 割り 当て た 機能 の 説明 で す 。 


F1 了 止 | 
編集 内 容 を セー ブ せ ず に 中 止 す る か どう か を 決定 で きま す 。 
「 は い 」 を 選択 する と セー ブ せ ず に 中 止 し 、「 い いえ 」 を 選択 する と 作業 を 継続 し ます 。 


F6 航 囲 
行 単位 の 範囲 指定 を する こと が で きま す 。 
この 後 、 説 明 す る 「 削 除 」、「 複 写 」 な ども この 動作 の 後 、 行 な いま す 。 


F7 導 除 | 
範囲 指定 し た 行 を 削除 し ます 。 
削除 し た 内 容 は 新規 に 削除 や 複写 を 行なわ な い 限 り 、 バ ッ フ ァ 内 に 残り 「 貼 付 」 を 使っ 
て 挿入 で きま す 。 


F8 | 随 写 | 
範囲 指定 し た 行 を 複写 し ます 。 
複写 し た 内 容 は 新規 に 削除 や 複写 を 行なわ な い 限 り 、 バ ッ フ ァ 内 に 残り 「 貼 付 」 を 使っ 
て 挿入 で きま す 。 
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F9 基 付 
削除 や 複写 し た 内 容 を 行 単位 で 貼り 付け ます 。 
最新 の 削除 、 複 写し た 内 容 を 貼り 付け る こと が で きま す 。 


SHIFT + F6 
文字 列 単位 の 範囲 指定 を する こと が で きま す 。 
この 後 、 説 明 す る 「 削 除 」、「 複 写 」 な ども この 動作 の 後 、 行 な いま す 。 


SHIFT 二 F ア 
SHIFT+FG 範囲 で 範囲 指定 し た 文字 列 を 削除 し ます 。 
削除 し た 内 容 は 新規 に 削除 や 複写 を 行なわ な い 限 り 、 バ ッ フ ァ 内 に 残り 「SHIFT+F9 
貼付 」 を 使っ て 任意 の 箇所 に 挿入 で きま す 。 


SHIFT + F8 
SHIFT+FG 範囲 で 範囲 指定 し た 文字 列 を 複写 し ます 。 
複写 し た 内 容 は 新規 に 削除 や 複写 を 行なわ な い 限 り 、 バ ッ フ ァ 内 に 残り 「SHIFT+F9 
貼付 」 を 使っ て 任意 の 箇所 に 挿入 で きま す 。 


SHIFT + F9 
削除 や 複写 し た 内 容 を 文字 列 単位 で 貼り 付け ます 。 
最新 の 削除 、 複 写し た 内 容 を 貼り 付け る こと が で きま す 。 


F1O 
編集 し た 内 容 を 書き 込ん で 終了 し ます 。 
変更 し て いな い 場 合 は その まま 元 に 戻り ます 。 


また 、 次 の キー の 組合 わせ が エディ タタ 内 で 使用 で きま す 。 


生 キ ー* も で ooo いで で ・ < ・ カー ソル 移動 
ROLL UP・・・・・・・ スク ロー ル ア ッ プ 
ROLL DOWN・・・・・ スク ロー ル ダ ウ ン 
SH 1 F エ キー・・・・・・・ 行末 カー ソル 移動 
SH 1 F エ キー・・・・・・・ 行頭 カー ソル 移動 
SH エイ ・・・・・・ ・ 高 速 上 カー ソル 移動 
SHTFT 十 !・・・・・・・ 高 速 下 カ ー ソ ル 移 動 
CTRL 二 C・・・・・・・・ 上 に 1 画面 スク ロー ル 
CTR ヒ E キ R・・・・・・・・ 下 に 1 画面 スク ロー ル 
CTRL キ D・・・・・・・・ 右 に 1 文字 スク ロー ル 
CT 民 E 二 き ・・ と ・・・*・ 左 に 1 文字 スク ロー ル 
CT 過 和 本 選 **・・・*・・ 上 に 1 文字 スク ロー ル 
CTRL し キメ ・・・・・・・・ 下 に 1 画面 スク ロー ル 
CTRL 二 G・・・・・・・・ 1 文字 削除 
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CTRL 寺 回 に =・ マ "AN ツ クス ベー ズ 


(信和 映し 。 ck o200 に コト タブ 
GR 下 人 GO と Ye や 文頭 へ ジャ ンプ ブ 
IRIS) 記 | っ.94s が 。 文末 へ ジャ ンプ 
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念 行 削除 の し か た 


④ 編 集 し た い フ ァイル に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ツ ト の 工 か 、 ファ ンク ショ ン 
キー の F2、 入 集 匠 押し て 下さ い 。 
また は 、 | 一 庄 一 か 、 に 庄 一 で 、 尼 : ファ イル 内 容 編集 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し 
て 下さ い 。 


② エ ディ タ 画 面 が 表示 され まし た ら 、 削 除 し た い 行 に カー ソル を 合せ 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
の 6 範囲 本 押し て 下さ い 。 
画面 の 右上 に 「 行 範囲 指定 」 と 表示 され ます 。 
これ は 現在 の 作業 モー ド が 「 行 範囲 指定 」 に な っ て いる こと を 示し て いま す 。 


③「 行 範囲 指定 」 が 表示 され まし た ら 、 キー を 押し て 下さ い 。 
1 行 分 が 反転 し て 表示 され ます 。 
これ は その 行 が 指定 され だ た 事 を 示し ます 。 
また 、 こ の 状態 か ら 、|1 | キー を 押す と 反転 表示 され て いた 行 が 通常 の 表示 に 戻り ます 。 
これ は その 行 が 指定 か ら 解除 され た こと を 示し ます 。 


Pa を 行っ た 場合 、 そ の 指定 は カー ソル 位置 か ら 下 方 向 に の み 、 有 効 と な り 


@ 削 除 し た い 行 を 選択 し まし た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [F7 範囲 華 押 し て 下さ い 。 
選択 し た 行 が 削除 され 、「 行 範囲 指定 」 が 解除 され ます 。 
また 、 削 除 さ れ た だ 内容 は 再び 「 行 削除 」 か 「 複 写 」 を 行う まで と 記憶 され ます の で 、 
賠 付 に 指定 し た 箇所 に 貼り 込む こと が で きま す 。 
た だ し 、 終 了 し た 時 点 で その 内 容 は クリ ア さ れ ま す 。 
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文字 列 単位 の 削除 の し か た 


④ 編 集 し た い フ ァイル に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の か 、 フ ァ ン クシ ョ ン 
キー の F2、 訪 集 華 押し て 下さ い 。 
まだ は 、 に 計 一 か 、 庄 一 で 、 也 : ファ イル 内 容 編集 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し 
て 下 さい 。 


② エ ディ タ 画 面 が 表示 され まし た ら 、 削除 し た い 文字 列 の 先頭 に カー ソル を 合せ 、|SHIFT 庄 一 
を 押し な が ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F ビ 6 範囲 を 押し て 下さ い 。 
画面 の 右上 に 「 範 囲 指 定 」 と 表示 され ます 。 
これ は 現在 の 作業 モー ド が 「 範 囲 指 定 」 に な っ て いる こと を 示し て いま す 。 


③「 範 囲 指 定 」 が 表示 され まし た ら 、 キー を 押し て 下さ い 。 
選択 し た 文字 列 が 反転 し て 表示 され ます 。 
これ は その 文字 列 が 指定 され た だ 事 を 示し ます 。 
また 、 こ の 状態 か ら 、 キー を 押す と 反転 表示 され て いた 文字 列 が 通常 の 表示 に 戻り ま 
す 。 
これ は その 文字 列 が 指定 か ら 解除 され た こと を 示し ます 。 


「 範 囲 指 定 」 を 行っ た 場合 、 そ の 指定 は カー ソル 位置 か ら 右 方 向 に の み 、 有 効 と な り ま 


o 


@ 削 除 し た い 文 字 列 を 選択 し まし た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [F7 範囲 相 押 し て 下さ い 。 
選択 し た 文字 列 が 削除 され 、「 範 囲 指定 」 が 解除 され ます 。 
また 、 削 除 さ れ た 内 容 は 再び 「 文 字 列 削 除 」 か 「 文 字 列 複写 」 を 行う まで と 記憶 され ます 
の で 、 SHIFT キ 一 を 押し な が ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 9 貼 込 | で 指定 し た 箇所 に 
貼り 込む こと が で きま す 。 
た だ し 、 終 了 し だ 時点 で その 内 容 は クリ ア さ れ ま す 。 
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行 複写 、 貼 り 付 け の し か た 


④ 編 集 し た い フ ァイル に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 尼 | か 、 フ ァ ン クシ ョ ン 
キー の F2、 入 集 匠 押し て 下さ い 。 
また は 、 | 庄 一 か 、 時 一 で 、 尼 : ファ イル 内 容 編集 に カー ソル を 合せ て 、 加 キー を 押し 
て 下さ い 。 


② エ ディ る 画面 が 表示 され まし た ら 、 複 写し た い 行 に カー ソル を 合せ 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 
の 6 範囲 を 押し て 下さ い 。 
画面 の 右上 に 「 行 範囲 指定 」 と 表示 され ます 。 
これ は 現在 の 作業 モー ド が 「 行 範囲 指定 」 に な っ て いる こと を 示し て いま す 。 


③「 行 範囲 指定 」 が 表示 され まし た ら 、 キー を 押し て 下さ い 。 
1 行 分 が 反転 し て 表示 され ます 。 
これ は その 行 が 指定 され だ 事 を 示し ます 。 
また 、 こ の 状態 か ら 、[1 | キー を 押す と 反転 表示 され て いた 行 が 通常 の 表示 に 戻り ます 。 
これ は その 行 が 指定 か ら 解除 され た こと を 示し ます 。 


ee を 行っ た 場合 、 そ の 指定 は カー ソル 位置 か ら 下 方 向 に の み 、 有効 と な り 


⑧@ 複 写し た い 行 を 選択 し まし た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の |[F8 複写 旗 押し て 下さ い 。 
選択 し た 行 が 複写 され 、「 行 範囲 指定 」 は 解除 され ます の で 、 複 写し た 内 容 を 貼り 付け た い 
位置 に 、 カ ー ソ ル を 移動 させ 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [8 複写 旗 押 し て 下さ い 。 
複写 し た 内 容 が 貼り 付け られ 、「 行 範囲 指定 」 が 解除 され ます 。 
また 、 複 写 され た 内 容 は 再び 「 行 削除 」 か 「 複 写 」 を 行う まで と 記憶 され ます の で 、 
呆 付 | 指定 し た 箇所 に 貼り 込む こと が で きま す 。 
た だ し 、 終 了 し た だ 時点 で その 内 容 は クリ ア さ れ ま す 。 
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文字 列 複 写 、 貼 り 付 け の し か だ 


④ 編 集 し た い フ ァイル に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 尼 | か 、 フ ァ ン クシ ョ ン 
キー の F2、| 編 集 匠 押し て 下さ い 。 
また は 、 | に 庄 一 か 、 ビ 庄 一 で 、 尼 : ファ イル 内 容 編集 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し 
て 下 さい 。 


② エ ディ タ 画 面 が 表示 され まし た ら 、 複 写し た い 文 字 列 に カー ソル な を 合せ 、 SHIFT キ - を 押し な 
が ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の [F6 範囲 茎 押 し て 下さ い 。 
画面 の 右上 に 「 範 囲 指 定 」 と 表示 され ます 。 
これ は 現在 の 作業 モー ド が 「 範 囲 指定 」 に な っ て いる こと を 示し て いま す 。 


③「 範 囲 指 定 」 が 表示 され まし た ら 、 キー を 押し て 下さ い 。 
選択 し た 文字 列 が 反転 し て 表示 され ます 。 
これ は 文字 列 が 指定 され だ 事 を 示し ます 。 
また 、 こ の 状態 か ら 、| 一 | キー を 押す と 反転 表示 され て いた 行 が 通常 の 表示 に 戻り ます 。 
これ は その 文字 列 が 指定 か ら 解除 され た こと を 示し ます 。 


Ba を 行っ た 場合 、 そ の 指定 は カー ソル 位置 か ら 右 方 向 に の み 、 有 効 と な り ま 


o 


@ 複 写し た い 文 字 列 を 選択 し まし た ら 、[SHIFT キ 一 を 押し な が ら フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 
IF8 複写 旗 押 し て 下さ い 。 
選択 し た 文字 列 が 複写 され 、「 行 範囲 指定 」 は 解除 され ます の で 、 複 写し た 内 容 を 貼り 付け 
だ た い 位 置 に 、 カー ソル を 移動 させ 、[SHIFTF 一 を 押し な が ら フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の |F8 複写 | 
を 押し て 下さ い 。 
複写 し た 内 容 が 貼り 付け られ 、「 範 囲 指 定 」 が 解除 され ます 。 
また 、 複 写 さ れ た 内 容 は 再び 「 文 字 列 削除 」 か 「 文 字 列 複写 」 を 行う まで と 記憶 され ます 
の で 、 ISHIFTF 一 を 押し な が ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の | ビ 9 貼 込 に 指定 し た 箇所 に 貼り 込 
むこ と が で きま す 。 
た だ し 、 終 了 し た 時 点 で その 内 容 は クリ ア さ れ ま す 。 
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ひみ グ の で >: ラチ アプル ラフ どー 


失 
機能 ファ イル 単位 で 、 目 的 先 の ドラ イブ や ディ レク トリ に コピ ビー し ます 。 
曲 作 方 法 


① コ ピー し た い フ ァイル に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の CI か 、 フ ァ ン クシ ョ 


ン キ ー の FS3、 履 写 旗 押 し て 下さ い 。 
また は 、 | 人 一 か 、 に 庄 一 で 、 |C : ファ イル コピ ー に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 


下さ い 。 
ここ で は 、 ル ー ト ディ レク トリ の 「CONFIG.SYS」 を 例 に 上 げ ま す 。 


以下 の よう な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


CONFIG.SYS を コピ ー し ます 
コピ ー 先 の ドラ イブ を 指定 し て 下さ い 


ドラ イブ 変更 
ドラ イブ を 変更 し て 下さ い 


ABCDEFGHIJKLM 
NOPQRSTUVWXYZ 


RET : 決定 ESC: 中 止 


② こ こ で 、 コ ピー 先 の ディ レク トリ が 存在 する 、 ド ライ ブ 番 号 を 、 キ ー ボ ー ド の アル ファ ベ 
ッ ト か 、 キー か 、 キー で 選択 し て 下さ い 。 
その ドラ イブ の ツリ ー 構 造 が 表示 され ます 。 


コピ ー 先 ドラ イブ の ツリ ー 構 造 が 表示 され まし た ら 、 カー ソル バー を そこ に 合せ て 、 回 キー 
を 押し て 下さ い 。 
選択 し た 「CONFIG.SYS」 を コピ ー し ます 。 


コピ ビー 終了 後 、 何 か を キー を 押し て 下さ い 。 
元 の 画面 に 戻り ます 。 
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@@ 複 数 の ファ イル を コピ ー す る 場合 


ファ イル 操作 画面 の 「 フ ァイル コピ ビー」 は 、 複数 の ファ イル を コピ ー す る こと が 可能 で す 。 
以下 の 手順 で 行 な つ て 下さ い 。 
例 と し て 「CONFIG.SYS」 と 「AUTOEXEC.BAT」 を 例 に 上 げ ま す 。 


④① ま ず 、「CONFIG.SYS」 に カー ソル バー を 合せ て 、「 ス ペー ス 」 キ ー を 押し て 下さ い 。 フ 
ァイル 名 が 白く 反転 し て 表示 され ます 。 


② 次 に 、「AUTOEXEC.BAT」 に カー ソル バー を 合せ て 、「 ス ペー ス 」 キー を 押し て 下さ い 。 
ファ イル 名 が 白く 反転 し て 表示 され ます 。 


③ こ の よう に 、「 ス ペー スキ ー」 で 白く 反転 させ た ファ イル を 、「 マ ー ク ファ イル 」 と 呼び ま 
びら 
この マー ク を 解除 し た い 場 合 は 、 マー ク さ れ た ファ イル に 、 カー ソル バー な 合せ 、 再度 「 ス 
ペー ス 」 キ ー を 押す と 解除 され ます 。 


④ こ の 後 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の | か 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F3、| 履 写 華 押し て 下さ い 。 
また は 、 | 一 庄 一 か 、 じ 庄 一 で 、 |C : ファ イル コピ ー に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 
下さ い 。 
以下 の ひよ うな ウイ ンド が 表示 され ます 。 


ファ イル コピ ー 


Mark フ ァイル を コピ ー し ます 
コピ ー 先 の ドラ イブ を 指定 し て 下さ い 


ドラ イブ 変更 
ドラ イブ を 変更 し て 下さ い 


ABCDEFGHIJKLM 
NOPQRSTUVWXYZ 


EE RET : 決定 ESC: 中止 


⑤ あ と は 通常 の ファ イル コピ ー と 同じ 操作 を 行 な が つて 下さ い 。 
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8.3.3 り : ファ アル 演 秦 


キー IpL 上 F4 削除 | [D : ファ イル 削除 
機能 指定 し た ファ イル を 削除 し ます 


も で eE その ファ イル が 削除 し て も 、 い い フ ァイル か どう か を 人 確 


認 の 上 、 削 除 し て 下 
ー 度 削除 し て し まう と 、 EDRV.ExE で は 復活 で きま せん の で 、 ご 注意 下さ い 。 


操作 方 法 


削除 し た い フ ァイル に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の ID| か 、 フ ァ ン クシ ョ ン 
キー の F4、 風 除 降 押し て 下さ い 。 
また は 、 カ ー ソ ル を 、 [|- 庄 一 か 、 に 計 一 で IP : ファ イル 削除 に 合せ て 、 回 キー を 押し て 下 


さい 。 
以下 の よう な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


ネネ ネネ ネネ *. ネ ** を 削除 し ます 
よろ し いで すか ? 


② こ の 画面 で 「 は い 」 を 選択 する と 削除 し 、「 い いえ 」 を 選択 する と ファ イル を 削除 し ませ ん 。 
ファ イル を 削除 し た 場合 も 、 削 除 し な か つた 場合 も 元 の 画面 に 戻り ます 。 
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人 @ 複 数 ファ イル を 削除 する 場合 


④ 削 除 し たい フ ァイル に カー ソル バー を 合せ て 、「 ス ペー ス 」 キ ー を 押し て 下さ い 。 
その ファ イル が 白く 反転 表示 され ます 。 


② カ ー ソ ル バ ー を 別 の ファ イル に 合せ て 、「 ス ペー ス 」 キ ー を 押し て 下さ い 。 
その ファ イル も 白く 反転 表示 され ます 。 


この よう に 「 ス ベース 」 キー で 、 白く 反転 さ は た ファ イル を 、「 マ ー ク ファ イル 」 と 呼び ま 
す 。 
この マー ク を 解除 し た い 場 合 は 、 マ ー ク され た ファ イル に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ 、 再 度 ス 
ベー スキ ー を 押す と 解除 され ます 。 


@④ こ の 後 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の D か 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F4、 剛 除 攻 押し て 下さ い 。 
また は 、 カ ー ソ ル を | 一 | キー か 、 キー で 、 |[D : ファ イル 削除 に 合せ て 、 回 キー を 押し 
て 下さ い 。 
マー ク し た ファ イル の 削除 を 開始 し ます 。 


@⑤ 削 除 が 終了 し まし た ら 、 何 か キー を 押し て 下さ い 。 
元 の 画面 に 戻り ます 。 
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.3. プ 戸 : ファ イル ん 名 変更 


キー | IF5 名 前 | IR : ファ イル 名 変更 
機能 目的 ファ イル の ファ イル 名 を 変更 し ます 。 


名 前 を 変更 する 場合 、 そ の ファ イル 名 を 変更 し て も いい か どう か 、 確 認 し て か ら 行 な 


っ て 下さ い 。 
うか つ に ファ イル 名 を 変更 し た 場合 、 そ の ファ イル が 、 正 常 動作 し な い 場 合 も あり え 


ます の で ご 注意 下さ い 。 


操作 方 法 


④ 名 前 を 変更 し た い フ ァイル に 、 カ ー ソ ル バ ー を 合せ 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 凡 か 、 フ ァ ン クシ 
ョ ン キ ー の 5 名 前 旗 押 し て 下さ い 。 
また は 、 カ ー ソ ル を 、 | 一 庄 一 か 、 に 時 一 で 恥 : ファ イル 名 変更 に 合せ 、 回 キー を 押し て 下 
さい 。 
以下 の ひよ うな ウイ ンド が 表示 され ます 。 


新しい ファ イル 名 を 
入力 し て 下さ い 
[ 


] 


②@ こ こ で 、 新 し い フ ァイル 名 を 入力 し て 下さ い 。 
入力 で きる の は 、 フ ァイル 名 は 半角 で 8 文字 、 全 角 で 4 文字 、 拡 張子 は 半角 で 3 文字 で す 。 


変更 後 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 変 更 し た ファ イル 名 で 表示 され ます 。 
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g ど . づ .5 4 : ファ アル 居 大 変更 


キー IA : ファ イル 属性 変更 
機能 目的 ファ イル の 属性 を 変更 し ます 。 
操作 方 法 


① 属 性 を 変更 し た い フ ァイル に 、 カ ー ソ ル を 合せ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の [AI か 、 フ ァ ン クシ ョ 
ン キ ー の F6、 属 性 本 押し て 下さ い 。 
また は 、 カ ー ソ ル を 、[ に | キー か 、 キー で |A : ファ イル 属性 変更 に 合せ て 、 回 キー を 
押し て 下さ い 。 
以下 の よう な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


TEST の 属性 を 
変更 し ます 

(R) 書 込 禁止 願 扇 ON 
(⑧ 不 可視 OFF ON 


⑮⑤77 伯 。 OFF ON 
( ぬ ) 保 存 722 OFF ON 


作成 日 付 ネネ ネネ ー ネ ネ ー ネ ネ 
作成 時 刻 ネネ: キネ: ネネ 
W : 書き 込み ESC : 中 止 


② 上 記 の ウイ ンド が 、 フ ァイル 属性 変更 画面 に な り ま す 。 
キー と | キー で 、 ON ン OFF が 設定 で き 、 キー と | ! | キー、 で 各 項 目 間 の 移動 
が 行なえ ます 。 


(R) 書 込 禁止 
対象 ファ イル を 書 込 禁止 に し ます 。 


(H) 不 可視 
MS - DOS の コマ ンド ライ ン か ら 、DIR 等 で 見 えな く な る よう に し ます 。 
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(S) シス テム ファ イル 
MS - DOS 本 体 の ファ イル で ある 、MS - DOS.SYS と 、IO.SYS に 設定 され て いる 属 
性 で す 。 
他 の ファ イル に 設定 し て も あま いり 意 味 は あり ませ ん 。 


(A) 保存 フラ グ 
ファ イル の 作成 ・ 更 新 が 行なわ れる 度 に 設定 され ます 。 


③ 設 定 が 終了 し まし た ら 、「W」 キ ー を 押し て 下さ い 。 


設定 し た 内 容 で 、 属 性 を 設定 し ます 。 
設定 し て も 、「ESC」 キ ー を 押し た 場合 は 、 設 定 内 容 は 無効 に な り ま す 。 
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8.3.6 ルル: グル ー プ 丸 王 到 


キー F7 検索 | WM : グル ー プ 別表 示 

機能 ワイ ルド カー ド を 設定 し 、 そ の 設定 に 見 合っ た ファ イル を 画面 に 表示 し ま 
ke 

操作 方 法 


④① フ ァイル 操作 画面 か ら 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の IM か 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F7、 | 検索 匠 押し 
て 下さ い 。 
また は 、 カー ソル を 、 | 計 一 か 、 | に 庄 一 で | : グル ー プ 別表 示 に 合せ て 、 回 キー を 押し て 
下さ い 。 
以下 の よう な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


ワイ ルド カー ド 変 更 


ワイ ルド カー ド を 指定 


し て 下さ い 
[ ] 


② こ こ で 、 ワ イル ドカ ー ド を 入力 し て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
ここ で は 例 と し て 「*.SYS」 と し ます 。 


する と 、 表 示さ れる ファ イル は 全て 、 拡 張子 が 「.SYS」 の ファ イル と な り ま す 。 


・ ワ イル ドカ ー ド と は 
MS 一 DOS で は 、 フ ァイル 名 を 指定 する と き 、2 種 類 の 符号 を 使っ て 指定 する こと が 


で きま す 。 
これ は 「*」 と 「?」 で 、「*」 の 場合 は 、 フ ァイル 名 と 拡張 子 に お いて 、「 任 意 の 文 
字 列 」 を 指定 する 形 に な り ま す 。 


た と えば 、 A> か ら 「DIR *.COM」 と 入力 する と 、 そ の ディ レク トリ に 存在 する 、 拡 
張子 が 「COM」 の ファ イル を 表示 し ます 。 

また 、「DIR A*.*」 と 入力 する と 、 そ の ディ レク トリ に 存在 する ファ イル の 、 フ ァ 
イル 名 の 頭 に 「A」 が 付く ファ イル を 全て 表示 し ます 。 

この よう に 、FDRV.EXE だ け で な く 、MS-- DOS に お いて も 、 ワ イル ドカ ー ド を 使う 
こと に より 、 フ ァイル 操作 を より 簡単 に する こと が で きま す 。 
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第 9 書 スケ ジュ ー ラ 析 能 


MET's Filedriver 4 で は 、 簡 単 な お スケ ジュ ー ラ を 搭載 し て いま す 。 

この スケ ジュ ー ラ は 、MET's Filedriver 4 起動 時 か ら 、 2O79 年 12 月 31 日 まで の スケ 
ジュ ユール を 管理 する こと が で き 、 登 録 可能 数 は 、 そ の 範囲 内 で 100O 件 で す 。 

た だ し 、 この スケ ジュ ー ル の 年 月 日 、 時 間 管 理 は 、 コ ンピュータ 本 体 の 内 蔵 カ レン ダー、 内 
蔵 時 計 に 依存 し て いま す の で 、 ご 使用 に な る 前 に は 、 コン ピュ ー タ 本 体 の 内 蔵 カ レン ダー、 内 
蔵 時 計 を 正確 に 合せ て 下さ い 。 


この スケ ジュ ユー ラ は 、 新 規 登録 、 更 新 、 削 除 の 3 つ の 機能 か ら 成 り 立 つて いま す 。 
以下 に 各 機 能 ご と に 使用 方 法 を 説明 し て 行き ます 。 


9.7 スケ ジュ ー ラ の 閣 起 登録 


この 機能 は 、 ス ケ ジ ュ ー ラ を 新規 に 登録 する 機能 で す 。 

登録 時 に 、 サ ブ デ ィ レ クト リ \ MFD 内 に 、「SCHEDULE.DAT」 が 存在 し て いれ ば 、 そ 
れ を 使用 し て 新規 登録 を 行い 、 存 在 し な けれ ば 、 あ ら た に 「SCHEDULE.DAT」 を 作成 し 、 
スケ ジュ ー ル を 登録 し ます 。 

以下 の 手順 で 実行 し て 下さ い 


①MET's Filedriver 4 の 、 メイ ン 画 面 が 表示 され て いる 状態 か ら 、「TAB」 キー を 押し て 下 
さい 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


②@ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 「 新 規 登 録 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下 
さい 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 
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スケ ジュ ー ル 入力 


/**/** 。 *:*: ま ま 


この ウイ ンド で 、 ス ケ ジ ュ ー ル を 入力 し ます 。 
まず 、 最初 に 表示 され た 状態 で は 、「 年 」 の 箇所 に カー ソル が 合 つ て いて 、 何 も 入力 され て 
いな い 状 態 に な つて いま す 。 
も し 、 次 の 年 の スケ ジュ ー ル で し た ら 、 こ こ で 年 を 入れ ます 。 
入力 は 西暦 で 、4 桁 の 年 号 を 入力 し て 下さ い 。 
入力 し まし た ら 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
「 月 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 


@「 月 」 に カー ソル が 移動 し まし た ら 、 ス ケ ジ ュ ー ル の 予定 の ある 「 月 」 を 入力 し て 下さ い 。 
入力 し まし た ら 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
「 日 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
また 、 こ の 時 、 キー を 押す と 、 カ ー ソ ル は 、 前 の 「 年 」 に 移動 し ます の で 、「 年 」 を 再 
入力 する こと も で きま す 。 


⑧「 日 」 に カー ソル が 移動 し まし た ら 、 ス ケ ジ ュ ー ル の ある 「 日 」 を 入力 し て 下さ い 。 
入力 し まし た ら 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
「 時 間 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
また 、 こ の 時 、 キー を 押す と 、 カ ー ソ ル は 、 前 の 「 月 」 に 移動 し ます の で 、「 月 」 を 再 
入力 する こと も で きま す 。 


⑧ 時 間 に カ ー ソ ル が 移動 し まし た ら 、 ス ケ ジ ュ ユー ル の 予定 時 間 を 入力 し て 下さ い 。 
分 単位 で 入力 する こと が で きま す 。 
入力 し まし た ら 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
「 ス ケ ジ ュ ー ル 欄 」 に カー ソル が 移動 し ます 。 
また 、 こ の 時 、 キー を 押す と 、 カ ー ソ ル は 、 前 の 「 日 」 に 移動 し ます の で 、 「 日 」 を 再 
入力 する こと も で きま す 。 


⑦「 ス ケ ジ ュ ー ル 欄 」 に カー ソル が 移動 し まし た ら 、 ス ケ ジ ュ ー ル 内 容 を 記入 し て 下さ い 。 
半角 で 36 文字 、 全 角 で 18 文字 入力 する こと が で きま す 。 
入力 し まし た ら 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
内 容 を 保存 し て 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 
また 、 回 キー を 押す 前 に 、 キー を 押す と 、 カ ー ソ ル は 、 前 の 「 時 間 」 に 移動 し ます の 
で 、「 時 間 」 を 再 入力 する こと も で きま す 。 
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⑧ 入 力 し た 年 月 日 、 時 刻 が 来る と 、MET's Filedriver 4 の 機能 ファ ンク ショ ン が 消え 、 その 
ライ ン に 年 月 日 、 時 刻 と と も に 、 ス ケ ジ ュ ー ル 内 容 が 表示 され ます 。 
この 表示 は 、 何 か キー を 押す まで 、 表 示さ れ ま す 。 
また 、 予 定年 月 日 が 過ぎ た スケ ジュ ー ル は 、「SCHEDULE.DAT」 か ら 、 削 除 さ れ ま す 。 


9. ダ マク ケ クジ ュー ル ん の 更 聞 
この 機能 は いっ た ん 、 入 力 し た スケ ジュ ー ル が 変更 に な り 、 修 正 が 必要 に な っ だ 場合 、 使 


用 し ます 。 
以下 の 手順 で スケ ジュ ー ル を 変更 し て 下さ い 。 


①MET's Filedriver 4 の 、 メイ ン 画 面 が 表示 され て いる 状態 か ら 、 「TAB」 キー を 押し て 下 
さい 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


る 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 「 更 新 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


スケ ジュ ー ル が 何 も 登 録 さ れ て いな い 場 合 、「 変 更 」 を 選択 する と 、 以 下 の エ ラー メッ 
セー ジ が 表示 され ます 。 


スケ ジュ ー ル は 1 つも 登録 され て いま せん 何 か キ ー を 押し て 下さ い 
この 機能 は 、 ス ケ ジ ュ ー ル が ある 状態 で 使用 し て 下さ い 。 
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スケ ジュ ー ル 更新 


Ed し マコ [決定 ] [中 正 ] 


③ こ の ウイ ンド か ら 、 変更 し た い ス ケ ジ ュ ー ル を 選択 し ます 。 
キー か 、 キー で 、 カ ー ソ ル を な 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
な お 、 こ の ウイ ンド 、1 ペー ジ に は 8 件 の スケ ジュ ー ル が 登録 で き 、 全 体 で 100O 件 まで 


登録 する こと が で きま す 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


上 /**/* ネ ネネ: まま 
[ 


ぐ ④ こ の 画面 で 、 ス ケ ジ ュ ー ル の 変更 内 容 を 入力 し て 下さ い 。 
操作 方 法 は 、「 新 規 登録 」 と 同じ で す 。 
「ESC」 キ ー を 押す と 、「③」 の ウイ ンド に 戻り ます 。 
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9. づ スク ジュ ー ル ん の ざ 太 


この 機能 は 、 中 止 に な か つた スケ ジュ ー ル な ど を 削除 する 機能 で す 。 
以下 の 手順 で スケ ジュ ー ル を 変更 し て 下さ い 。 


④①MET's Filedriver 4 の 、 メイ ン 画 面 が 表示 され て いる 状態 か ら 、「TAB」 キー を 押し て 下 
さい 。 


以下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


②@ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 「 削 除 」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


スケ ジュ ー ル が 何 も 登 録 さ れ て いな い 場 合 、「 変 更 」 を 選択 する と 、 以 下 の エ ラー メッ 
セー ジ が 表示 され ます 。 


スケ ジュ ー ル は 1 つも 登録 され て いま せん 何 か キ ー を 押し て 下さ い 


この 機能 は 、 ス ケ ジ ュ ー ル が ある 状態 で 使用 し て 下さ い 。 
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スケ ジュ ー ル 削除 


0 計 馬 "8! し 決定 ] [中正 | 


③ こ の ウイ ンド か ら 、 削 除 し た い ス ケ ジ ュ ユール を 選択 し ます 。 
キー か 、[! | キー で 、 カ ー ソ ル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 開き ます 。 


消し て も 良い で すか ? 


④「 は い 」 を 選択 し だ 場合 は 、 選 択 し た スケ ジュ ー ル が 削除 され 、「③」 の 画面 に 戻っ て 、 削 
除 指定 を 待ち ます 。 
削除 を 続け る の で あれ ば 、 ま た 削除 対象 の スケ ジュ ー ル を 選択 し て 下さ い 。 


「 い いえ 」 を 選択 し た 場合 も や 、「③」 の 画面 に 戻り ます 。 
「ESC」 キ ー を 2 回 押す と 、MET's Filedriver 4 の 画面 に 戻り ます 。 
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第 1O 購 カレ ンダ ー の 伏 日 設定 


MET's Filedriver 4 で は 、 カ レン ダー 表示 機能 な を も うけ まし た が 、 この カレ ンダ ー で 表示 
する 、 休 日 設定 は 、「HOLIDAY.DAT」 と いう ファ イル に も と づい て いま す 。 

この ファ イル は テキ スト ファ イル で す の で 、 書 式 さ え 守 っ て いた だ けれ ば 、 お 客 様 オリ ジ 
ナル の 休日 設定 を 行う こと が で きま す 。 

以下 の 手順 で 、「HOLIDAY.DAT」 を 読み 込み 、 編 集 し て 下さ い 。 

な お 、 以 下 の 説 明 で 使用 する エディ タ は 、MET's Filedriver 4 に 標準 で 添付 し て いる 、 
「ME.EXE」 
kes・ 記 

エディ タ を 変更 され て いる 場合 は 、 そ の エディ タ の 操作 方 法 に 読み 変え て 下さ い 。 


ファンク ショ ン キ ー の F5、「 編 集 」 を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


編集 ファ イル 選択 


前 記 の ウイ ンド は 、「 ス ペー スキ ー」 を 押し て 「 メ イン メニ ュー」 を 表示 させ 、「7 : AP 
環境 ファ イル の 編集 ]」 に カー ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て も 表示 され ます 。 


@ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、「 任 意 の ファ イル 」 に 、 キー か 、 キー で カー 
ソル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
次 の 様 な ウイ ンド が 表示 され ます 。 


編集 する ファ イル 名 を 入力 し て 下さ い (中 止 :ESC) 


デー 汗 ト ご 


③ 前 記 の ウイ ンド が 表示 され まし た ら 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
ファ イル の 一 覧 が 表示 され ます 。 
その ファ イル 一 覧 は 、 サブ ディ レク トリ \ MFD 内 の 一 覧 で 、 そ の 中 に 、「HOLIDAY. 
DAT」 と いう 、 フ ァイル が 存在 し て いま す 。 
その ファ イル に 、 カ ー ソ ル を 合せ て 、 回 キー を 押し て 下さ い 。 
以下 の 様 な 画面 が 表示 され ます 。 


A:\MED\HOLIDAY.DAT ] 


01/01 元 日 

01/15 成人 の 日 

02/03 節分 

02/14 * バ レン タイ ン デ ー 
03/03 * ひ な 和 祭り 

03/14 *※ ホ ワイ ト デ ー 
04/01 * エ イプ リル フー ル 
04/29 みどり の 日 

05/03 憲法 記念 日 

05/04 国民 の 休日 

05/05 こども の 日 

07/07 * 七 夕 

08/15 終戦 記念 日 

09/15 敬老 の 日 

10/10 体育 の 日 

11/03 文化 の 日 

11/23 勤労 感謝 の 日 
12/23 天皇 誕生 日 

12/24 * ク リス マス ・ イ ヴ 
12/25 * ク リス マス 

12/31 * 大 星 日 


本 是 に こも こす に 所 


[複写 | 貼付 | 


④ 上 記 の 内 容 が 「HOLIDAY.DAT」 の 内 容 で す 。 
書式 で す が 、 以 下 の 様 に な り ま す 。 


月 日 [TAB キー で 区 切り ] [*] [内 容 ] 


まず 、 月 日 で す が 、 こ れ は 設定 し た い 日 付 を 入力 し て 下さ い 。 
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その 次 の 「[TAB キー で 区 切り ]」 で す が 、 こ れ は 「 月 日 」 と の 区 切り 文字 を あら わし て 
いて 、「TAB」 キ ー を 使用 し ます 。 


「※*」 は 、 カ レン ダー 表示 に お いて 、 そ の 日 を 祝日 と は 表示 し な い 、 設 定 で す 。 
「HOLIDAY.DAT」 を みて いた だ けれ ば 、 分 る よう に 、「 ク リス マス ・ イ ヴ 」、「 七 夕 」 
な ど 、 祝 祭日 で は な い が 、 な ん の 日 か 表示 し た い 場 合 に 使用 し ます 。 


最後 に 内 容 で す が 、 半 角 で 20 文字 、 全 角 で 10 文字 入力 する こと が で きま す 。 


⑥ 編 集 が 終わ の り ま し た ら 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の F1O、 除 了 旗 押 し て 下さ い 。 
MET's Filedriver 4 に 戻り ます 。 
な お 、MET's Filedriver 4 の 「AP 環 境 フ ァイル 」 か ら 、「 任 意 の ファ イル 」 を 選択 し 、 
「HOLIDAY.DAT」 を 編集 し た 場合 は 、 編 集 内 容 は すぐ に は 反映 され ませ ん 。 
MET's Filedriver 4 を いつ た ん 終了 させ 、 再起 動 す れ ば 、 編集 内 容 の カレ ンダ ー 設 定 と な 
ます:。 
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MET's Filedriver 4 の エラ ー メ ッ セ ー ジ で す 。 
ご 参考 に し て いた だ けれ ば 幸い で す 。 


念 MET's Filedriver 4 本 体 の エエ ラー メッ セー ジ 


・ メ モリ 不足 で ウィ ンド ウ が 開け ませ ん 
各 機能 の ウイ ンド が 、 画面 表示 され る た め に 必要 と する 十分 な メモ リ が 、 確 保 で き な い 
と き 表 示さ れ ま す 。 
メイ ン メ モリ を 十分 に 確保 し た 後 、 コン ピュータ 本 体 の リセ ッ ト ボ タン を 押し て 、 MS 一 
DOS を 再起 動 し て 下さ い 。 


・ コマ ンド また は ファ イル 名 が 違い ます 
@⑱ ケ ワー ス 1 
ファ イル 管理 起動 時 
ファ ンク ショ ン キ ー の F6「FILE」 か 、 メ イン メニ ュー の 「+ : ファ イル 管理 の 呼び 出 
し 」 を 実行 し た 際 に 、「MFD IV の 実行 環境 の 設定 」 で 設定 し た 、 起動 ファ イル 管理 の 起 
動 フ ァイル 名 が 間違っ つて いる か 、 そ の ファ イル 管理 が 存在 し な い 場 合 に 表示 され ます 。 
また 、 起動 ファ イル 管理 を 設定 し て いな い 場 合 に は 、 標準 添付 の FDRV.EXE が サブ ディ 
レク トリ \ MFD 内 に 存在 し て いな い 場 合 、 表 示さ れ ま す 。 


ケー スク 2 
エディ タ 起 動 時 
ファ ンク ショ ン キ ー の F5 「 編 集 」 を 押し 、 各 ファ イル の 編集 モー ド に 入 つ た 時 や 、 ア プ 
リケーション ソフ ト の 、「 ユ ー ザ 登録 」 時 の 「SETUP.BAT」 編 集 時 、「MFD IV の 実行 
環境 の 設定 」 で 設定 し た 、 起 動 エ ディ タ の 起動 ファ イル 名 が 間違っ つて いる か 、 そ の エ デ 
イタ が 人 存在 し な い 場 合 に 表示 され ます 。 
また 、 起動 エディ タ を 設定 し て いな い 場 合 に は 、 標準 添付 の ME.EXE が サブ ディ レク ト 
リ \ MFD 内 に 存在 し て いな い 場 合 、 表 示さ れ ま す 。 


メモ リ が た り ま せん 

根本 的 に メモ リ が 不足 し て いま す 。 

メイ ン メ モリ を 十分 に 確保 し た 後 、 コ ンピュータ 本 体 の リセ ッ ト ボ タン を 押し て 、 MS 一 
DOS を 再起 動 し て 下さ い 。 


・ ファ イル が 見 つか り ま せん 
ファ イラ ー な ど 、MET's Filedriver 4 に 必要 な ファ イル が 存在 し な いと き に 表示 され 
ます 。 
各 フ ァイル の 存在 を 確認 し て 下さ い 。 
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・ メ ニュ ー フ ァイル が あり ませ ん 


MENU.IDX や 、 FEP.IDX が 存在 し な いと き に 表示 され ます が 、MET's Filedriver4 は 、 
この 2 つの ファ イル が な いと き は 、 フ ァイル を 自動 的 に 作成 し ます の で 、 ハ ー ド ディ ス 
ク に な ん ら か の 異常 が ある 、 と 思わ れ ま す 。 


パス が 64 文字 を こそ えま し た 

マニ ュ ア ル 登 録 や ユー ザ 登 録 で 、 非 常に 深い 位置 に ある ディ レク トリ を 指定 し た 時 、 そ 
の バス 名 が 64 文字 を 越え る 場合 に 発生 し ます 。 

バス 名 の 64 文字 は 、MS - DOS の 制約 で す の で 、 登録 ディ レク トリ を も っ と 浅い 位置 
に 移し て 下さ い 。 


ドラ イブ 番号 が 不正 で す 
自動 登録 で 登録 する バス 名 の ドラ イブ が 使え な い 場 合 に 表示 され ます 。 


指定 され た ドラ イブ は 不正 で す 
ドラ イブ 選択 で 紫色 で 表示 され て いる 、 存在 し な い ド ライ ブ を 指定 する と 表示 され ます 。 


ドラ イブ 番号 を 指定 し て 下さ い 
ドラ イブ 指定 が 必要 な 場面 で 、 指 定 さ れ て いな い 場 合 表示 され ます 。 


・ そこ に は 何 も 登録 され て いま せん 


メイ ン 画 面 、 ま た は 日 本 語 FEP 選 択 画面 で 、 何 も 登録 され て いな い 箇 所 を 選択 する と 表 
示さ れ ま す 。 

アブ リケーション ソフ ト 、 また だ は 日 本 語 入力 FEP が 登録 され て いる 箇所 を 選択 し て 下さ 
い 。 


・ そ こ は す で に 登録 済み で す 


メイ ン 画 面 、 ま た は 日 本 語 入力 FEP 画 面 で 、 す で に 登録 され て いる 箇所 に 、 登 録 し よう 
と 選択 し だ 場合 表示 され ます 。 


・ イ ンス トー ル 用 の ファ イラ ー に 不正 な 記述 が あり ます (**) 


イン スト ー ル 用 の ファ イラ ー 内 に 、 文法 に そ わ な い 不 正 な 記述 が あつ っ だ 場合 表示 し ます 。 
この メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、 た だ ち に 弊社 へ ご 連絡 下さ い 。 


ファ イラ ー 中 で 使わ れ て いる 文字 列 が 長 過 ぎ ま 」 
ファ イラ ー 中 の アプ リケーション 名 等 が 、 長 過ぎ だ 場合 表示 され ます 。 
この メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、 た だ ち に 弊社 へ ご 連絡 下さ い 。 


すでに 同名 の ディ レク トリ が あり ます 

自動 登録 で 指定 し だ 登録 使用 と し た 場合 、 自 動 登録 ファ イラ ー で 指定 し た バス が 、 す で 
に 存在 し た 場合 、 表 示さ れ ま す 。 

この 場合 、 登 録 バ ス 名 を 変更 し て 下さ い 。 
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・ デ ィ ス ク が いっ ぱい で す 
転送 先 ド ライ ブ が 容量 的 に 一 杯 に な る と 表示 され ます 。 


・ 変 数 の 値 が 不正 で し た 
ファ イラ ー 中 の 変数 が 不正 で す 。 
この メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、 た だ ち に 弊社 へ ご 連絡 下さ い 。 


・ ラ ベル が 見 つか り ま せん 
GOTO 等 で 、 指 定 さ れ た と び 先 の ラベ ル が な い 場 合 表 示さ れ ま す 。 
この メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、 た だ ち に 弊社 へ ご 連絡 下さ い 。 


ラベ ル は 12 文字 まで で す 
ファ イラ ー 中 で 12 文字 を 越え た ラベ ル を 設定 し だ 場合 、 表 示さ れ ま す 。 
この メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、 だ ただちに 弊社 へ ご 連絡 下さ い 。 


・ デ ィ レ クト リ 名 の 変更 が で きま せん 
登録 済み の アプ リケーション ソフ ト の ディ レク トリ 名 を 変更 し よう と し た 場合 、 指 定 し 
た ディ レク トリ 名 が すでに ある と 表示 され ます 。 


・ そ こ に は 登録 で きま せん 
日 本 語 入力 FEP 登録 時 、「FEP は 使用 し な い 」 を 選択 する と 表示 され ます 。 
それ 以外 の 箇所 を 選択 し て 下さ い 。 


・ アプ リケーション が 削除 され て いま す 
メニ ュー に 登録 され て いる アプ リケーション ソフ ト を 起動 し よう と し た 際 、 そ の ソフ ト 
が 登録 され て いる ディ レク トリ 、 ま た は ドラ イブ が 存在 し な い 場 合 、 表 示さ れ ま す 。 


指定 し た FEP は 削除 され て いま す 
メニ ュー に 登録 され て いる 日 本 語 入力 FEP を 指定 し た と き 、 そ の 日 本 語 入力 FEP が 登 
録 さ れ て いる ディ レク トリ 、 ま た は ドラ イブ が 存在 し な い 場 合 、 表 示さ れ ま す 。 


ディ レク トリ が 削除 で きま せん で し た 
ディ レク トリ を 削除 し よう と し て 、 削 除 で き な い と き 表 示さ れ ま す 。 


移動 先 が 同じ で す 
INS キー で 、 メ ニュ ー 内 容 を 入れ 替え よう と し だ 時 に 、 移 動 元 と 移動 先 が 同じ 場合 表示 
され ます 。 


その ファ イル に は アク セス で きま せん 

ファ イラ ー 中 の DEL や REN で 、 ア プリ ケー ショ ン の 転送 元 の フロ ッ ビ ピー に アク セス し 
よう と し た だ た 際 、 表 示さ れ ま す 。 

この メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、 た だ ち に 弊社 へ ご 連絡 下さ い 。 
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・ フ ァイル が 削除 で きま せん 


DEL が 実行 で きま せん で し た 。 
ファ イラ ー 中 の 「DEL」 で 指定 し て いる ファ イル 名 を チェ エック し て 下さ い 
この メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、 た だ ち に 弊社 へ ご 連絡 下さ い 。 


・ 実行 する プロ グラ ム が 見 つか り ま せん 


ファ イラ ー 中 、「#」 で 指定 し た プロ グラ ム が 見 つか ら な い 場 合 表示 され ます 。 
この メッ セー ジ が 表示 され まし た ら 、 た だ ち に 弊社 へ ご 連絡 下さ い 。 


カレ ント ドラ イブ 以外 は 指定 で きま せん 

MET's Filedriver 4 の 起動 ドラ イブ が 変っ て し まう と 、 カ レン トド ライ ブ 以 外 に は ア 
プリ ケー ショ ン 登 録 、 実 行 、 そ の 他 す べ て が 行 な を な く な り ま す 。 

これ は 、 COPY コマ ンド 、 XCOPY コマ ンド 、 市 販 の バッ クア ッ ブ ユー ティ リティ な ど 
で MET's Filedriver 4 を 最初 に イン スト ー ル し た ドラ イブ か ら 、 他 の ドラ イブ へ 移動 
し た 場合 、 発 生 し ます 。 


MFD 起 動 ド ライ ブ が 変更 され て いま す 
上 記 と 同じ 理由 で 使用 で き な い コマ ンド を 選択 する と 出 ま す 。 
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人 @ FDRV.EXE の エラ ー メ ツ セ ー ジ 


・ メ モリ 不足 で ウィ ンド ウ が 開け ませ ん 


FDRV.EXE が 起動 する に 十分 な メモ リ が 確保 で き な い と き 表 示さ れ ま す 。 
メイ ン メ モリ を 十分 に 確保 し て 下さ い 。 


その ドラ イブ は 使え ませ ん 
ドラ イブ 変更 時 に 使用 で き な い ドラ イブ を 指定 し た 時 、 表 示さ れ ま す 。 


ファ イル 名 また は ディ レク トリ 名 が 不正 で す 
ファ イル 名 また は ディ レク トリ 名 を 指定 する 場面 で 、 不 正 な 名 前 を 設定 し た 時 表示 され 
ます 。 


・ す で に 同名 の ファ イル また は ディ レク トリ が 存在 し て いま す 


ファ イル また は ディ レク トリ 名 を 変更 する 時 、 す で に 存在 し て いる ファ イル 名 また は デ 
ィ レ クト リ 名 を 指定 し た 時 、 表 示さ れ ま す 。 


ドラ イブ に アク セス で きま せん 
指定 し た ドラ イブ に ディ スク が 入っ て いな い 時 表示 され ます 。 


・ ル ー ト ディ レク トリ は 削除 で きま せん 


ルー トディ レク トリ を 削除 し よう と し だ 時 表示 され ます 。 


・ デ ィ レ クト リ が 空 で な い の で 削除 で きま せん 


ファ イル また は ディ レク トリ が 存在 する ディ レク トリ を 削除 し よう と し だ 時 表示 され ま 
す 。 


・ カ レン トディ レク トリ は 削除 で きま せん 


カレ ント ディ レク トリ を 削除 し よう と し だ 時 に 表示 され ます 。 
MET's Filedriver 4 実行 時 は ら 、 サブ ディ レク トリ \MFD を 削除 し よう と し だ 時 に 表 
示さ れ ま す 。 


削除 で き な い ファ イル が あり まし た 
シス テム ファ イル な ど 、 削 除 で き な い ファ イル が あつ だ 場合 表示 し ます 。 


ルー トディ レク トリ 名 は 変更 で きま せん 
ルー トディ レク トリ の 名 前 を 変更 し よう と し だ 時 表示 され ます 。 


・ ル ー ト ディ レク トリ は 属性 変更 は で きま せん 


ルー トディ レク トリ の 属性 を 変更 し よう と し だ 時 表示 され ます 。 
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_ 付録 MET's Filedriver 4 の ファ イラ ー に つい て 


信 角 説 の 前 に 


次 の 項 か ら は 、MET's Filedriver 4 で 使用 し て いる ファ イラ ー 文 法 の 解説 を 行ない ます 
が 、 そ の 前 に 誠に 勝手 お な がら お こと わり を させ て いた だ きま す 。 


お こと わり 


1. お 客 様 が 作ら れ た ファ イラ ー の 動作 に 関し て は 、 当 社 ユ コー ザ サ ポー ト は いっ さ 
い 感 知 い た し ませ ん 。 
た だ し 、 文 法 に つい て の 不明 点 に 関し まし て は お 答え いた し ます 。 


2。 コピ ー プ ロ テ ク ト が 掛か っ て いる アプ リケーション ソフ ト の の コピー プロテクト 
を は ず し て 、 自 動 登録 ファ イラ ー を 作成 し 、 登 録 し て こそ の アプ リケーション ソ 
フト が 動作 し な く て も 当社 サ ポー ト は 感知 いた し ませ ん 。 


3. お 客 様 が 作成 され た ファ イラ ー を 動作 させ た 結果 、 ハ ー ド ディ スク や フロ ッ 
ピー ディ スク を 含む 、 シ ステ ム 企 般 に 影響 が 出 て も 当社 サポ ー ト は 感知 いた し 
ませ ん 。 


上 記 、 誠 に 勝手 な が ら ご 理解 と ご 了承 の ほど よろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 


人 @ フ ァ イ ラ ー 文 法 に つい て 


MET's Filedriver 4 の 文法 は MET's Filedriver 3 に くら べべ て 強化 され て いる 部 分 が あり 
ます 。 

また だ た 、MET's Filedriver 3 の ファ イラ ー は 、MET's Filedriver 4 で は 使用 可能 で す が 、 
MET's Filedriver 4 の ファ イラ ー は 、MET's Filedriver 3 で は 使え ませ ん の で ご 注意 下さ 
い 。 


次 の ペー ジ に MET's Filedriver 4 用 の 「MET's Fileback-up 3」 の ファ イラ ー を 記載 し ま 
9j。 
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1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 


ko KS KS KS KO 
m CSK ト S デ 


FoS ES 
づつ の 


CS っ CS CS C> C う 5 C う 5 CO CO KO トド O 
で つの の CO どの ら の ら の 


hh C う て で うら 
つど の 〇 の の 6 


DD 
hp CK ト O ルー 


Met's HCA Ver4 
MET's File back-up 3 
\MFB3 


IF @==1 GOTO MANYU 
IF @-=2 GOTO DOCE 


ECHO @ この ファ イラ ー は MET's File back-up 3 の ファ イラ ー で す 
ECHO 

ECHO 

ECHO 以下 の ディ スク を 使用 し ます 
ECHO 

ECHO MET's File back-unp 3 シス テム ディ スク 
ECHO 

PAUSE 何 か キ ー を 押し て くだ さい 
*IQ 

ECHO @ イン スト ー ル を 実行 し ます か ? 
ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 


LET A=0 

&A( 実行 , 中 止 ) 

IF A==0 GOTO INSTSYS 

IF A==1 GOTO ESC 

*ESC 

ECHO @ MET's File back-up 3 の 登録 を 中 止 し まし た 
ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

PAUSE 何 か キ ー を 押し て くだ さい 
ABORT 


*INSTSYS 
$(FBI3.EXE)MET's file back-unp 3 の シス テム ディ スク を 入れ て 下さ い 。 


EXEC=FBI3 
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45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
上 
72 
73 
74 
75 
76 
77 
78 
79 
80 
81 
82 
83 
84 
85 
86 
87 
88 
89 


IF @==] GOTO END_MA 


COPY %IFBI3.EXE %2 
COPY %1README. DOC %2 


*ENDE 

ECHO @ MET's file back-up 3 の 登録 が 終了 し まし た 
ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

PAUSE 何 か キ ー を 押し て 下さ い 

GOTO DOC_RE 


*END_MA 

ECHO @ MET's Fileback-unp 3 の マニ ュ ア ル 登 録 を 終了 し まし た 
ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

PAUSE 何 か キ ー を 押し て 下さ い 

GOTO DOC_RE 


*MANYU 

ECHO @ MET's Fileback-up 3 の マニ ュ ア ル 登 録 を 実行 し ます 

ECHO 

ECHO ハー ド デ ィ スク 内 の サブ ディ レク トリ に MET's Fileback-up 3 が イ 
ECHO ンス トー ル さ れ て いる こと が 前 提 と な り ま す 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

PAUSE 何 か キ ー を 押し て 下さ い 

GOTO IQ 

DOC_E 

ECHO @ MET's Fileback-up 3 の 補足 説明 を 表示 し ます 

ECHO MET's Fileback-up 3 は 、 デ ィ ス クキ ャ ッシュ に は 対応 し て いま せん 
ECHO ご 使用 の つ さ い は 、 デ ィ ス クキ ャ ッシュ を 解除 し て か ら 、 ご 使用 下さ い 
ECHO 


人 


何 か キ ー を 押し て 下さ い 


*DOC_RE 

ECHO @ 補足 説明 を 表示 し ます か ? 
BCHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

BCHO 


LET W=0 

&W( す る , し な い ) 

IF @==1 GOTO DOC_E 
IF @==2 GOTO DOCEND 


*DOCEND 

ECHO @ MET's Fileback-up 3 の 補足 説明 を 終了 し ます 
ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

ECHO 

PAUSE 何 か キ ー を 押し て 下さ い 
*END 

END 


デ os 


前 ベ ページ に 記載 し た 「MET's Fileback-up 3」 の ファ イラ ー を 例 に 上 げ て 解説 を 行ない ます 。 
MET's Filedriver 4 の ファ イラ ー は 大 きく 分 け て 5 種類 の ブロ ッ ク に 分 ける こと が で き 
ます 。 


@ ヘ ツ ッ ダ 

信 実 行 形 式 、 デ バイ ス 情 報 
転送 する ファ イル 

念 分岐 条件 
メッ セー ジ 表 示 


@ へ ヘッ ダ 
1 行 目 か ら 3 行 目 の 部 分 で す 。 例 は アプ リケーション ソフ ト で す の で 、1 行 目 は 「Met's 
HCA Ver4」 と な っ てい ます が 、 日 本 語 入 力 FEP の 場合 は 「Met's HCF Ver4」 と な り ま 
す 。 


2 行 目 は メニ ュー に 登録 され る タイ トル 名 で す 。 
ここ に 記述 で きる の は 半角 で 20 文 字 、 公 角 で 10 文字 で す 。 


3 行 目 は 登録 され る ディ レク トリ を 指定 し ます 。 
この 例 で す と サブ ディ レク トリ 半 MFB3 と いう ディ レク トリ が 作成 され ます 。 


MET's Filedriver VINTAGE ま で は 、 こ こ に 「*」 が ある と 、 マ ニュ アル 登録 専用 ファ イ 
ラー と 識別 され て いま し た が 、MET's Filedriver 4 で は マニ ュ ア ル 登 録 専用 ファ イ 
ラー は 、 拡張 子 が 「.HCM」 と な つて いま す の で 、「*」 が ここ に 入っ て いる ファ イラ ー 
も 、 拡 張子 が 「.HCA」 の 場合 は 、 自 動 登録 用 ファ イラ ー と し て 認識 され ます 。 


@ デ バイ ス 情 報 、 実 行 形式 
44 行 目 が この 部 分 に 相当 し ます 。 
44 行 目 で 宣言 され て いる 「EXEC = FBI3」 の 内 容 が 、3 行 目 で 作成 され た 「MFB3」 
と いう サブ ディ レク トリ に 、「MFD.BAT」 と いう ファ イル の 形 で 宣言 され ます 。 


また 、 こ の 例 は アプ リケーション ソフ ト で す の で 、 デ バイ フ 形 式 の 例 を 持っ て いま せん 。 
この デバ イス 形式 と いう の は 、「EXEC =」 で 宣言 され る 実行 情報 と 同様 に に 、 アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト 固有 で 使用 する デバ イス ドラ イ バ を 、「DEVICE =」 の 形式 で 記述 され て 
いる も の を さ し ま す 。 


た と えば 「 一 太郎 Ver4.3」 で 使わ れる 「ATOK7」 は 「ATOK7A.SYS」 と 「ATO K7B. 
SYS」、 松 Ver5 で 使わ れる 「 松 茸 V3」 は 「MTTK3.DRV」 と いう よう に 、 そ の アブ プリ 
ケー ショ ン ソ フト が 立ち 上 が る だ た め に 必要 な デバ イス ドラ イ バ を 「DEVICE=」 で 記述 
し ます 。 
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た だ し 、 こ の デバ イス ドラ イ バ の ファ イル 名 が わか ら な いと いう 方 も いら つ し ゃ る で し 
よう 。 

この 場合 は イン スト ー ル に 使う アプ リケーション ソフ ト の シス テム ディ ク か 、 マ スタ ー 
ディ スク の 中 に 含ま れ て いる 、「CONFIG.SYS」 の 内 容 を 見 て いた だ けれ ば 、 たい て い 
の 場合 は ご 理解 いた だ ける と 思い ます 。 


また 実行 形式 の 「EXEC = 」 の ファ イル 名 が わか ら な い 場 合 は 、 イ ンス トー ル に 使う ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト の シス テム ディ ク か 、 マ スタ ー デ ィ ス ク の 中 に 含ま れ て いる 、 
「AUTOEXEC.BAT」 の 内 容 を 見 て いた だ けれ ば ご 理解 いた だ ける と 思い ます 。 
た だ し 、AUTOEXEC.BAT の 内 容 を その まま 「EXEC =」 で 記述 し て も 動作 し な い 
場合 が あり ます 。 

それ は 「AUTOEXEC.BAT」 内 で 「CD」 コ マン ド を 使っ て 、 指 定 の サブ ディ レク ト 
リ に 入り 込み 、 そ の 中 の ファ イル を 実行 する 指定 に な つて いる 場合 で す 。 

この 場合 で す と サブ ディ レク トリ に 入っ た 後 の 実 行 フ アァ イル を 「EXEC =」 で 記述 すれ 
ば ほとん どの 場合 は 大 丈夫 で し よう 。 


今 転送 する ファ イル 
この 例 で は 47 行 目 と 48 行 目 に 記述 され て いま す 。 


介 分 岐 条件 
26 行 目 か ら 27 行 目 に 記述 され て いる 部 分 が 相当 し ます 。 
この 例 で は 26 行 目 で カー ソル が ある 位置 を 「AO」 と 定義 し た 後 、27 行 目 で 画面 に 表 
示す る 選択 肢 を 設定 し ます 。 
26 行 目 で は 選ば れ た 選択肢 に 応じ て 設定 され た ラベ ル に 処理 を 移し ます 。 
ここ で は 「O」 に 当たる 「 実 行 」 を 選択 し た 場合 、「INSTSYS」 と いう ラベ ル へ 処理 を 
移し 実行 し ます 。 


@ メ ッ セ ー ジ 表示 


「ECHO」 か ら 始 る 部 分 すべ て 相当 し ます 。 
この 部 分 で は 表示 色 を 指定 する こと が で きま す 。 


Se 


人 目的 別 コ マン ドリ ファ レン ス 
ぐる ドラ イブ の 選択 と ディ スク の セッ ト を うな が す 。 


書式 
(ファ イル 名 ) 文字 列 
文字 列 


例 


$(FBI3.EXE)MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク を 入れ て 下さ い 
$MET's Filedriver 4 の シス テム ディ スク を 入れ て 下さ い 


「 文 字 列 」 に 相当 する 内 容 を 画面 表示 し 、「 フ ァイル 名 」 に 記述 され た ファ イル 名 が 、 指 
定 さ れ た ドラ イブ の ディ スク に 存在 する か どう か を チェ ッ ク し ます 。 

も し 「 フ ァイル 名 」 に 相当 する ファ イル が な か っ つた 場合 、 エ ラー を 表示 し ます 。 

「 フ ァイル 名 」 を 省略 し た 場合 、 デ ィ ス ク の 内 容 を チェ ッ ク せ ず に 次 の 行 に 処理 を 移し ま 
す 。 


デバ イス 情報 を 設定 する 


書式 

DEV 1ICE= フ ァイル 名 
? DEV 1 CE= ニ ファ イル 名 
1 DEV ICE= ニ ファ イル 名 


オプ ショ ンス イッ チ 
| 朋 人 Md 


例 

DEVICE=ATOK7A. SYS プ D=A :\\ATOK7. DiIC 
?DEVICE=ATOK7A. SYS 
!DEVICE=ATOK7A. SYS 


デバ イス ドラ イ バ ー の 登録 を 行なう 書式 で す 。 こ の 書式 で 登録 で きる デバ イス ドラ イ 
バー は キャ ラク ター 系 ドラ イ バ ー の み に な り ま す 。 

まず 「DEVICE =」 で す が 、 こ の 書式 で 宣言 され だ 場合 は その まま の 形 で 「CONFIG. 
DRV」 に 登録 され ます 。 

「 ? DEVICE = ニ 」 と いう よう に 頭 に 「 ? 」 が あっ だ 場合 は 、 同 様 の 宣言 が イン スト ー ル 
に 使う ディ スク の 「CONFIG.SYS」 に 存在 し た 場合 、「CONFIG.DRV」 に 登録 され ます 。 
「! DEVICE =」 と いう よう に 頭 に 「 ! 」 が あっ た だ 場合 は 、 イ ンス トー ル に 使う ディ ス 
ク の 「CONF1IG.SYS」 の 同様 な 宣言 の オプ ショ ンス イッ チ を 使っ て 、「CONFIG. 
DEV」 に 登録 し ます 。 
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実行 情報 を 登録 する 


書式 

EXEC= ニ ファ イル 名 
1! EXEC ニ ファ イル 名 
? EXEC= ニ ファ イル 名 


オプ ショ ンス イッ チ 
1 の 


例 
EXEC=JXW 


先頭 に 「EXEC =」 が くる と 、 実行 形式 と みな され て 「SETUP.BAT」 に 展開 され ま 
> 

頭 に 「? 」 や 「! 」 が 付い た と き の 条 件 は 「DEVICE =」 と 同じ で す が 、 こ ちら は 「AU 
TOEXEC.BAT」 な を 参照 し ます 。 


ファ イル を コピ ビー する 


書式 
COPY バス 1 [ファ イル 名 ] バス 2 


オブ ショ ンス イッ チ 
?、\ 


例 

COPY %%1ATOK7A. SYS %2 
?COPY %1ATOK7A。 SYS %2 
COPY 2%%1ATOK7A. SYS 学 

COPY %1ATOK\ATOK7A. SYS %2 
COPY %1ATOK7A. SYS %2 半 ATOK 


バス 1 で 指定 し た ファ イル を バス 2 に 転送 し ます 。 

バス 1 は 転送 元 、 バ ス 2 は ファ イラ ー の 3 行 目 で 指定 され た ディ レク トリ が 代入 され ま 
す 。 

例 の 1 行 目 は 標準 的 な 書式 で す 。 

例 の 2 行 目 の 頭 に 「 ? 」 が 付い て いま す が こ れ は 「% 1 」 以 降 で 宣言 され た ファ イル 名 
が 、 コ ピー 元 の ディ スク に あれ ば 目的 先 に コピ ー し 、 な けれ ば コピ ビー し な い オ ブシ ョ ン 
で す 。 

例 の 3 行 目 は お し り に 「% 2」 の 代り に 「 半 」 が つい て いま す が 、 こ れ は ルー トディ レ 
クト リ に 転送 する オブ ショ ン で す 。 


ー 電 OSー 


9 行 目 の 変形 が 4 行 目 と 5 行 目 で 、4 行 目 は 転送 元 の サブ ディ レク トリ 「ATOK」 から 
ファ イル を コピ ー す る 指定 で 、 ら 5 行 目 は 転送 元 デ ィ レ クト リ の 下 に 形成 され た サブ ディ 
レク トリ 「AOTK」 に 転送 する 指定 で す 。 


すけ ブ デ ィ レ クト リ の 作成 


書式 
MD ディ レク トリ 名 


例 
MD %2 半 ATOK 
MD 学 ATOK 


サブ ディ レク トリ を 作成 する 文法 で す 。 

例 の 1 行 目 で は 転送 先 の ディ レク トリ の 下 に 「ATOK」 と いう ディ レク トリ を 作成 し ま 
す 。 

例 の 2 行 目 で は 転送 先 ド ライ ブ の ルー トディ レク トリ の すぐ 下 に 「ATOK4」 と いう デ 
ィ レ クト リ を 作成 し ます 。 


全文 字 列 の 表示 


書式 
ECHO 文字 列 


例 
ECHO ATOK7 
ECHO @ATOK7 


「ECHO」 は その 後に くる 文字 列 を 表示 し ます 。 

例 の 1 行 目 が 標準 的 な 書き 方 で す 。 

例 の 2 行 目 の 「@」 は 、 そ の 文字 列 が 表示 され る 以前 の 文字 列 を クリ ア し て 、 表 示す る 
オプ ショ ン で す 。 


全文 字 列 の 表示 と キー 入力 待ち 


書式 
PAUSE 文字 列 


例 
PAUSE 何 か キ ー を 押し て 下さ い 。 
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文字 を 表示 する の は 「ECHO」 と 同じ で す が 、 表示 後 キ ー が 何 か 押 され る まで 待ち ます 。 
また 、 オ プシ ョ ンス イッ チ は 「ECHO」 の カラ ー 指 定 を 使う こと が で きま す 。 


変数 へ の 代入 、 選 択 処 理 、 変 数 に よる 分 岐 選択 


書式 

LET 変数 数値 

& 変 数 (文字 列 1, 文字 列 2 の, ・・・) 
IF 変数 == 数 値 コマ ンド 

例 

回 選任 O 


&A( 実行 , 中 止 .) 
IF A= ニ = ニ O GOTO ATOK7 
IF A= テ = GOTG ) 所 SC 


この 3 つの 文法 は それ ぞ れ 単独 で 使う こと が で きま す が 、1 セッ ト と し て 使う 場合 が ほ 
と ん ど で す 。 

ここ で は 1 セッ ト と し て 説明 し ます 。 

まず 、1 行 目 の 「LET 変数 = 数 値 」 で す が 、 こ こ で は 2 行 目 の 「& 変 数 (文字 列 1, 文 字 
列 2,・・ )」 用 に 変数 と カー ソル 位置 を 決定 する 数 値 を 代入 し ます 。 

例 を 見 ます と 「A」 と いう 変数 に 「O」 が 与え られ て いま す が 、 こ れ は 2 ら 行 目 で 画面 表示 
を 行なう 「 実 行 、 中 止 」 の 文字 列 の 内 、「 実 行 」 に カー ソル を 与え る 設定 で す 。 

また ここ で 使え る 変数 は AZ の 26 個 で 大 文字 、 小 文字 の 区 別 は あり ませ ん 。 

2 行 目 で は () で 括 ら れ た 文字 列 を 等 間隔 に 表示 し 、 選 択 モ ー ド に 入り ます 。 

選択 し た 結果 は O,1,2,.3 ・・ の 値 で 3 行 目 以降 の 変数 に 代入 され ます 。 

S 行 目 以降 で は 2 行 目 か ら 代 入 さ れ だ 変数 を 元 に 分 岐 選 択 を 行ない ます 。 

例 で は 2 行 目 で 「 実 行 」 を 選択 し た 場合 、 変 数 O が 発生 し ます の で 、3 行 目 の 

「IF A ニ = テ O GOTO ATOK7」 が 有効 と な り 、「AOTK4」 と いう ラベ ル に 処理 を 移 
し ます 。 

も し 、「 中 止 」 を 選択 し た 場合 、 変 数 O が 発生 し ます の で 4 行 目 の 

「IF A= テ = 1 GOTO ESC」 が 有効 に な は り 、「ESC」 と いう ラベ ル に 処理 を 移し ます 。 
3 行 目 以降 の 「IF 変数 == 数 値 コマ ンド 」 は 、 式 の 結果 が 真 で あれ ば 実行 し ます 。 


ー の 5 キ 


$ 無 条件 ジャ ンプ 


書式 
GOTO ラベ ル 名 


例 
GOTO ATOK7 


処理 を 指定 し た ラベ ル に 処理 を 移し ます 。 
例 で は 「ATOK7」 と いう ラベ ル に 移る 指定 で す 。 


ラベ ル 


書式 
* ラ ベル 名 


例 
* ネ ATOK7 


ラベ ル の 指定 で す 。 


ファ イル に よる 分 岐 条件 


書式 

1 だ niE2eSN ウン 人 者 RMRN 

1F。 NOT 巨 XNST3 フ イリ 名 。 コ マン シド 

1F。 三 XT1S 下 パス 者 ラ ア イル 名 コマ ンド 
TNGOT ド EX 中 S 下 が 炎 泊 も ジア イル 名 コマ ジ ド 


TF 医 炎 ST AT の OK アア ASYSI GO 洋 人 | AT の K 
IF NOT EXIST AOTK4A. SYS GOTO ESC 
1) 民 UM 眉 TS 間 人 A TOIKNMKAIILSWYS GOITO , AR 
IF NO EXTST \AOTK4A. SYS GOTO ESC 


この 文法 は 式 の 結果 が 真 な ら コ マン ド を 実行 する 文法 で す 。 
「IF EXIST・・」 は 後に くる ファ イル が 存在 する 場合 、 そ の 後に 続く コマ ンド を 実行 し 
ます 。 


「IF NOT EXIST・・」 は 後に くる ファ イル が な い 場 合 、 そ の 後に 続く コマ ンド を 実行 
し ます 。 


OO や 


また 、 フ ァイル 名 の 前 に バス を 書く こと に よっ て 、 そ の バス に ある ファ イル を 見 に 行く 
こと も で きま す 。 


注釈 


書式 


例 
j 以降 は ATOK 7 で す 


「 : 」 以 後に 記述 され た 文字 列 は 注釈 と みな し 、 無 視 し ます 。 
各 ブ ロッ ク の 区 切り と し て も 使う こと が で きま す 。 


ファ イル の 削除 


書式 
DEL ファ イル 名 


例 
DEL %2ATOK7S. SYS 


転送 先 の ディ レク トリ 内 の ファ イル を 削除 し ます 。 転送 元 に 対す る 指定 は で きま せん 。 
ファ イル 名 の 変更 


書式 
REN 旧 フ ァイル 名 新 フ ァイル 名 


例 
REN %2 半 ATOK7A. SYS _ ATOK7B. SYS 


転送 先 の ディ レク トリ 内 の ファ イル 名 を 変更 し ます 。 転送 元 の ファ イル に 対す る 指定 は 
で きま せん 。 


ー 207 一 


人 外部 プロ グラ ム の 実行 
書式 

# 実 行 プロ グラ ム 名 

# 一 実行 プロ グラ ム 名 


例 
#%2 半 HHDINST. EXE %%2 


ファ イラ ー 内 か ら イ ンス トー ルプ ログ ラム な どの 外部 プロ グラ ム を 呼び 出す 文法 で す 。 
た だ し 、 プ ログ ラム に よっ て は サブ ディ レク トリ 内 で は 動作 し な か つた り 、 画 面 が 壊れ 
る も の も あり ます 。 

イ ンス トー ル の 中 止 


書式 
ABORT 


例 
Te ANNIOiE E 六 SEehM0AORGDIK INS SYS 人 BODRIT 


ファ イラ ー 内 で イン スト ー ル を 中 止 す る コマ ンド で す 。 
通常 は 分 岐 選 択 な ど と 組合 わせ て 使用 し ます 。 


人 マニュアル 登録 の 時 の 動作 
マニ ュ ア ル 登 録 時 は 以下 の 文法 が 無視 され ます 。 
COPY 


MD 
$ () 


スー 


PE 


の We = 


株 式 会 社 メ ッ ツ 
本 社 プ 〒107 東京 都 港 区 南青山 6-3-14 Phone. 03-3498-3550 (商品 販売 窓口 ) 


大 阪 営業 所 プ 〒541 大 阪 市 中 央 区 北 久 宝 寺町 4-3-5 本 町 サミ ッ ト ビ ル 4F Phone. 06-245-2089 (ユー ザ サ ポー ト 窓 口 ) 
10:00 AM. 一 12:00PM. 2:00PM. 一 5:00PM.( 土 、 日 、 奈 日 を 除く ) 
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